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―『ガーリチ・ヴォルィニ年代記』（1251 ～ 1264 年）

中沢敦夫，宮野裕，今村栄一

6759〔1251〕年　

【マゾフシェ公コンラート一世の死：1247 年 8 月 31 日】

ポーランドの大いなる公 (князь великий лядьскый)コンラート (Кондратъ)が死んだ 1）。かれは

栄誉に充ち【810】，いとも善良だった。ダニール [I111]とヴァシリコ [I112]はかれ〔の死を〕

惜しんだ。

【マゾフシェ公ボレスワフ一世の死：1248 年春】

その後，かれ〔コンラート〕の息子でマゾフシェ公のボレスワフ (Болеслав)が死んだ 2）。

【シェモヴィト一世のマゾフシェ公位継承の経緯：1248 年】

〔ボレスワフ一世は〕，ダニール公 [I111]に聴き従って，マゾフシェを自分の兄弟のシェモ

ヴィト 3）(Сомовит)に与えた。かれ〔ダニール〕の姪でアレクサンドル [I121]の娘のナスタシ

1）マゾフシェ公コンラート一世 (Konrad I Mazowiecki)は 1247年 8月 31日にプウオツクで没している
[IPSB: KONRAD (MAZOWIECKI)]。コンラートに「大いなる公」の称号が付いているのは，これま
でのダニール兄弟との同盟関係に対する年代記記者の評価のあらわれであるとともに，死亡記事におけ
る称揚的表現でもある。

2）父コンラートが 1247年 8月に没したのちマゾフシェの地を継いだボレスワフ一世については，[イパー
チイ年代記 (11)：注 279]を参照。かれは，公位を相続して間もない 1248年に没している。その時期につ
いてバルザー，フルシェフスキイ等は 1248年 3月～ 12月の間と推定している [Котляр 2005: С. 278]。

3）「シェモヴィト」 (Сомовит)は，マゾフシェ公シェモヴィト一世 (Siemowit I Mazowiecki)（在位 1248
～ 1262年）を指し，1248年に長兄のボレスワフ 1世が没した後で，マゾフシェ公領を相続した。ボ
レスワフは，別の弟カジミェシュ一世をさしおいて，下の弟であるシェモヴィトに公領を相続させたが，
これにはダニールの意向が強く働いた（「ダニールに聴き従って」）とするのは本年代記の立場を反映し
た見解である。シェモヴィトは在位中，ダニール兄弟たちとの同盟・友好関係を維持した。
　　なお，系譜学で広く受け入れられている説として（Balzer, Baumgarten 等）シェモヴィトがダニー
ル [I111]の娘（Переславаの名が伝わる）を妻としたというものがあるが，史料にその根拠は見当た
らず不確かである。もしそのような結婚が成立していたら，ダニール兄弟とマゾフシェ公との関係に常
に注意が払われている本年代記に言及されていなければおかしい。また，現代の系譜学者ドムブロフス
キも Переслава の存在やそのような結婚の可能性を認めていない [Домбровский 2015: С. 364-403]。
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ア (Настасья)が，かれ〔ボレスワフ〕に嫁いでいたからである 4）。かの女はその後，ハンガリー

の貴族ドミトル (Дмитр)に嫁いだ 5）。その年にシェモヴィトはマゾフシェ〔の公座に〕座した。

【ダニール兄弟はヤトヴャグ人討伐の共同遠征をシェモヴィトに呼びかけ，自らはドロギチン

経由でヤトヴャグの地への遠征を始める：1248/49 年冬】

ダニール [I111]とヴァシリコ [I112]はかれ〔シェモヴィト〕に使いを遣って，かれにこう言っ

た。「そなたはわれら二人の善き計らい 6）をすでに見たであろう。われらと一緒にヤトヴャグ

人を襲撃せよ 7）」。

4）「ナスタシア」(Настасья)すなわち「アナスタシア」(Анастасия)はここでは「姪」と訳したが，原文
ではダニールの братучада となっており，この語はダニールの従兄弟 (брат)であるベルズ公アレクサ
ンドル [I121]の娘 (дочи Алеквандрова)を意味している。かの女が「かれに嫁いでいた」(за ним)と
いう，その「かれ」が誰であるかは文脈では曖昧だが，系譜学ではボレスワフ一世を指すというのが定
説になっており，その再婚相手（最初の妃ゲルトゥルドは 1244年 4月頃に没したと推定）とみなされ
ている。結婚の時期はボレスワフの父コンラートが没する（1247年 8月）より前だっただろう。この
再婚が成立したと推定される時期（1244～ 1247年，ドムブロフスキイは 1245年 8月以前と推定）に
は，かの女の父アレクサンドル [I121]はすでに亡く，父を継いだ兄弟のフセヴォロド [I1212]とダニー
ルは良好な関係にあったことから，この結婚もダニールの政策的な意図が強くはたらいたと考えられる
[Домбровский 2015: С. 412-417]。

5）この「ドミトルという名のハンガリー貴族」(боярин угорьский, именемь Дмитр)については，本年
代記 6727(1219)年の記事に，ハンガリー王カールマンのガーリチ遠征に従軍した者（おそらく軍司令
官＝貴族）の一人として，ドミトル (Дмитор)の名が挙がっており [Стб. 737][イパーチイ年代記 (10)：
280頁，注 301]，時代的には 20年ほどの幅があるが，この人物と同一視する説がある [БЛДР-5: С. 
494, 504]。この人物はハンガリーの大貴族（マグナート）アバ (Aba)一族出身の宮中伯 (palatinus)と
されている。しかし，ドミトルは一般的な名であり，ハンガリー史料にアナスタシアについての言及が
ないため，これらの同定は相当程度推定にとどまらざるを得ない [Домбровский 2015: С. 417-421]。

6）ダニール兄弟のシェモヴィト一世への「善き計らい」(добро)とは，全体としては，シェモヴィトの父
コンラート一世，兄ボレスワフ一世とダニールとの良好な同盟の関係を指しており，具体的にはシェモ
ヴィトがマゾフシェの公位を継承した際の婚姻同盟に基づく軍事を含む支援（兄カジミェシュ一世との
関係において）を指している。

7）マゾフシェ公のヤトヴャグ人に対する共同の討伐遠征の提案は，これより前に 1245/46年冬にコン
ラート一世がヴァシリコに対して行っているが，ダニールの不在（サライへの伺候）と不利な気候（寒
気）のために遠征は中断されている（[イパーチイ年代記 (11)：注 475]参照）。本遠征の時期は年代記
の時系列（シェモヴィトの公位継承直後）と遠征には川や沼地が氷結する時期が適していることから
1248/49年冬季と見るべきだろう（[Котляр 2005: С. 279]も参照）。
　　本遠征の動機として，ヤトヴャグ人のヴォルィニ公領の北西境界地帯への来襲が頻繁に繰り返されて
いたこと（[イパーチイ年代記 (10)：注 429-433][イパーチイ年代記 (11)：注 413]を参照）が挙げられ
ている [Котляр 2005: С. 278]。カルピニの修道僧ヨハネスの旅行記にも「わたしどもの旅行はルテニ
ア人〔他版ではリトアニア人〕のために死の危険の連続でした。ルテニア〔リトアニア〕人は可能とあ
らばいつでも，しばしば人目をしのんでルーシの領土，とりわけわたしどもの通路にあたる地方を襲っ
た [カルピニ，ルブルク 1967：65 頁（68頁も参照）]との記述がある。この「リトアニア人」は「ヤ
トヴャグ人」も含まれていると考えられる [Пашуто 1950: С. 280-281]。
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ふたり〔ダニールとヴァシリコ〕はボレスワフから軍司令官スード (Суд)とシグネ

フ (Сигнѣв)の援軍 8）を得ていた。そして，かれら〔ダニールとヴァシリコ〕はドロギチ

ン 9）(Дорогычин)に集合して，進軍を開始し，沼地を越えて，かれら〔ヤトヴャグ人〕の地方

への襲撃を行った。

【他方，ポーランド人遠征軍はダニールの到来を待たずにヤトヴャグ人を襲撃する。ダニール

はこの抜け駆けに激怒する】

ポーランド人たちは〔ダニール軍の到着を〕待ちきれずに，かれらの〔ヤトヴャグ人〕最初

の〔遭遇した〕村を焼き払った 10）。これによってかれら〔ポーランド人〕は悪しき事をなした。

すなわち，かれら〔ヤトヴャグ人〕に〔遠征の〕兆候を知らせてしまった。これについて，ダ

ニール [I111]とヴァシリコ [I112]はかれら〔ポーランド人〕に怒りを発した。

【ヤトヴャグ人は評議して，ダニールに使者を派遣して，ダニールの遠征軍からの離脱を図る】

〔ポーランド人たちは〕夕方までかれら〔ヤトヴャグ人〕を掠奪し，多数の捕虜を獲った。

夕方になって，ズリナ人たち 11）が〔ヤトヴャグ人の援軍として〕やって来た。そして，ヤトヴャ

グ人のすべての地の〔者たちが〕集まり，ダニール [I111]に対してネビャスト 12）(Небяст)とい

8）「スード」(Суд)と「シグネフ」(Сигнѣв)は，ボレスワフ一世の治世 (1233年～ 1247年 )にポーランド（マ
ゾフシェ）から派遣されてダニールに仕えていた軍司令官 (воевода)で，ダニール兄弟のもとでヤトヴャ
グ人，リトアニア人，騎士団勢力などに対する共同の防備にあたっていたと考えられる。シグネフにつ
いては，本年代記の 6765(1257)年（下注 213）および 6776(1268)年の記事でも言及されている。

9）「ドロギチン」 (Дорогычин)はベレスチエから北西へ 15km ほどの西ブグ川河岸の城砦で，現在のドロ
ヒチン (Drohiczyn)に相当する。当時はダニール兄弟の支配下にあった。[イパーチイ年代記 (11)：注
151]を参照。

10）この共同遠征は，以下の記述に繰り返し捕虜の捕獲が言及されているように，ヤトヴャグ人捕獲のた
め（さらに，ヤトヴャグ人のもとにいたルーシ人，ポーランド人の捕虜奴隷の解放のためもあった）の
大規模な掠奪遠征でもあり，西（プウォツク方面）からのシェモヴィト軍と東のドロギチンからのダニー
ル兄弟軍が合流して，共同で捕獲・掠奪を始めることになっていたのだろう。「ポーランド人は待ちき
れずに」(не стерпѣвшим ляхом)とあるのは，シェモヴィト軍が最初に見つけたヤトヴャグ村の掠奪・
捕獲を抜け駆け的に始めてしまい，不用意に遠征軍の到来を相手に知らせて，ヤトヴャグ人の反撃の余
地を与えてしまったということ。そのことが，ダニールの怒りを呼んだのである。

11）「ズリナ人」(злиньци)はヤトヴャグ人の城砦ズリナ (Злина)の住民のこと。ズリナはウクライナ語訳
索引によれば，プレゴリャ川 (Преголя)上流域の現在のリトアニアの南西部ヴィルカヴィシスキオ自治
区 (Vilkaviškio rajono)の城砦と推定されているが確定的ではない。

12）この「ネビャスト」(Небяст)はヤトヴャグ人の身分の高い使者と思われる。総じて，本年代記のヤト
ヴャグ人との交渉や戦闘の描写には身分の高いヤトヴャグ人諸侯・軍人の名が具体的に言及されている。
さらに戦闘の描写も詳しいことからも，遠征に従軍した人物の報告が年代記の資料に使われたことは明
らかである。
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う人物を派遣して，こう言った。「そなたはポーランド人たちをわれらに残して，自分はわれ

らの地から平和に出て行くがよい。〔そなたは〕望みを得ることはできないだろうから 13）」。

【ポーランド人はヤトヴャグ人による夜襲によって非勢になるが，ダニールからの援軍でもち

こたえる】

ポーランド人は〔幕営を〕逆茂木で固めていた。夜間にポーランド人への〔ヤトヴャグ人の〕

攻撃が行われた。他方，ルーシ人は〔幕営を〕逆茂木で固めていなかった 14）。ポーランド人は

激しく戦った。投げ槍が投じられ，松明が稲妻のように飛び，石礫が雨のように天から【811】

降り注いだ。ポーランド人たちの防御が難しくなったとき，シェモヴィトは〔ダニールとヴァ

シリコに対して〕使者を遣って「射手をわれらのもとに派遣せよ」と言った。〔ダニールと

ヴァシリコの〕二人は，最初の村を焼いたことに対して怒りを持っていたので，射手の派遣を

渋っていたがようやく派遣した。なぜなら，〔ヤトヴャグ人は〕逆茂木を破壊しようとしてお

り，白兵戦で戦っていたからである。〔ダニールが派遣した〕射手たちが到着して，多くの〔敵

を〕傷つけ，多数を矢で射殺した。こうして，逆茂木からかれら〔ヤトヴャグ人〕を追い払っ

た 15）。その夜は，かれら 16）〔ヤトヴャグ人〕ゆえに〔遠征軍にとって〕安静はなかった。

【遠征軍は前衛，本隊，後衛の三つの部隊に分かれる。ヤトヴャグ人は後衛部隊を襲撃し，さ

らに本隊と全面的に戦う】

翌朝，すべてのヤトヴャグ人が集まった。歩兵も騎兵も大変多く，森はかれらで溢れていた。

13）ヤトヴャグ人は防備・反撃の態勢をととのえた上で，ダニールに対しては，すでに捕獲・掠奪は無理
であることを通知して撤退を促し，そのことによって遠征軍の分断を図ったのである。

14）この「ルーシ人」(руси)はダニール兄弟の遠征部隊を指している。この個所の文意は分かりにくいが，
ダニール軍にとって幕営を森で切り出した枝でつくった逆茂木（防柵）で囲うような習慣はなく，その
ような手間をかけなかったので，敵に見つからず機敏に行動できたということなのか。

15）以上の描写から，遠征部隊おけるポーランド軍とダニール軍の戦術上の違いを見て取ることができる。
ポーランド軍は幕営を逆茂木で囲い，投石や松明を投じる重機を使うなど，大規模な戦備をもって遠征
にのぞんでいるのに対して，ルーシ軍は射手（弓箭兵）(стрѣльцы)を中心とした機動的な部隊で遠征
にのぞんでいた。コトリャールは反撃が効果的だったことから，この射手 (стрѣьцы)は強力な弩（石弓）
を装備していたと考えており [Котляр 2005: С. 279-280]，たしかに以下の描写でもダニールの射手は
弩 (рожанци)を手にしていたことが記されている。

16）文章があいまいなため，この「かれら」は「遠征軍」のこととも解釈できるが，文脈と英訳の解釈に
したがってこのように訳した。
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かれらは決起すると，自分たちのコルイマグ，すなわち幕営 17）を焼いた。いわゆる主日の日曜

日のことだった。

ダニール公 [I111]は前衛として出発し，ボレスワフ配下のポーランド人たち 18）とともに遠く

へと離れて行った。ヴァシリコ [I112]はシェモヴィトとともに〔本隊に〕とどまった。ラゾ

リ 19）(Лазорь)はポロヴェツ人 20）とともに後衛にいた。〔ヤトヴャグ人は〕かれ〔ラゾリ〕を激

しく攻撃して，かれの軍旗を奪い取った。かれ〔ラゾリ〕はヴァシリコ [I112]とシェモヴィト

のもとに駆けつけた。双方〔遠征軍本隊とヤトヴャグ人たち〕の間で激しい戦いがなされた。

双方ともに斃れた者は多かった。ヴァシリコとシェモヴィトは激しい戦いを続けた。

【本隊にいたダニールの宮廷官アンドレイの戦いぶりについて】

宮廷官アンドレイ 21）は，固い心を持っていたが，身体や両腕は力が弱っていたために，頑強

ではなくなり，かれが〔敵の〕戦士たちを突いたときに，槍を取り落として，危うく殺される

ところだった。

【本隊のヴァシリコは前衛のダニールに支援を要請し，ダニールは引き返す】

ヴァシリコ [I112]は自分の兄〔ダニール〕に使者を遣ってこう言った。「戦闘は大規模である。

われらのもとに急ぎ来たれ」。ダニールは引き返して，【812】かれら〔ヤトヴャグ人〕を森ま

で追いやった。他の〔味方の軍勢も〕かれらを強襲して，双方ともに斃れた者は多かった。

17）ここの，「幕営，陣営」を意味するチュルク語起源の「コルイマグ」(колымаг)の語とスラブ語 стан 
による説明の並記は，1211年のハンガリー人によるズヴェニゴロド攻撃の描写の際にも使われている
（[イパーチイ年代記 (10)：255頁，注 143]参照）。
　　「幕営を焼く」という行為の意味も分かりにくいが，長期戦を想定せずに，一気に勝敗を決するとい
う意図の表明なのだろう。

18）この「ポーランド人たち」(ляхи)は，上注 8のポーランド人軍司令官スードとシグネフおよびその配
下のポーランド人のことを指している。

19）「ラゾリ」(Лазорь)は反ダニール派のガーリチ貴族ドマジル (Домажир)一族の当主ラゾリを指してい
るのだろう（[イパーチイ年代記 (11)：注 394]）。かれはこの遠征に，ダニールの呼びかけに応じて参
加したが，ダニールとは行動をともにせず，後衛部隊を指揮していた。ここでラゾリの振る舞いが好意
的に描かれていないのも，それまでのかれの政治的立場が反映しているのではないか。6725(1217)年
の記事（[イパーチイ年代記 (10)：278頁，注 294]）にすでにかれについての言及があることから，か
なりの年配者だったと思われる。

20）この記述からも，ダニール＝ヴァシリコの対外的な遠征軍の中にポロヴェツ人（ハンガリーからの傭
兵？）が混じっていたことがわかる（[イパーチイ年代記 (11)：注 426]参照）。

21）「宮廷官アンドレイ」(Андрѣй же дворьский)はダニールの重臣貴族であり，この時にはヴァシリコ
のいる本隊に身を置いていた。かれについては，すでに 6733(1225 年 )の記事に，デミヤンと並んでダ
ニールの側近の一人として言及されている（[イパーチイ年代記 (10)：295頁，注 377]）。遠征に従軍
して戦ったくらいだから，かれはこの時点でも現役だったが，かなりの年配者だったことは確かである。
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フョードル・ドミトロヴィチ 22）(Федоръ Дмитровичь)は激しく戦って負傷し，この傷のため

にナレウ川 23）(Наръвь)で没した。

〔ヤトヴャグ人の侯〕ヤシチェルト 24）(Ящелът)は〔ダニールとヴァシリコに対して〕言った。

「われらが乗馬したほうが良い〔とでも言うのか〕。そなたたちは，われらのことを残念がって

〔見くびって〕いるが，まず，なによりも自分たちのことを残念がるがよい，自分たちの名誉

〔捕獲物〕を得られないことを〔残念がるがよい〕。そなたたちはわれらの首級によって自らの

名誉〔捕獲物〕を得る〔ことなど出来るものか〕25）」。

【ダニールの巧みな戦術によって遠征軍が有利に戦い，ヤトヴャグ人の防衛部隊は撃ち破られる】

そして次のようになった。ダニール [I111]は自分の戦士たちに下馬するように命じた。〔戦

士たちは〕下馬すると，行軍を始めた。行軍することで，ルーシ人，ポーランド人の強さを見

たヤトヴャグ人たちは心が弱くなった 26）。

こうして，かれら〔遠征軍〕は進軍しながら，かれら〔ヤトヴャグ人〕の地を捕獲した。か

れら〔遠征軍〕はエウク川 27）(рѣка Олегъ)を渡河して，狭い場所に布陣しようとした。ダニー

ル公 [I111]はこれを見て，大声でかれらに言った。「おお，戦士の者たちよ，そなたたちは知

22）「フョードル・ドミトロヴィチ」(Федоръ Дмитровичь)は，ダニールの部隊に従軍していたガーリチ
貴族と推定される。

23）「ナレウ川」(Наръвь)は西ブーグ川 (Буг)の右岸支流の現在のナレウ川 (Narew)のこと。シェモヴィ
ト一世配下のポーランド人遠征軍はプウオツク (Płock)方面からブーク川を遡ってナレウ川に入り，ダ
ニール＝ヴァシリコの部隊は反対にブーク川を下ってナレウ川方面でポーランド人遠征軍と合流したと
考えられる。ここでフョードルは，重傷を負って，ナレウ川まで引き返したときに息絶えたということ
だろう。

24）文脈から判断して，「ヤシチェルト」(Ящелът)はヤトヴャグ人の侯の名だろう。本年代記におけるヤ
トヴャグ人の人名の使用については上注 12を参照。

25）このダニールにとっての敵将が発した戦場の発言の意味や意図は分かりにくく，現代語訳の解釈もさ
まざまである。これに続くダニールの下馬戦術との関連で解釈するなら，発言の最初の文を反語的に解
釈して，「馬なしで戦っている自分たちのほうが有利であり，自分たちは戦いに勝てる」という主旨の，
敵を牽制する言葉と解釈できるのではないか。

26）このダニールの戦術についての描写も分かりにくいが，これに続く叙述から判断すると，ヤトヴャグ
人は狭い森の中に敵を誘導して，騎馬兵が主体の敵軍の動きを封じようとしたが，ダニールはあえて下
馬して，歩兵の隊列をつくって進軍した。自分たちの戦術を見破られたヤトヴャグ人は戦意を喪失した
ということだろう。

27）「エウク川」(рѣка Олегъ)は，下注 30で рѣка Лъкъ と表記される川と同じもので，ナレウ川 (Narew)
の支流ビエブジャ川 (Biebrza)の右岸支流で，現在のエウク川 (Ełk)に相当し，訳語も現代語で表記し
た。この川は古プロシア語で Luks と呼ばれ，そのポーランド語形 Łęg/Łęk から Лъкъ の表記が発し，
場所をあらわす前置詞 we と融合した語形Wełku から Олегъ の表記が発した（現在のポーランド語表
記 Ełk も同様）と考えられる。
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らないのか。キリスト教徒にとって広い場所で〔戦いに〕強く，異教徒にとって狭い場所，茂

み 28）(деряждье)の中で〔強くなる〕。これが戦闘の慣習なのだ」。〔遠征軍は〕捕獲を行いなが

ら茂み 29）(жака)を通過して，開けた場所に到達した。ヤトヴャグ人はそこに陣を張っていたが，

かれら〔遠征軍〕に襲いかかった。ルーシ人とポーランド人はかれら〔ヤトヴャグ人〕を追撃し，

多くのヤトヴャグ人の諸侯が撃ち殺された。かれら〔ヤトヴャグ人〕をエウク川 (Олегъ)まで

追い立て，こうして戦闘は終結した。

翌日になって，〔ヤトヴャグ人の〕指揮者は様子が分からず，迷っていた。〔そのうちの〕二

人の蛮人 (варьва)が殺され，三人目は生きて捕虜になった。この者は【813】ダニール公 [I111]

のところに連行された。〔ダニールは〕かれに言った。「わしを正しい行路に案内せよ。〔そう

すれば〕そなたは生き残ることができるだろう」。〔ダニールは〕かれ〔捕虜〕にその保証を与

えて，〔捕虜は〕かれ〔ダニール〕を案内した。こうして，〔遠征軍は〕エウク川 30）(река Лъкъ)

を渡河した 31）。

翌日，かれらに対してプルス人 32）(прусы)とバルタ人 33）(борты)が追撃してきた。〔ダニール

軍の〕戦士たちはみな下馬して 34），陣営で歩兵の軍装をした。かれらの楯は朝焼けのごとく，

かれらの兜は朝陽のごとく，両手に握られた槍は林立する灌木のごとくだった 35）。射手たちは

28）「茂み」と訳した деряждье はここが唯一の用例で，ヤトヴャグ人の言葉（古プルシア語）をとった
と思われるが，語義は不明。文脈から解釈して「茂み」とした。別の戦闘場面の文言 ис хвороста （茂
みから引き出す）（下注 203）に相当すると思われる。枝をもちいた人工的な逆茂木とする説もある
（[Котляр 2005: С. 280]）。

29）前注と同様に，жака 語も希有な用例で語義は不分明。やはりヤトヴャグ人の言葉に発し，前注の語と
ほぼ同じ意味を持っているのではないか。ロシア語，ウクライナ語，英語の訳も，これを「森，茂み」
と解釈している。

30）上注 27を参照。
31）すでに充分な掠奪・捕獲を行っていたダニールは，帰還することを決め，最短の帰路について捕虜に
問いただしたのである。次に述べられているプルス人とバルタ人の援軍が到来する情報が入っていたの
かもしれない。

32）「プルス人」(прусы; пруссы)は，「プルーセン人」「プロイセン人」とも表記され，ヴィスワ川とネマ
ン川の流域に居住するバルト語族古プロシア人の民族名。ヤトヴャグ人と近縁の民族である。かれらは，
13世紀の 30年代にチュートン騎士団と戦い，1283年に騎士団によって征服された。

33）「バルタ人」(борты; барты)は，「湿地」を意味する *bor- から形成されたと考えられ，ドゥスブルグ
のペトルス (Petrus de Dusburg)の『プロイセン年代記』(Chronicon terrae Prussiae)（1326年頃成立）
に Bartha （バルタ）として表記されるプルス人の代表的な部族である。ラヴァ川＝ウィナ川（Лава-
Łyna)の中下流域，シフィナ川 (Świna)流域，マムルィ湖 (Mamry)周辺に広範な居住区域を持っていた。
この地はバルティア (Bartia)と呼ばれる。[Петр из Дусбурга 1997: С. 274]。

34）この戦術については，上注 26を参照。
35）このダニール軍の軍装の比喩的描写には，宮廷に伝わっていた諸公の軍功を讃える頌歌からの影響を
うかがうことができるだろう（下注 39参照）。
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両側を進み，その手には自分たちの弩弓 (рожанци)が握られ，〔敵の〕軍兵に向かって，かれ

らに対して矢を射かけていた。ダニール [I111]は馬上で戦士たちを指揮していた。プルス人が

ヤトヴャグ人に言った。「お前たちは木槍で大木を支えることなど，このような軍隊を攻撃す

るなどできるものではない」36）。ヤトヴャグ人はこれを見て，撤退して帰郷した。

ダニール公 [I111]は，そこからヴィズナ 37）(Визьна)へ行き，〔そこから〕ナレウ川 (Наровь)

を渡った 38）。

【ダニールとヴァシリコへの讃詞】

二人〔ダニールとヴァシリコ〕は，多数のキリスト教徒を虜囚の身から救い出した。かれら

二人に対して栄光の歌が唱われ，神はかれら二人を救い，二人は栄光とともに自らの地に帰っ

て来た。自分たちの父，大いなるロマン [I11]の道を継いだのである。かれ〔ロマン公〕は，

かつて研いだ剣で異教徒を獅子のごとく襲撃し 39），ポロヴェツ人はこれを持ち出して子供たち

を脅かしたのだった 40）。

36）この「木槍で大木を支える」(поддрьжати древо суличами)の比喩表現は，「衆寡敵せず」を意味す
る格言で，おそらくダニール軍の周辺で用いられていたものを，ここではブルス人の口から言わせたの
ではないか。

37）「ヴィズナ」(Визьна, Визна)は，ナレウ川 (Narew; Нарев)右岸に位置する城砦で，現在のヴィズナ
(Wizna)村に相当する。ここから 4kmほどナレウ川上流にビエブジャ川 (Biebrza: Бобр)の河口がある。
ヴィズナは，ヤトヴャグ人の地とマゾフシェ公領との境界に相当するナレウ川における，ポーランド人
側の拠点だったのだろう。

38）ナレウ川 (Narew)の右岸から左岸に渡って南下し，マゾフシェ公領に入ったということ。
39）ロマン公が「獅子のごとく異教徒を」( <...> на понганыя, яко левъ) 討ったことについては，まっ
たく同じ表現が本年代記の冒頭 [Стб. 716]に記されている [イパーチイ年代記 (10): 231頁 ]。直前の
「栄光の歌が唱われ」(пѣснь славну пояху)の一節も含めて（この語句は口承文芸のブィリーナの中
で славу поют の定型句として伝わっている [水上 2005]），本年代記が一貫して，おそらくガーリチの
宮廷に伝わっていた諸公の功業を讃える頌歌を資料として用いていることが分かる（[Котляр 2005: С. 
280]参照）（上注 35も参照）。

40）ロマン公についての口伝（叙事詩）がポロヴェツ人たちの間に伝わり，かれらの口承文芸（フォークロア）
に取り入れられていたことを示す一節。本年代記のポロヴェツ人口承資料の利用は，冒頭の首長オトロ
ク帰還物語とその息子コンチャクへの讃辞にも見ることができる（[イパーチイ年代記 (10)：233-234頁，
注 20]参照）。
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6760〔1252〕年　

【ダニールは，ハンガリー王ベーラ四世からオーストリア大公位争奪戦の援軍の要請を受ける：

1248/1249 年】

ハンガリー王〔ベーラ四世〕はダニールに使者を遣って，かれに援軍を求めた 41）。【814】〔王

は〕ドイツ人と戦争をしていたからである 42）。

【ダニールの援軍はブラチスラヴァへと到来。皇帝側の使節団と面会する：1249 年夏】

〔ダニールは〕かれ〔王〕のところに援軍に向かい，ポジェグ 43）(Пожг)にやって来た。

かれ〔ダニール〕のところにドイツ人の使者たちがやってきた。なぜなら，皇帝 44）はラグ

ザ 45）(Ракушьска)とシチリア 46）(Штирьска)の地をひとりで領有して，大公 (герцог)はすでに殺

されていたからである 47）。

41）ダニールは，1247年に息子レフ [S2]とベーラ四世の王女コンスタンツァの婚姻同盟を結んで（[イパー
チイ年代記 (11)：注 485]参照）からは，ハンガリー王とは同盟関係にあった。

42）この「ドイツ人と戦争をしていた」とは，1246年 6月にバーベンベルク家出身のオーストリア大公フ
リードリヒ二世闘争公（Friedrich II der Streitbare）が，ハンガリー王ベーラ四世にライタ川の戦い（こ
の戦いダニールもハンガリー王の陣営で参戦していた可能性が高い [Майоров 2012а]）で敗れ戦死した
ために，バーベンベルク家が存続の危機に直面した。そして，1247年初頭にベーラ王は教皇に対してオー
ストリアおよびシュタイアーマルク公国の継承権を主張し，その後，継承権をめぐって神聖ローマ皇帝
の陣営と長期にわたって争った一連の事態を指している。1254年に両公国の大半は一旦はベーラ四世
が獲得したが，オーストリア公フリードリヒ二世の義兄にあたる（下注 113参照）プシェミスル家のモ
ラヴィア辺境伯（後にボヘミア王）オタカル二世（皇帝陣営）が，1260年のクレッセンブルンの戦い
でベーラ四世を破り，最終的に両公国の大公位を得ている（1273年まで）。

43）「ポジェグ」(Пожг)は，ハンガリー語の Pozsony（ポジョニ）に由来する表記で，現在のスロヴァキ
ア共和国の首都ブラチスラヴァ (Bratislava)（ドイツ語名「プレスブルグ」(Pressburg)）に相当する。
以下の記述からわかるように，ダニールがポジェグ（ブラチスラヴァ）に来たのは戦うためではなく，
そこで行われた神聖ローマ皇帝（次注）側とベーラ四世との講和の場に立ち会うためだった。

44）この「皇帝」(царь)は，神聖ローマ皇帝フリードリヒ二世（Friedrich II）（在位 1220 年～ 1250 年）のこと。
[イパーチイ年代記 (11)：注 157]参照。

45）「ラグザ」(земля Ракушьска)の地とは，現在のクロアチアのドゥブロヴニク (Dubrovnik)の古名，ラ
グザ（Ragusa; Ragusium）にその名が由来し，アドリア海沿岸のダルマチア最南部一帯をさしている。
ここでは，皇帝フリードリヒ二世が支配を確立した範囲の南境界地方のこと。

46）「シチリアの地」(земля Штирьска)は，ドイツ語のシュタイアーマルク地方 (Steiermark)に相当し，
現在のオーストリア南部地方を指す。

47）この「大公」(герцюкъ; ドイツ語 herzogからの借用語 )は，以前の記事でやはり「大公」(гѣрцик) 
として言及されていた [イパーチイ年代記 (11)：注 158]，オーストリア大公 (herzog)フリードリヒ二
世闘争公のことで，かれは 1246 年に戦死している（上注 42を参照）。
　　この部分は，すでに皇帝が係争の公国の支配を確立し，あとは継承権を主張するベーラ四世と講和に
よって解決する段階にあったという文脈に解釈することができる。
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使者たちの名前は次の通りだった。皇帝の軍司令官 48），ザルツブルグすなわち「塩の町」

の司教 49）(пискупъ Жалошьпурьскый, рекомый сольскый)，ブルノのハインリッヒ 50）(Гарих 

Поруньскый)，ブトゥイのオットー・ハレテニク 51）(Ота Гаретеньникъ Пѣтовьскый)。

【ドイツ人使節たちの前に現れたダニールとその部隊の軍装の見事さについて：1249 年夏】

王〔ベーラ四世〕もかれら〔ドイツ人の使者たち〕と一緒にダニール公を迎えに出た。ダニー

ル [I111]はかれ〔ベーラ四世〕のところにやって来ると，自分の家来たちをすべて部隊編成し

て整列させた。ドイツ人はタタール式の軍装に驚いた。馬は馬面をほどこされ，革を重ねた馬

鎧 52）をまとい，家来たちも鎧 53）を着ていた。かれ〔ダニール〕の部隊はその武器の輝きによっ

て大いに明るかった。

〔ダニールは〕ルーシの慣習にしたがって，自身が〔ハンガリー〕王の傍らを馬で進んだ 54）。

かれ〔ダニール〕が乗った馬は驚きに値するものだった。鞍には金貼りがなされ，矢と刀剣は

黄金やその他の装飾がほどこされ，驚くべきものだった。外套 (кожюхъ)はギリシアの高級絹

織物 55）(оловир)で〔仕立てられ〕広い金糸のレースで縁飾りがなされ，長靴は緑の革 (хъзь)を

48）「皇帝の軍司令官」(воевода царевъ)は一般的な高位職の名称であり特定は難しいが，ウクライナ語
訳の注は，1235年に神聖ローマ皇帝フリードリヒ 2世からブラウンシュヴァイク＝リューネブルク公
の地位を与えられた領邦君主オットー一世（1204～ 1252年）に比定している。

49）当時のザルツブルグ司教は，フィリップ・フォン・シュポンハイム（Philipp von Sponheim）（在位
1247～ 1256年）だった。

50）「ブルノのハインリッヒ」(Гарих Поруньскый)についてはその出自等は不明。
51）「プトゥイのオットー」(Отагартеньник Пѣтовьскый)は，当時ザルツブルグ司教座の配下にあった，
現在のスロヴェニアのプトゥイ (Ptuj; Пѣтовь,ドイツ語 : Pettau，ラテン語 : Poetovio, Poetovium，ハ
ンガリー語 : Potoly）出身者で，ロシア語訳は Ота Гартеньник と文綴して，「オットー・ハレテニク」
(Отто Гаретенник)という人物に比定している。ただし，その出自等は不明。

52）「革を重ねた馬鎧」(в коярѣхъ кожанныхъ)の кояр の語は用例がこの個所だけの稀な語だが，モンゴ
ル式の革と鉄の馬鎧を意味するチュルク語からの借用と推定される。[Горелик 1987: С. 197, 200]

53）「鎧」(ярыки)は，革と鉄の鎧をあらわすチュルク語起源の言葉。
54）この王の「馬の傍らを行く」振る舞いは，1235年にダニールがベーラ四世のハンガリー王戴冠式の時
の儀礼における振る舞いと類似であり [イパーチイ年代記 (11)：注 120]，ハンガリー王に対する臣従の
身振りと理解すべきである [Майоров 2014: С. 226]参照）。「ルーシの習慣」(обычай рускъ)というの
も，両君主の上下関係が慣例として定まっていたということだろう（下注 56も参照）。

55）この「絹織物」 (оловир)の語について，マイオーロフは，中世ギリシア語 holoverus に由来し，これ
はギリシア語 óloj （全体の）とラテン語 verus （真実の）の組み合わせで，「真正の生地」さらには，皇
帝が身に付ける「真の緋色生地」の意味を持つという。そこから，最高の絹地についてこの語が用いら
れた。その生地で仕立てられ，貴重な貝紫で染められた「外套」(кожюхъ; кожух)は，非常に高価であ
ると同時に皇位・王位の伝統的な象徴とみなされていた。そのため簡単に入手できるものではなかった
[Майоров 2014: С. 229-230]。
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金糸で縫い上げたものだった。ドイツ人たちはこれを見てたいへん驚いた。

【ハンガリー王ベーラ四世は戦場でダニールに栄誉を与える：1249 年】

〔ハンガリー〕王はかれ〔ダニール〕に言った。「わしは銀貨千枚を〔提示されても〕受け取

るつもりはない。そなたが，自らの父祖以来のルーシの習慣によって〔援軍に〕来てくれさえ

すれば」56）。そして，〔ダニールは〕かれ〔王に〕幕営に入れてくれるよう求めた。なぜなら，【815】

その日は大変な酷暑だったからである。王はかれ〔ダニール〕の手を取ると，自分の幕舎の中

に導き，自らの手で上衣を脱がせると，自分の衣服を着せた。このような栄誉をかれ〔ダニー

ル〕に与えたのである。

かれ〔ダニール〕は自分の家へと戻って来た 57）。

【リトアニア王ミンダウガスは同族諸侯三人をスモレンスク方面のルーシへ遠征に派遣する：

1248/1249 年冬】

その年，ミンダウガス (Миндогъ)は自分の甥のタウトヴィラス 58）(Тевтевил)とゲドヴィダ

ス 59）(Едивид)を追い出した 60）。〔すなわち〕かれ〔ミンダウガス〕は，自分の母方の伯叔父ヴィ

56）マイオーロフは，この王の言葉を直前のダニールとその部隊の軍備の描写と関係づけて理解して，こ
のような王者のような華美な軍装ではなく，伝統的な（「父祖伝来」）ロシア式の軍装（「ルーシの習慣」）
で来るべきだったと苦言を呈したと考えている。続く幕営での王の動作の意味を，軍装を地味なもの
（ロシア式軍装）に着替えさせたととれば，そのような理解も可能であり，本翻訳もその解釈に従った
[Майоров 2014: С. 227]。ここでも上注 54と同様に「ルーシの習慣」が言及されており，全体として
この言葉は，両君主の主従関係を無視したダニールに対する，ハンガリー王の皮肉とも解釈できるだろう。

57）ベーラ四世はこのポジェグ（ブラチスラヴァ）での皇帝の使節団との和議で一定の合意を見たため，
この時は戦闘までには到らず，ダニールは撤兵を余儀なくされた [Котляр 2005: С. 282]。

58）「タウトヴィラス」(Тевтевил, Тевтивул, Товтевил)は，ミンダウガスにとって「自分の甥」(сыновец 
свой)であるリトアニア公。その父親は，6723(1215)年の記事でミンダウガスの兄弟として言及され
ているダウスプルンガス (Довъспрунк)と推定されている。かれはのちにポロツクの公座に就いている
(1254年 )。

59）「ゲドヴィダス」(Едивид)については，そのまま読めば「エドヴィド」（リトアニア語読みで「エディ
ヴィダス」）となるが，研究文献では通用のリトアニア人名にあわせて Gedvydas と表記さているため，
ここでもその読みである「ゲドヴィダス」を採用した。この人物については，タウトヴィラス（前注）
にかかる単数形の「自分の甥」をかれについても適用して解釈し，タウトヴィラスの兄弟（ミンダウガ
スの甥）とする説が主流である。

60）この「追い出した」(изгна)は，次の甥たちのスモレンスク方面への遠征の派遣のことを指している。
リトアニア統一のための障害となる親族諸公を遠地へ遠征させて，掠奪地に追いやることを「追い出す」
と表現したと考えられる。
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キンタス 61）(Выконт)とともに，ルーシ人を掠奪するためスモレンスクへ向けて，〔タウトヴィ

ラスとゲドヴィダスを〕戦争のために派遣した。そして〔ミンダウガスは三人の同族諸侯に対

して〕言った「誰かが何かを奪い取ったら，それはその者のものになる」62）。

【二人の同族候がミンダウガスに追われてダニールのもとに身を寄せる：1249 年】

〔そのように言ったのは〕邪意によるもので，〔ミンダウガスは〕，かれら〔同族諸侯〕と敵

対していたがゆえに，悪意〔呪術〕をもってリトアニアを占領した〔からである〕。リトアニ

アの地のすべては〔ミンダウガスに〕領有された。かれらの無数の領地も〔ミンダウガスに領

有された〕。かれらの富も〔ミンダウガスに〕奪い取られた。

〔ミンダウガスは〕かれらを討つべく自分の軍兵を派遣し，かれら〔甥たち〕を殺そうとした。

かれらはこれを知って，ダニール〔公〕とヴァシリコ公のもとに逃げ，ヴラジミル〔＝ヴォルィ

ンスキイ〕にやって来た 63）。

ミンダウガスは自分の使節団を〔ダニールとヴァシリコに向けて〕派遣して，「かれら二人

に憐れみを施すな」と言った。ダニールとヴァシリコはその〔言葉に〕聴き従わなかった。な

61）「ヴィキンタス」 (Выконт)については，6723(1215)年の記事でロマン一族と和を結ぶために派遣され
た（実際は 1219/1220年）ジェマイティア公の一人として言及されている（[イパーチイ年代記 (10)：
276頁 ]参照）。かれがジェマイティア公であること，タウトヴィラスにとっての「母方の伯叔父」
(вуй)であることはこれに続く叙述でも繰り替えされている（下注 84参照）。なお，「母方の伯叔父」に
ついては，イパーチイ写本は съ воемь своими （自分の軍隊とともに）となっているが，諸現代語訳に
ならってフレーブニコフ写本の読み съ вуемь своимъを採用した。なお，вуй（母方の伯叔父）を親族・
姻族を問わない伯叔父一般と広く解釈して，ヴィキンタスは，タイトヴィラスの父方の叔母（ミンダウ
ガスの姉妹にあたる）が嫁いだ先のジェマイティア公と解釈するのが通説となっている。

62）ミンダウガスにとっては，これが 3人の親族諸公を追いやるための口実であることは明らかである（上
注 60参照）。
　　なお，『ラヴレンチイ年代記』によれば，1248/1249年冬に，当時モスクワ公だったミハイル・ヤロ
スラヴィチ勇猛公 (Михаил Ярославич Храбрый） [K48]が「異教のリトアニア人によって殺された」
とあり，続いて同じ冬に「ズブツェフ〔ヴォルガ川上流でスモレンスクからは北東へ 220kmほど離れ
た城市 Зубцов〕でスーズダリ公〔スヴャトスラフ・フセヴォロドヴィチ [K6]のこと〕がリトアニアに
勝利した」という記事がある [ПСРЛ Т.1, 1997: Стб. 471- 472]。これが，3人のルーシへの掠奪遠征に
ついての記述と考えられるが，かれらは遙かスモレンスクを過ぎて東へと遠征したことになる。結局，
この掠奪遠征は失敗して帰還したようである。

63）このミンダウガスによる追放劇によって，リトアニア諸公とダニール兄弟との安定した関係の基礎と
なっていた 1219年の条約がミンダウガスによって破棄され，対立的関係に転化した [Пашуто 1950:
С.246-47]。
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ぜなら，かれら二人の姉妹がダニールに嫁いでいたからであった 64）。

【ダニールはポーランドに，リトアニアのミンダウガス討伐の遠征を提案するが受け入れられ

ず：1249 年】

その後ダニール [I111]は自分の弟〔ヴァシリコ〕と評議して，ポーランド諸公 65）のもとに使

者を遣ってこう言った。「〔今こそ〕キリスト教にとって異教徒を攻める時である。かれら〔異

教徒〕自身がお互いに戦争をしているのだから」。ポーランド人は〔攻めることを〕約束をしたが，

実行しなかった。

【ダニール兄弟は，ヴィキンタスをヤトヴャグ人，ジェマイティア人，リヴォニア騎士団のも

とに派遣して，対ミンダウガス同盟の約束をとりつける：1249 年】

ダニール [I111]とヴァシリコ [I112]の二人は，ヴィキンタス (Выкыньт)をヤトヴャグ人，ジェ

マイティア人 66）(жемойтѣ)〔のところへ〕，ドイツ人 67）(нѣмцы)のところへ，【816】すなわちリ

ガ (Рига)へと派遣した。ヴィキンタスは銀と多くの贈物をもってヤトヴャグ人と半数のジェ

マイティア人を納得させた。ドイツ人はダニール [I111]に対してこう答えた。「われらは，そ

なたのためにヴィキンタスと和を結ぼう。かれ〔ヴィキンタス〕はわれらの兄弟の多くを殺し

64）この記述を文字通りに解釈してダニールがリトアニア公女（ミンダウガスの姪にあたる）と結婚した
と理解する説もあるが（[Домбровский 2015: С. 325]など），のちに息子のシヴァルン [S5]がミンダ
ウガスの娘と結婚しており，これは教会法上の禁止（6親等の間の結婚）に触れることになり不自然で
ある。ロシア語訳の注は，「かれら二人の姉」(сестра...ею)を，従姉妹 (двоюродная сестра)と解釈して，
ダニールの公妃アンナ・ムスチスラヴナ（（[イパーチイ年代記 (10)：269 頁，注 230]参照）を指すと
している。その理由として，アンナの母親はポロヴェツ人コチャン (Котян)の娘であり，コチャンの別
の娘が，「かれら二人」の父親ダウスプルンガス（注 58）に嫁いでいる（つまりかれらの母親）ことに
よるとして，母系の関係から説明している。ただし，コチャンの別の娘の結婚に関する史料的根拠は示
されていない。
　　いずれにせよ，ミンダウガスの甥たちの亡命とダニールのかれらへの庇護には親族（姻族）関係が大
きな役割を果たしていたことは確かだろう。

65）「ポーランド諸公」(лядьскьи князи)について具体的に示されていないが，これまでダニールと同盟
を結んで良好な関係にあり，リトアニア人と対立していたシェモヴィト一世（上注 3参照）を初めとす
るマゾフシェ地方の諸公を指しているだろう。

66）「ジェマイティア」 (жемойтѣ)は，サモギチア（Samogitia）とも呼ばれる地方で，ミンダウガスが支
配するリトアニアの中心アウクシタイティアの西境界に接する地域を指している（[イパーチイ年代記
(10)：276頁，注 285]参照）。

67）「ドイツ人」は，当時リガを拠点としてバルト海域に移住し，植民経営をしていたドイツ騎士団（リヴォ
ニア騎士団）を指している。
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たのだけれど 68）」。ドイツ人の兄弟たちはタウトヴィラス (Тевтивул)を助けることを約束した。

【ダニール兄弟と息子レフは，ミンダウガス支配地のノヴォグルードク方面へ遠征し，諸城市

を占領する：1249 ～ 1250 年】

ダニール [I111]とヴァシリコ [I112]は，ノヴォグルードク 69）(Новогород)へ向けて進軍を始

めた。ダニール [I111]とかれの弟のヴァシリコ [I112]は，息子 70）〔レフ [S2]〕と評議して〔次

のことを〕決めた。すなわち，弟〔ヴァシリコ〕はヴォルコヴィエスク 71）(Волковыескь)を攻め，

息子〔レフ〕はスロニム 72）(Слонимъ)を攻め，〔ダニール〕自身はズディトフ 73）(Здитов)へ行く

ことにした。そして，多くの城市を奪い取って，故郷へと帰還した。

【ヴィキンタスの要請により，ダニールはタウトヴィラス指揮下の部隊を派遣。タウトヴィラ

スはミンダウガス軍を討ち，リガへ凱旋して洗礼を受ける：1250 年】

その後，ヴィキンタスが〔リガからダニールのもとへ〕使者を送ってきて，「ドイツ人はタ

ウトヴィラスを助けるために軍を挙げようとしています」と言った。ダニール [I111]は，タウ

トヴィラスを〔遠征隊として〕派遣した。そして，その援軍としてルーシ人とポロヴェツ人 74）

をかれ〔タウトヴィラス〕に伴わせた。かれらの間には多くの戦いがあった。

そこから，タウトヴィラスは，ダニールのための捕虜を連れてリガへと出発した。リガ人は

68）「われらの兄弟」(наша братья)「ドイツ人の兄弟たち」(немци братья)の「兄弟」とは，リヴォニア
騎士団の騎士修道会士 (Orden der Brüder)を指している。1236年 9月に騎士団領とジェマイティアの
境界地帯ザウレ（シャウレン）（Saule; Schaulen）でヴィキンタス率いるジェマイティア軍が騎士団を
撃ち破ったザウレの戦いは，騎士団側に多くの犠牲者を出した屈辱的な敗北だった。「兄弟の多くを殺
した」とはこのときの敗戦を指すのだろう。

69）文字通りでは「ノヴゴロド」だが，文脈と地理関係からみて，現在のベラルーシ，グロドノ州の都市ナ
ヴァフルーダク (Навагрудак)（翻訳では「ノヴォグルードク」と表記）を指している。

70）この「息子」(сын)は文脈からみてダニールの息子であり，年齢的にみてレフ [S2]を指すと思われる。
71）「ヴォルコヴィエスク」(Волковыескь)は，現在のベラルーシ，グロドノ州の州都ヴァウカヴィスク

(Ваўкавыск)に相当する。スロニムからは西へ 60kmほど離れている。この城市はミンダウガスの息子
ヴァイシュヴィルカス (Войшелк)の支配地とされており，リトアニア公にとっては重要な拠点だった
[Котляр 2005: С. 283]。下注 185も参照。

72）「スロニム」(Слонимъ，イパーチイ写本の表記は Услонимъ)は，現在のベラルーシのスロニム市
(Слонім)に相当している。やはり，ヴァイシュヴィルカスの支配地だった。これについては，下注
184を参照。

73）「ズディトフ」(Здитов)の所在地は，ウクライナ語訳索引によれば，スロニム（前注）から 80kmほ
ど南の，ベラルーシ，ブレスト州，ドラギチン区のスタラムリニ村 (Старамлыны)近郊の遺跡に推定
されている。

74）コトリャールは戦力の補給のために，ダニールがハンガリー（パンノニア）のポロヴェツ人を呼び寄
せた可能性を指摘している [Котляр 2005: С. 284 ]。
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かれを大いなる名誉とともに受け入れ，かれは〔キリスト教徒の〕洗礼を受けた。

【非勢のミンダウガスはリガの騎士団長へ向けて同盟を提案する密使を遣る。騎士団長は同意

の条件として改宗を求める：1250 年】

ミンダウガスは，神の騎士たち 75），司教 76），すべてのリガの戦士たちがかれ〔タウトヴィラス〕

を助けようとしているのを見て，恐ろしくなり，ひそかに，リガの騎士団長アンドレアス 77）に

宛てて密使を派遣して，多くの贈物によって説得をはかった。すなわち，かれを承諾させた。

なぜなら，多くの黄金と銀，金覆いや彩色をほどこされた銀器，多くの馬を贈物として与えた

からである【817】。そして〔ミンダウガスはアンドレアスに〕こう言った。「もしそなたが，

タウトヴィラスを殺すか追放してくれたなら，さらにより多くのものをそなたは受け取ること

ができるだろう」。かれ〔アンドレアス〕は〔答えて〕言った。「そなたは，教皇 78）〔イノケン

チウス四世〕に使者を派遣して，洗礼を受け入れ，敵を打ち破らなければ，救われることはな

いだろう。〔そのようにすれば〕わしはそなたと友好を持つだろう」。

【ミンダウガスは教皇に使節を遣って偽りの洗礼を受けて王として戴冠するが，密かに異教を

信奉する：1253 年夏】

おお，悪より悪しきことよ！〔わたしは〕黄金で自らの眼をくらませたが，今再びかれらか

ら災いを受けようとしている。こうして，ミンダウガスは教皇〔イノケンチウス四世〕へ使節

を送って洗礼を受け入れた 79）。かれの洗礼は偽りのもので，自分の神々を密かに祀っていた。〔そ

の神々とは〕，第一にノナデイ (Нънадѣй)，そしてテリャヴェリ (Телявель)，兎の神ディヴィリ

75）「神の騎士たち」(божии дворянѣ)は，ドイツ騎士団の騎士が自称していた称号 "Ridder Gots", 
"Gottesridder" の翻訳借用語。13世紀のノヴゴロドの年代記にもこの意味でこの表現が用いられている。

76）当時のリガ司教はニコラス・ナウエン (Nicholas of Nauen)（在位 1229～ 1253年）だった。
77）「リガの騎士団長アンドレアス」(Андрѣй мастер рижьский)は，当時のリヴォニア騎士団（ドイツ
騎士団）団長 (Landmaster)のアンドレアス・フォン・シティールランド（Andreas von Stierland）（在位：
1248-1253年）のこと。

78）この「教皇」(папа)は，第 180代ローマ教皇インノケンティウス 4世（Innocentius IV）（在位 1243
～ 1254年）を指している。

79）このように，ミンダウガスは騎士団長アンドレアスに贈物を与えることで，国王として受洗してリト
アニアをキリスト教化する意向を見せた。ミンダウガスにとっては，騎士団との対立や同族間の抗争の
調停をキリスト教勢力に求めたと思われる。大量の贈物の効果もあってか，騎士団長アンドレアスはミ
ンダウガスの提案を教皇に通し，1251年 6月には教皇イノケンティウス四世の戴冠の勅書が出され，2
年後の 1253年 7月に，ミンダウガスはリガにおいて，アンドレアスの主導により，ヘウムノ (Chełmno,
ドイツ語名 Kulm)司教ハインリヒ =ハイデンリヒ（Heinrich-Heidenryk）（在位 1245–1263年）の手
でキリスト教徒の王として戴冠を受けた（[Пашуто 1950: С.247][Пресняков 1939: С. 50-51]参照）。
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クス (Диверикъз)，メイデイン (Мѣидѣин)などだった 80）。かれ〔ミンダウガス〕が野に出ると，

野で兎を追うときも，森や叢林のなかには入ろうとせず，鞭を折ることさえもしなかった。〔こ

うして〕自分の神々を祀り，死者の死体を焼き，自らの異教〔儀礼〕を大っぴらに行っていた。

【リガ司教等はタウトヴィラスを庇護して，騎士団長を追放する：1253 年】

司教 81）(пискупъ)とリガ人の主席 82）(пребощь ви-рьжань)は，タウトヴィラスに〔ミンダウガ

スとアンドレアスの謀議について〕告げた。かれ〔タウトヴィラス〕を憐れんだのである。か

れらは知っていた。タウトヴィラスが追放されないでいれば，〔その間は〕リトアニアの地は

かれらの手中にあり，〔リトアニア人は〕否応なく洗礼を受けるであろうことを。これらすべ

てのリトアニア人が洗礼を受けていないのは〔騎士団長〕アンドレアスがそのようにしたから

だった。そのため，かれ〔アンドレアス〕は兄弟たち〔騎士団〕から自らの〔団長の〕位を剥

奪されて追われた 83）。

【タウトヴィラスはリガからジェマイティアのヴィキンタスのもとに亡命し，同盟軍を組織し

てミンダウガス討伐に向かう：1251 年】

〔他方，〕タウトヴィラス (Тевтевил)は，ジェマイティアへ，自分の母方の叔父ヴィキンタ

ス 84）(Выкынт)のもとへと逃げた。〔そしてタウトヴィラスは〕ヤトヴャグ人，ジェマイティア人，

ダニール [I111]の援軍を受け入れた。その援軍とは，ダニールが以前にかれ〔タウトヴィラス〕

に与えたものだった。かれ〔タウトヴィラス〕はミンダウガスを討つべく進軍した。【818】

80）ここに記されているリトアニアの異教神については不明な点が多いが，「ディヴィリクス」(Диверикъз)
は，下注 253にも言及があり，最高神 (リトアニア語  dievų rikis)を指すという説が有力である。さら
には「神の鞭」(リトアニア語 Dievo rykštė)と解釈して，雷神（ロシア語のペルーン，リトアニア語の
ペルナス）の別名とする説もある。

81）リガ司教ニコラス・ナウエンのこと（上注 76を参照）。
82）「リガ人の主席」 (пребощь ви-рьжань)は，リガ司教に次ぐ役職である「主席」（プロボスト，propst, 

probst; пробст)の地位にある者で，当時はヨハネス (Johann)が就いていた。「リガ人の」（ви-рьжань）
の解釈は固有名詞とする説もあるが，写本の表記の乱れと解釈した。

83）ミンダウガスの国王戴冠をめぐって，リガを管轄する大司教アルベルト・ズエルベル (Albert 
Suerbeer)（在位 1253～ 1273年）はこの事態にまったく関与しておらず，これに関連して「リトアニ
ア司教区」も教皇直属で，リガ大司教区からは独立するとされた。大主教はこれに反発して，リトアニ
ア司教候補のクリスチアヌスを自らの手で叙聖するなど対抗し，教皇陣営との間での対立が表面化する。
その過程で，騎士団長アンドレアスも，1253年夏のミンダウガス戴冠ののちまもなく団長の職を解か
れて追放されることになった（[Пресняков 1939: С. 50-51]参照）。

84）タウトヴィラスとヴィキンタスの関係については上注 61を参照。
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【ミンダウガスはヴォルタを拠点に，タウトヴィラスの同盟軍を撃破する：1251 年】

ミンダウガスは〔軍を〕集めていた。かれは，かれら〔タウトヴィラスと同盟軍〕の遠征隊

と〔野戦で〕戦う意図はなく，ヴォルタ 85）(Ворута)という名の城市に入った。そして，夜に〔ミ

ンダウガスは自分の〕義理の兄弟 86）を〔先遣隊として城内から〕派遣した。〔しかし〕ルーシ人

とヤトヴャグ人が〔この先遣隊を〕を追い散らした。

翌朝，ドイツ人 87）は石弓を手に〔ヴォルタの城市を〕出陣した。〔ドイツ人たちは〕，弓矢を

手にしたルーシ人とポロヴェツ人，投げ槍を手にしたヤトヴャグ人に襲いかかり，あたかも模

擬試合のごとく原野に〔かれらを〕追い回した。そこから〔ミンダウガスは〕転進してジェマ

イティアへと進軍した。

【ミンダウガスは西進してジェマイティアの城市トヴィレメトを攻める。城下で戦闘のすえ帰

還する：1251 年】

そして，ミンダウガスは大勢力を集めてヴィキンタス〔がいる〕トヴィレメト 88）(Твиреметь)

という名の城市へと到来した。タウトヴィラスは城市から出撃した。ルーシ人，ダニール [I111]

配下のポロヴェツ人もかれら〔ヴィキンタスとタウトヴィラス〕とともにおり，ジェマイティ

ア人もかれらとともに多数の歩兵として〔行動していた〕。かれ〔ミンダウガス〕を追いかけて，

ひとりのポロヴェツ人がミンダウガスの馬の脚のところに矢を当てた。

ミンダウガスは自分の地に帰還した。多くの戦士たちが互いに戦った。ヴィスマンタ

85）「ヴォルタ」 (Ворута; Voruta)は，ここにミンダウガスの拠点地として言及されているが，その後のミ
ンダウガスのリトアニア支配の中心地，首都と見なすのが定説になっている。その場所については諸説
があり，確かな説はない。有力な比定地としては，現在のリトアニアのアニクシチ県のシェイミニシケ
ライ (Šeimyniškėliai)の遺跡などが提唱されている。なお，ミンダウガスのノヴォグルードク拠点説を
とるベラルーシの研究者M・エルモロヴィチは，ノヴォグルードクから南へ 32kmほど離れた，ベラルー
シのバラナヴィチ区ゴロディシチェ (Гарадзішча)に同定している [Ермаловіч 2001: С. 317]。

86）このミンダウガスにとっての「義理の兄弟」(шурин) について，ロシア語訳の注は，当時ナリシャナ
の地 (Нальшанская земля)の侯だったダウマンタス (Домонт, Довмонт)ではないかと推定している
（ダウマンタスの妻はミンダウガスの妻と姉妹の関係であったとしている）。このダウマンタスは，後に
リトアニアからプスコフに逃亡し，1266年にプスコフの勤務公となり，プスコフの防衛に活躍した人
物で，のちに正教会によって列聖されている。

87）この「ドイツ人」(нѣмцѣ)は文脈からみて，ミンダウガスと同盟していた騎士団の騎士・兵士たちを
指している。

88）「トヴィレメト」 (Твиреметь)は，現在のリトアニアのリタヴァス県 (Rietavas)トヴェライ村 (Tverai)
に相当する。ミンダウガスがヴォルタ（シェイミニシケライ (Šeimyniškėliai)に比定した場合）から出
陣したとすると，西に約 200kmもの進軍をしたことになる。
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ス 89）(Висимот)という人物が，この城下で殺された。

6761〔1253〕年　

【ダニール兄弟等は，ピンスク公を巻き込んでノヴォグルードクの地への掠奪遠征を行い成功

を収める：1251/1252 年冬】

タウトヴィラス (Тевтивилъ)はレブヴァ 90）(Ребва)を〔使者としてダニールのもとに〕派遣し

て，「ノヴォグルードク (Новъгород)へ進軍せよ」と言った 91）。

ダニール [I111]は，弟のヴァシリコ [I112]，息子のレフ [S2]，ポロヴェツ人たち，すなわち

自分の姻戚のテガク 92）(Тѣгакъ)とともに，ピンスク 93）(Пиньск)にやって来た。ピンスクの諸公

は奸計を弄していたが 94），〔ダニールは〕かれら〔ピンスク諸公〕を否応なく自分たちとともに

戦争へと駆り立てた。

89）「ヴィスマンタス」(Висмот)はヴィキンタス＝タウトヴィラス陣営の軍司令官。かれの名は，
6723(1215)年の記事に Вишимут の表記で，講和のために遣された侯のひとりとして言及されている
（[イパーチイ年代記 (10)：276頁 ]参照）。それによると，かれはジェマイティアの侯でブレヴィチ族
(Булевичи)の出身者とされている。またそこでは，「ミンダウガスがかれを殺して，かれの妻を略取した」
と，ここで書かれているかれの死についても言及されている。

90）「レブヴァ」(Ребва)は使者の名だが詳細は不明。タウトヴィラスの同族の可能性が高い。
91）タウトヴィラスは，伯叔父のヴィキンタスのもと身を寄せて，トヴィレメト (現在のトヴェライ村

(Tverai)上注 88)におり，そこからダニールに使者を遣って，ミンダウガスが支配する黒ルーシ地方の
拠点ノヴォグルードクの地を掠奪して弱体化することを進言したのだろう。

92）「テガク」(Тѣгакъ)はダニール配下のポロヴェツ人の首長の名。かれはダニールにとって「自分の姻戚」
(сват свои)となっており，側近的な存在だったのだろう。この「姻戚」(сват)の解釈については，ダニー
ルの息子ムスチスラフ [S4]がテガクの娘と結婚していたというのが通説になっていたが（[Baumgarten 
1927: tabl. XI n. 12]，ウクライナ語訳注など），ドムブロフスキイは，ムスチスラフではなく，ロマン
[S3]が 1248年から 1251年にかけてテガクの娘と結婚していたと主張している。その場合，この結婚は，
1252年のロマンとオーストリア大公姉妹ゲルトゥルードとの結婚（下注 113参照）の前に破綻してい
た（妻の死亡？）ことになる [Домбровский 2015: С.376, 378]。

93）ピンスクは，ダニール等ヴォルィニの諸公が，ノヴォグルードクへ遠征するための集合と中継の地点
であっただけでなく，ダニール等には，ピンスクの地の諸公（次注）を遠征に動員する意図があった。

94）この「ピンスク諸公」(князи же пиньсцѣи)はミハイル・ロスチスラヴィチ [B321322]とその同族諸
公を指している。かれらが「奸計を弄していた」(имѣяху лесть)とは，ヴォルィニ公領の北辺の支配
において，かれらはダニール兄弟に対して臣従関係にありながら，密かに近隣のリトアニア諸侯と通じ
ていたことを指している。これについては，6755(1247)年の記事を参照（[イパーチイ年代記 (11)：注
403, 404]）。
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〔ノヴォグルードクの〕リトアニア人は先遣部隊をズィヤト 95）(озеро Зьято)へと派遣した。〔し

かし先遣隊は〕【819】沼沢地を通ってシチャリヤ川 96）(Щарья)のところまで〔ダニール軍によっ

て〕追われた。〔ダニール軍の〕すべての軍兵が集合したとき，評議が行われ，「われわれのこ

とについてはすでに知られている 97）」という発言がなされた。かれら〔軍兵たち〕は言い争って，

戦いに出て行こうとはしなかった。するとダニール [I111]はその智恵によって次のような言葉

を発した。「もし〔ノヴォグルードクの地に〕到達せずして戻るようなことがあれば，われら

はリトアニアからも，すべての地からも屈辱を受けることになろう。明日，評議を行おうでは

ないか」。

その夜に〔ダニールは〕すべての軍兵に宛てて使者を遣って，言った。「お前たちは進軍す

るがよい。すべての〔進軍を〕望まない者も戦いに向かうことが賢明なのだ」。他のすべての〔望

まない者たち〕自身も，進軍を始めた軍兵を見て，否応なく進軍を開始した。

翌日，かれら〔ダニール軍〕はすべてのノヴォグルードクの地 (земля Новгородьская)〔の住

民〕を捕獲した。そこから，かれらは故郷へと帰還した。

ヤトヴャグ人はダニール [I111]への援軍のために出発したが，〔集合の場所に〕到達するこ

とができなかった。なぜなら，大雪が降ったからだった。〔ヤトヴャグ人は〕そこから，神の

助けによって，多くの捕虜を獲って帰還した 98）。

【ダニール軍は，ミンダウガスが支配していた黒ルーシ地方を占領する：1252 ～ 1253 年】

その後，〔ダニールは〕，弟〔ヴァシリコ〕と息子のロマン [S3]とともに自分の家来たちを

95）「ズィヤト湖」(озеро Зьято)は，ウクライナ語索引によれば，現在のベラルーシ，ブレスト州イヴァ
ツェヴィチェスク区 (Ивацевичесий) の ヴィゴノシチャン湖 (Выгонощанское)（別名ヴィゴノフコエ
湖 (Выгоновское озеро)，ベラルーシ語では Выганаўскае, Выганашчанскае)に相当する。ピンスク
からだと北へ 60kmほど離れている。

96）「シチャリヤ川」(Щарья)は，ネマン川左岸から発して南へ流れる現在のベラルーシのシチャラ川
(Щара; Шчара)に相当する。ズィヤト湖（ヴィゴノシチャン湖）（前注）の北側数 kmのところをかす
めるように流れており，沼沢地によって隔てられている。ズィヤト湖まで達したノヴォグルードクのリ
トアニア人先遣隊は，ダニール軍によってシチャラ川まで追われたということ。

97）この発言は，シチャラ川を越えて，さらに北のノヴォグルードク方面へ掠奪遠征に向かうのは，自分
たちの動静が知られているので危険があるということ。そこには，ピンスク公のリトアニア側への内通
(льсти)があったことが含意されているだろう。

98）本年代記に頻繁にあらわれる直前の語句の繰り返し。編集上の不注意によるものなのか，意図的な「手
法」なのかの判断は難しい。文脈から判断すると，ここはヤトヴャグ人のことを言っているだろう。
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派兵して，かれら二人〔ダニールとヴァシリコ〕はグロドノ 99）(Городенъ)を占領した。二人は

自らベリスク (Бѣльскъ)から帰還した 100）。

その後，二人〔ダニールとヴァシリコ〕は多くの自分の歩兵と騎兵をかれらの諸城市 101）へ

と派遣し，かれら〔ダニールとヴァシリコ〕のすべての父祖の地とかれらの支配地 102）を捕獲

した。

【ミンダウガスは息子を派遣してトゥールスクへ掠奪遠征を行う：1252 年】

ミンダウガスは自分の息子を派兵して，【820】トゥールスク (Турьск)の周辺を掠奪した 103）。

【ミンダウガスはダニールに講和と婚姻同盟を提案する：1253 年】

その年，ミンダウガスはダニールに〔使者を〕派遣して和を請い，親愛すなわち姻戚となる

99）「グロドノ」 (Городенъ)は，現在のベラルーシの州都グロドノ (Гродно），ベラルーシ語でフロドナ
（Гродна）を指している。この城市についての『イパーチイ年代記』におけるこれまでの記述は『キエ
フ年代記』6691(1183)のグロドノ (Городенъ)の火災についての記事 [イパーチイ年代記 (8)：200頁，
注 119]が最後であり，それ以降言及はない。この当時は，ムスチスラフ・フセヴォロドヴィチ [F113]
がグロドノ支配公だったが，その後この城市の支配はリトアニア人の手に移ったと考えられる。

100）「ベリスク」(Бѣльскъ)はこの時同盟していたヤトヴャグ人の拠点地があった城市。現在のポーラン
ドの都市ビエルスク・ポドラスキ（Bielsk Podlaski）に相当する。グロドノからは，西南西の方向へ
109kmほど離れている。なお，ここから東北東へ 82kmほどでベレスチエ（ブレスト）へ達すること
ができる。ダニール等がここを経由してベレスチエへ帰還したのは，かれらがベリスクまで北方へ拠点
を広げていたということか。
　　なおコトリャールはこの「ベリスク」をグロドノから近い場所であるはず [Котляр 2005: С. 286]と
しているが，どこにあったか示していない。帰還先がベレスチエであったと想定すれば，ビエルスク・
ポドラスキはグロドノとのほぼ中間地点に位置しており，合理的な比定地である。

101）「かれらの諸城市」(их град)の「かれら」は文脈から判断してダニールとヴァシリコを指しているだ
ろう。その「諸城市」はかれらの「父祖の地」「支配地」（次注）に含まれる，グロドノ，ノヴォグルードク，
トゥールスク，ヴォルコヴィエスク，スローニムなどの城市を指しているだろう。

102）ダニールとヴァシリコにとっての，「父祖の地」(отчина)および「支配地」(страна)とは，ここでは，
歴史的にいわゆる黒ルーシ (Черная Русь)と呼ばれる地方，旧グロドノ公領（上注 99を参照）のあっ
た一帯を指している。

103）「ミンダウガスの息子」とはヴァイシュヴィルカス (Войшелк)のこと。かれは，おそらく「ヴォル
コヴィエスク」(Волковыескь)を拠点としており（上注 71を参照），ここから東進して，ダニール陣
営に占領されていたトゥーリスク付近を掠奪したのだろう。ミンダウガスはすぐに和平をダニールに申
し入れていることからみて（次注参照），この掠奪遠征は所定の効果を得られなかったのだろう。パシュー
トは，この時点で，ダニールの勢力は黒ルーシ地方を支配していたとさえ考えている [Пашуто 1950: С. 
246]。
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ことを望んだ 104）。

【同盟していたジェマイティア人とヤトヴャグ人がミンダウガスの贈物による融和策によって

離反し，タウトヴィラスはダニールのもとに亡命する：1253 年】

その時，タウトヴィラス (Тевтилъ)は，ジェマイティア人とヤトヴャグ人のもとから逃れて，

ダニールのもとに駆けつけた 105）。〔タウトヴィラスはダニールに〕言った。「ミンダウガスはか

れら〔ジェマイティア人とヤトヴャグ人〕を多くの銀をもって説得してしまった 106）」。ダニー

ル [I111]は，かれら〔ジェマイティア人とヤトヴャグ人〕に対して怒りを抱いた。

6762〔1254〕年　

【年代記記者の記録の方法について】

その年々が過ぎ去った。

年代誌の記者はすべてを，すべてあったことを書く必要がある。時には先に書くこともあれ

ば，時には後から戻って〔書く〕こともある。賢明な者は，読めば理解するだろう。年代の数

をわれらはここには書き込まなかった。われらは，後から，アンチオキア計算法，ギリシア式

のオリンピックの計算 107），ローマの閏年方式などに則って，〔年代を〕書き入れることにしよう。

104）この「姻戚となること」(о сватьствѣ)とは，ダニールの息子シヴァルン [S5]とミンダウガスの娘と
の結婚（この段階では婚約）を指している [Домбровский 2015: С. 394]。記事では「望んだ」(хотя)（つ
まり提案した）とあるが，その後，1254/1255年に，結婚と和議が成立して（下注 182），ダニール兄
弟とミンダウガスの間のこれまでの紛争はひとまずの終息を得た。

105）それまで伯叔父のヴィキンタスのもと（ジェマイティア地方のトヴェライ，上注 88参照）に身を寄
せていたタウトヴィラスは，おそらくヴィキンタスがこの頃に没したこともあって（1251年以降史料
にはヴィキンタスについての言及がない）庇護者を失い，さらに同盟していたジェマイティア人，ヤト
ヴャグ人（その諸侯）がミンダウガス側についたために，権力基盤を完全に失って，同盟者ダニールの
もとに庇護を求めて亡命したのである。

106）ミンダウガスはこの時期 (1252～ 1253年 )に，リトアニアの内部の支配を固めるために，周辺諸国
に対して，領土の譲歩，贈与，キリスト教の受容など積極的な融和政策を展開していた（上注 79参照）。
ジェマイティア人とヤトヴャグ人（諸侯）に対する贈物もその政策の一環である。

107）「ギリシア式のオリンピックの計算」(алумъпиядамъ грьцкыми же численицами)とは，エウセビ
オスの『年代記』(Χρονικοὶ)（次注）の中で取り入れられている，古代オリンピックの年代と勝者を記
した年表のような記録の方法のことを言っている。
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それは，パンフィロスのエウセビオス 108）(Евьстѣвий Памьфилъ)や他の年代誌の記者が，アダ

ムからキリストまでの〔年代を〕書き込んだときのように。われらは，すべての年代を書き入

れることにしよう，後から計算をしながら 109）。

【オーストラリア大公フリードリヒ二世の死とそれに続く権力闘争：1246 年 4 月 15 日】

フリードリヒ (Фридрих)と呼ばれた大公 (герьцюк)が殺されてから 110）（かれは戦って，ハン

ガリー王に勝ったのだが，戦闘で自分の貴族たちの手で殺された），殺された者の名誉や大公

領，〔すなわち〕ラグザ (Ракушьска)の地とシチリア (Штирьска)の地 111）をめぐって，力ある人

間たちの間で騒動が起こった。ハンガリー王 (король же угорьск рикс)〔ベーラ四世〕とチェコ

王 112）(король чѣшьск)がこれ〔二つの地〕のために戦ったのである。

【ダニールの息子ロマンはオーストリア大公の姉妹ゲルトゥルードと政略結婚する：1252 年 6 月】

ハンガリー王は立ち上がると【821】支援を求めた。ドイツの地を手に入れようと望んでい

た。かれ〔ハンガリー王〕はダニール [I111]に使者を遣って，こう言った。「〔そなたの〕息子

ロマン [S3]をわしのもとに派遣せよ。わしはかれに大公 (герцик)の姉妹を嫁がせ，ドイツの

地を与えよう 113）」。そして，〔ハンガリー王は〕ロマン [S3]とともにドイツ人のところに行き，

108）「パンフィロスのエウセビオス」(Евьстѣвий Памьфилъов; Ευσέβιος, Eusebios)（263年頃～ 339
年）は，カエサリアの主教で「パンフィロスの息子」を通称とした。代表作は年代記風の『教会史』
(Ἐκκλησιαστικὴ ἱστορία)だが，『全歴史』（Παντοδαπὴ ἱστορία: （Χρονογραφίαと Χρονικοὶ Κανόνες
からなる）と称される著作があり，ビザンティンの年代誌的著作の中では方法的に手本とすべき歴史書
と見なされて，ルーシにもスラブ語訳を通じてその伝統が紹介されてきた。

109）この部分に，年代記記者（編者）自身による編集の方法についての考察が挿入されている。こ
こにあるように，『ガーリチ・ヴォルィニ年代記』の編者は，最初の編集段階では，自分の年代誌
(хронограф, гронограф)に年代を書き込むつもりはなかったのだろう。ここからも，イパーチイ写本
にある年代は，後代の再編集によって生じたことがわかる（[イパーチイ年代記 (10)：227頁 ]を参照）。

110）オーストリア大公フリードリヒ二世闘争公が戦死した（「殺された」）ことについては，上注 47を参照。
この部分の記事は上注 47の部分の記述の継続のような書き方がされている。

111）大公領だった「ラグザの地」 (Ракушьска земля)「シチリアの地」(Штирьска земля)については上
注 45, 46を参照。ここでも，前の部分の記述がほぼ繰り返されている。

112）「チェコ王」とはプシェミスル家のモラヴィア辺境伯のオタカル（二世）のこと。この抗争を経てか
れはボヘミア王になる（上注 42を参照）。

113）1252年 6月にウイーン近郊のハインブルグ (Hainburg an der Donau)で，ロマン [S3]と，バーベン
ベルグ家の継承権利を持つ，亡きオーストリア大公ハインリヒ二世の姉妹ゲルトルードとの結婚が成立
した。もう一人の姉妹マルガリータは，モラヴィア辺境伯オタカル（二世）と結婚しており，オースト
リア大公領継承をめぐる争いにおける，明らかな政略結婚だった。しかし，紛争のなかでオタカル二世
が優位に立ったため，ハンガリー王ベーラ四世はバーベンベルグ家との関係を支えきれず，結局，この
結婚は破綻せざるを得なくなり，ロマン [S3]は 1253年に，妻を棄ててルーシへ帰国することになる
[Домбровский 2015: С. 376-377]（下注 191も参照）。
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大公の姉妹をロマン [S3]に嫁がせた。そして，誓約を行った。このことについては多くのこ

とがあるので，われらはすべてを書かない 114）。

【ダニールはハンガリー王ベーラ四世の要請をうけてモラヴィア地方オパヴァへのチェコ人討

伐遠征に出発する：1252/53 年】

その後，〔ハンガリー王は〕ダニール [I111]に使者を遣って，こう言った。「〔そなたは〕わ

しにとって同族 115）であり姻戚 116）である。チェコ人討伐の際にはわしを助けよ」。〔こうして

ハンガリー王は〕かれ〔ダニール〕を説得した。〔ダニールは〕自らの行路をとって 117）オパ

ヴァ 118）(Опава)へと討伐に向かった。〔ハンガリー王〕自身はモラヴィアの地を捕獲して行った。

〔ハンガリー王は〕多くの城市を破壊し，すべてを焼き，この地で大いなる殺戮を行った 119）。

【ダニールはオパヴァ遠征の途上，クラクフでボレスワフ五世と会見する：1253 年 6 月】

ダニールはボレスワフ (Болеславъ)と会見した 120）。どのようにしてオパヴァの地を通過し

たらよいか思慮していたのである。ボレスワフは〔行軍を〕望んでいなかったが，かれの妻

が進言によってダニール [I111]を助けた。なぜなら，かの女はハンガリー王の娘で，キンガ

114）この年代記記者の言葉は，後の記事でハンガリー王ベーラ四世の誓約 (обѣт)の顛末について書かれ
ること（下注 216参照）のいわば断りの文言になっている。

115）「同族」と訳した ужика はギリシア語の συγγενής の訳語としてスラブ語文献に入った言葉で，広く
一族の者という意味を持っている [Колесов 1986: С. 49-50]。ここではベーラ四世とダニールとの姻戚
関係（次注）を強調するための同義語反復表現として使われているのだろう。

116）ハンガリー王ベーラ四世にとってダニールが「姻戚である」( ми и сватъ еси)とは，ダニールの息
子レフ [S2]がハンガリー王ベーラ四世の娘と結婚していたことを指している。ダニールは 1240年に，
息子（おそらくはレフ [S2]）とベーラ四世の娘の結婚を提案しているが，これは失敗に終わった [イパー
チイ年代記 (11)：注 272,273]。しかし，国際情勢の変化によって，ダニールがバトゥ参内から帰国した
1246年に，ベーラ王から政略結婚を受ける意志が示され，翌年にズヴォーレンでの講和によって，レ
フとベーラ四世の娘王女コンスタンツァの婚約が決まった [イパーチイ年代記 (11)：注 485]。この結婚
は 1247年には成立していたと考えられる [Домбровский 2015: С. 371-372]。

117）「自らの行路をとって」(поиде...путемь своимь)行軍したのは「ハンガリー王」であるという読みも
あるが（[Котляр 2005: С. 289][Мартынюк 2016: С. 122]），文脈や内容（オパヴァへ向かった）から見て，
これはダニールのことを指していると読むべきだろう。

118）「オパヴァ」（Опава, Opava）は，現在のチェコ北東部モラヴィア地方スレスコ州の都市。北方にポー
ランドと接する場所にあり，当時はモラヴィア辺境伯オタカル二世の重要な軍事拠点の一つだった。

119）ハンガリー王の軍はポロヴェツ部隊とともに首都ペシトからポジョニ（現ブラチスラヴァ）を経てモ
ラヴァ川を遡行する方向で，モラヴィアの拠点都市オモロウツ方面へ進軍し破壊活動を行ったと考えら
れる [Мартынюк 2016: С. 122-123]

120）「ボレスワフ」(Болеслав)は，クラクフのポーランド公ボレスワフ五世純潔公 (Bolesław V 
Wstydliwy)（在位：1243年～ 1279年）のこと（[イパーチイ年代記 (11)：注 416]参照）。以下の記述
に見るように，この会見は遠征途上に立ち寄ったクラクフで行われた。
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(Кинька)という名だったからである 121）。

ダニール公 [I111]が〔進軍を〕望んだのは，〔ハンガリー〕王のためでもあり，栄光を望ん

だからでもあった。ルーシの地において，チェコの地を掠奪したのはそれ以前には誰もいなかっ

たのだから。勇猛公スヴャトスラフ [03]も，ウラジーミル聖公 [06]も〔そうしたことは〕なかっ

た 122）。神がかれ〔ダニール〕の望みを適えさせたのである。

〔ダニールは〕急ぎ，戦争へと急行した。自分の息子レフ [S2]を伴い，弟のヴァシリコ [I112]

からは千人長ユーリイ 123）(Юрьи)の援軍を得て，ボレスワフと会見するとクラクフを出発した。

【ダニールとレフの遠征軍はクラクフからモラヴィアへ向かうがオポーレ公の妨害に遭う：

1253 年 6 月】

かれら〔ダニール軍〕はオドラ川 124）(рѣка Одра)のコズリイ 125）(Козлии)の城市に到着した。

かれ〔ダニール〕のところに，【822】ミェシュコ・ラスコノギ（の息子の）カジミェシュの息

121）ハンガリー王ベーラ四世の娘のキンガ（クニクンデ）は，1238 年にボレスワフ五世に嫁いでいた。[イ
パーチイ年代記 (11)：注 416]を参照。かの女はコンスタンツァ（上注 116）の実の姉であり，ダニー
ルにとっても姻戚，遠征に同行した息子のレフ [S2]にとっては義理の姉に当たっていた。

122）「勇猛公スヴャトスラフ」(Святослав Хоробры)と「ウラジーミル聖公」(Володимеръ Святы)は，『原
初年代記』に言及されている初期のルーシ諸公。「スヴャトスラフ・イーゴレヴィチ」[03]は『原初年代記』
6472(964)年の項で「沢山の勇敢な軍兵を集め，自身も勇敢だった」(нача воя съвокупляти многы и 
храбры. Бѣ бо и самъ хоробръ)と「勇猛」(храбр, хоробръ)であったことが強調されており，この部
分があだ名の出典だろう。「ウラジーミル・スヴャトスラヴィチ」[06]はスヴャトスラフの息子でルー
シ国家をキリスト教化した名君とされている。ダニールの事蹟を，ウラジーミル公 [06]の対外遠征と
対比して称賛する手法は，6737(1229)年のダニールのポーランド遠征の記事にもある [イパーチイ年代
記 (10)：315頁，注 485]。また，初期ルーシ公をあだ名とともに言及するのは，6738(1230)年記事の
「呪われたスヴャトポルク」(оканьны Святополкъ)[07]の個所でも見ることができる [イパーチイ年代
記 (11)：注 8]。ここには，記録する事蹟の評価のために，初期ルーシ諸公の事蹟を参照するという，本
年代記記者（編者）独自の歴史観を見て取ることができる。  

123）「千人長ユーリイ」(тысяцкий Юрьи)は，6734(1226年 )の記事で，ペレムィシェリの代官を務め
ていたムスチスラフ [J51]配下の人物 (Юрьи тысящ)として登場したユーリイ・ドマメリチ (Юрьгий 
Домамѣрич)とされているが [イパーチイ年代記 (10)：299頁，注 397]，すでに 25年以上を経ており，
ヴァシリコ [I112]の配下であることから，別の人物と考えるべきだろう。

124）「オドラ川」(рѣка Одра)は，現在のチェコ，ポーランドからドイツへと流れるオーデル川（ポーラ
ンド語，チェコ語は Odra）を指している。

125）「コズリイ」(Козлии)は，現在のポーランド，上シレジアの都市ケルジェジン＝コジレ (Kędzierzyn-
Koźle)を指しており，オーデル川河岸に位置し，当時の公国の中心オポーレ (Opole)からは南東に約
50km離れていたが，オポーレ＝ラチブシュ公領の南境界の拠点地だった。
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子であるヴワディスワフ 126）(Володислав)が〔援軍に〕やって来た。かれらはプシナ川 127）(рѣка 

Псна)に到達した。そして，ダニール [I111]とレフ [S2]は，どこへ討伐〔の部隊〕を差し向け

るべきかについてヴワディスワフと評議した。かれ〔ヴワディスワフ〕は真実を話さず，偽り

の案内人を〔ダニール等に〕与えた。

ダニール [I111]は，レフ (S2)，タウトヴィラス，ゲドヴィダス 128），宮廷官〔アンドレイ〕，全

ての軍兵を派兵した。そして自分自身は，古参の貴族たち，千人長ユーリイとともに小勢でそ

の場に残った。

レフ (S2)は進軍して掠奪を行った。かれは，案内人たちが偽りをなしていることを見て，

かれらの言うことは聞かず，森林の丘に向かって進み，多くの捕虜を捕獲した。

【ダニール軍斥候部隊のオパヴァ城下での攻防戦。ダニールは非勢となったポーランド人を叱

咤する：1253 年 6 月】

ダニールはボレスワフ〔五世〕とともにオパヴァへと進軍し，斥候隊として自分のポーラン

ド人を派遣した。

アンドレアス 129）は，オパヴァ〔の城市〕からチェコ人を率いて出撃してきた。かれら〔ダニー

ル軍〕はこれを迎撃し，戦いの末に，アンドレアスが勝利した。ポーランド人の数が少なかっ

たからである。〔ポーランド人の〕ある者は討たれ，ある者は捕獲された。大いなる恐怖がポー

ランド人たちを襲った。

ダニール [I111]は〔オパヴァの城下に〕到来して，かれら〔ポーランド人〕にこう言った。「な

ぜお前たちは震え上がっているのだ。戦争には斃れて死ぬことがまぬかれないことを知らぬわ

126）「ヴワディスワフ」(Володислав)は，ヴワディスワフ・オポルスキ（Władysław opolski)を指しており，
当時かれはシレジア地方のオポーレ＝ラチブシュ公（在位：1246年～ 1282年）だった。かれはオポー
レ (Opole)（前注）から援軍のために駆けつけたのである。
　　原文では「ミェシュコ・ラスコノギ（の息子の）カジミェシュの息子」（сын Казимирь Лѣсконогого 

Межькы）と父と祖父について説明が付いているが，これはこの小公国の君主を同名の君主たちと区別
するため，また祖父のミェシュコ一世（Mieszko I）が建てたオポーレ＝ラチブシュ公の後継者である
ことを示すためと思われる。なお，「ラスコノギ」（лѣсконогий）はポーランド語の laskonogi に由来し，
「長くて細い足」を意味する君主に対するあだ名だろう。ちなみに，このミェシュコ公は後代に「跛足公」
(Plątonogi)と呼ばれており足があだ名にかかわっていることがわかる。

127）「プシナ川」(рѣка Псна)は，オーデル川左岸支流でポーランド語で Psina または Cyna と表記され
ている（ドイツ語 Zinna，チェコ語 Cina 又は Pština）。歴史的にはポーランドとモラヴィア地方の間の
境界と見なされていた。

128）ダニールのもとに亡命していたリトアニア侯タウトヴィラスとゲドヴィダスは，この遠征ではダニー
ル軍の部隊として配下の軍兵とともに組み込まれたのである。

129）この「アンドレアス」(Андрѣй)は，オパヴァの防衛にあたっていたチェコ側の軍司令官の名前。ベ
ネショフ (Benešov)の出身者とされている（後注 132参照）。
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けではあるまい。お前たちが襲撃している相手が，戦士の男たちであって，女ではないことを

知らぬわけではあるまい。男が戦場で死ぬことに，なんの驚くべきことがあろうか。家で栄光

とは無縁で死ぬ者もいるのに対して，ここに居る者は栄光とともに死ぬのではないか。そなた

たちの心を固めよ，自らの武器を〔敵の〕戦士たちの上に振り上げよ」。〔ダニールは〕かれら

〔ポーランド人〕をこの言葉によって〔心を〕固めさせ，他にも多くのことをかれらに話した。

【823】そうして，〔ダニール軍は〕オパヴァへと〔攻撃に〕向かった。

【ダニールは本隊の部隊がいないことを嘆く】

〔ダニールは〕，周辺の村落の〔住民たちが〕，城市〔オパヴァ〕へと逃げ込んで行くのを見た。

その数は非常に多数だった。かれ〔ダニール〕には，〔城市攻撃のために〕派遣する者が誰も

いなかった。〔ダニールは〕〔オポーレ公の〕ヴワディスワフ 130）に向かって言った。「そなたは

わしに嘘をついた。それで自分を滅ぼした。もし，レフ [S2]とわしの家来が全員ここにいた

のなら，われらはこの地に大いなる打撃を与えることができ，この城市〔オパヴァ〕は占領で

きたものを」。

〔ダニールは〕自分の息子のレフ [S2]と軍兵を〔他へ〕派遣してしまったことを残念がった。

かれは，ポーランド人を城市〔オパヴァ〕へ向かって攻撃させようとしたが，かれら〔ポーラ

ンド人〕はそれを望まなかった。〔ダニールは〕それを見て，悲しんでいた。自分の息子〔レフ〕

と軍兵たち〔がどこに居るか〕知らなかったのである。ポーランド人は城市を攻撃することを

望まず，城市から離れて布陣することを望んでいた。

〔ダニール軍の〕すべての戦闘に参加した軍兵は，城市を攻撃するために集合した。　ダニー

ル [I111]は言った。「そなたたちは立ち去りたいと望む者もいるだろうが，わし自身は小勢の

従士たちとともに残って，わしの軍兵たち〔の到着〕を待つことを〔そなたたちに〕望む」。

ボレスワフとポーランド人はこれを聴くと，オパヴァ川の，城市から下流のところに陣を構え

た。かれ〔ダニール〕からは，離れようとはしなかった。

【レフが率いるダニール軍本隊がオパヴァ城下に到着する】

その日の晩にレフ [S2]が軍兵を率いて到来した。多くの捕虜を連れていた。その日の晩，〔ダ

ニール軍の主だった者たちは〕評議をした。そして，翌朝，〔オパヴァ川を〕渡河して 131）城市

を包囲し，すべての城外の〔施設すなわち〕家屋，菜園，穀物置き場を焼き払うことを決めた。

130）上注 126を参照。
131）北のコズリイ（コズレ）から南下した遠征軍が，オパヴァ川右岸（南岸）に位置するオパヴァを攻め
るためにはオパヴァ川を渡河しなければならなかった
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【ダニールは眼病に罹り，オパヴァの城市攻略は失敗する】

朝になって，〔かれらダニール軍は〕これを実行した。【824】ボレスワフ〔五世〕は川〔を

越えて〕対岸に行こうとせず，丘の上に布陣して部隊編成をした。ヴワディスワフは進軍した。

かれは最初の〔オパヴァ城の〕城門に到達すると，これ〔周囲の施設〕を焼いた。そして，二

番目の城門にやって来た。チェコ人が〔城内から〕出撃してきた。かれら〔チェコ人〕の幾人

かは撃ち殺し，他は追い払った。ベネシ 132）(Бенешь)は軍旗とともに城門の前に陣取っていた。

二番目の城門のあたりで城市の周辺を焼いた。三番目の城門に到達すると，ダニール [I111]は

下馬して，城市の周辺を焼くように命じた。家来たちは，突然，城市に向かって突撃を開始し

た。ドイツ人はルーシ人の突撃が激しいのを見て，〔城内から〕逃走を始め，かれらの幾人か

は城門で撃ち殺された。逃走した者たちは城門を閉めて行かなかった。

ダニール [I111]の両眼が不意に病気になった。かれは城門で起こっていることが見えなかっ

た。〔ダニールは〕自分の家来たちが走っているのを見て，自分の剣を抜刀すると，かれら〔家

来たち〕を追いかけた。そのことゆえに，城市を落とすことができなかった。

後になって，〔ダニールは事態を〕見て，城市を落とせなかったことを嘆いた。〔眼の〕病気

を患い，苦しみながら〔ダニールは〕自分の息子〔レフ [S2]〕に言った。「城市の周辺のすべて〔の

施設〕を焼き払え。わしは自分のコルィマグ，すなわち陣営 133）へ行く」。戦争のあいだずっと

両眼を患っていたからだった。多くの者が〔ダニールを〕戻らせようとしたが，かれはそのよ

うには〔戻ることを〕しなかった。

【ダニール軍はオパヴァより北のナシリエを占領する】

翌日，〔ダニール軍の主だった者たちは〕会合すると，オパヴァ川の川上に向かって進軍した。

一帯の〔住民を〕捕獲し，焼き，ナシリエ 134）(Насилье)と呼ばれる城市の近くに布陣した。【825】

ルーシ人やポーランド人がこの城内に捕らえられていると，〔ダニールは〕聞いていた。翌日，〔ダ

ニールは〕部隊編成すると，〔ナシリエの城市〕へ向かって進軍を始めた。〔城市の住民は〕大

軍の部隊が進撃してくるのを見て，耐えきれずに，降伏した。〔ダニールは〕城市を占領すると，

132）「ベネシ」(Бенешь)は，人名ではなく，プラハ南東約 37kmにある古い荘園地ベネショフ (Benešov)
を指し，ここではそこの出身者（領主＝騎士）のことを言っている。すぐ先に言及されているアンドレ
アス（上注 129）と同じ人物だと推定される。

133）この「コルィマグ」(колымаг)はチュルク語で軍事用の天幕のこと。直後に陣営 (стан)というスラ
ブ語で言い直している。まったく同じ表現が，[イパーチイ年代記 (10)：255頁，注 143]にもある。

134）「ナシリエ」 (Насилье)の城市は，現在のポーランド，オポーレ県 (Opole)のナシェドレ村 (Nasiedle)
に相当する。オパヴァ川の上流そのものではないが，上流方面に位置し，オパヴァの城市からは北へ
12kmほどしか離れていない。
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拘束捕虜〔のルーシ人とポーランド人〕を解放した。そして，城壁の上に自らの軍旗を掲げ，

勝利を宣言した。そして，かれら〔住民〕自身は赦免した。〔ダニールは〕城市を立ち去ると，

ドイツ人の村落に陣を張った。

【ダニールはグルビチチ方面へ向かい，評議の結果帰還を決める】

ダニール [I111]は，ベネシ 135）(Бенешь)がグルビチチ 136）(Глубичич)へ向けて軍を進めたこと

を聞いた。〔ダニールは〕翌日に部隊を編成すると，ボレスワフとともに進軍を始め，捕虜を獲り，

焼きながらグルビチチへ向かった。ヴワディスワフは〔軍兵を〕派遣して，周辺地とよばれる

周囲の村落をすべて焼き尽くして，悪をなした。そのことによって，〔グルビチチの〕城市の

占領はしなかった。

ダニール [I111]とボレスワフは城市〔グルビチチ〕に到来した。すべての軍兵は城市を薪

束 137）〔の投擲〕によって占領しようと目論んだ。不意に城内へ向けて風が吹いた。城はトウヒ

材で囲われており，壕は浅くしか見えなかった。軍兵たちは，馬をあちらこちらに進めて，城

内へ投じるための薪や藁を探したが，見つからなかった。ヴワディスワフが周囲や近隣の村落

をすべて焼いてしまったからである。それゆえに城市を焼くものがなかった。

その日の夕方〔ダニール軍の陣営では〕評議がなされた。「われらはどこへ進軍すべきか。

オソボロガ 138）(Особолога)方面へか，あるいはゲルボルト 139）(Гѣрьборт)を討つべきか。あるい

は帰郷すべきなのか」。ゲルボルトはダニール [I111]に剣を送って，自らの恭順の〔意を示し

た〕140）。ダニール [I111]とボレスワフは合意して〔言った〕「われらはすべての地を【826】す

でに捕獲した」。

135）上注 132参照。
136）「グルビチチ」(Глубичич)は，当時の城砦 (город)で，現在のポーランド，オポーレ県 (Opole)のグ
ウブチツェ市 (Głubczyce)に相当する。先のナシェドレ村からは，北方向に 17kmほど離れている。

137）「薪束」(примет)による占領とは，薪束（木切れや枝を束ねたもの）に火を付けて城壁や城内へ向け
て投石機で投擲したり，薪束を投じて城砦の壕を埋めて，城内への侵入を容易にする戦術のこと。

138）「オソボロガ」 (Особолога)は，現在のチェコのモラヴィア地方オソブラハ村 (Osoblaha)に相当し，
前出の「グルビチチ」（グウブチツェ市）から北西へ 10kmほどの距離にある。

139）「ゲルボルト」(Гѣрьборт)はチェコ軍の軍司令官で，オソボロガ（オソブラハ村）（前注）から南へ
4kmほどオソブラハ川を上ったところにあるフルシテイン城 (Fulštejn）（現在は廃墟）の防衛を担って
いた人物。かれは，当時，外交においてオタカル二世の右腕的な存在だったオモロウツ司教ブルーノ・フォ
ン・シャウエンブルグ (Bruno von Schauenburg）（在位 1245-1281年）の息子だったという説もある
が [БЛДР-5: С.507]，チェコ史料では司教ブルーノの側近 (стольник)で臣下とされている [Комендова
2014: С. 159, Прим. 14]。少なくともチェコ側を代表する有力な人物であったことは確かである。

140）「この剣を送った」(присла...мечь)所作は，通常のテキストの読みからは降伏の儀礼と解釈できるが，
チェコの歴史家からは，この所作は戦闘継続の意志の表明であり，西欧的な騎士儀礼を知らないダニー
ル側が誤解して年代記に記したという説が出されている [Комендова 2014: С. 159]。
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【ダニールはポーランドを通過して帰還の途につく。帰途クラクフで教皇使節団と遭遇する：

1253 年 8 月】

翌日に〔ダニール軍は〕帰郷をはじめた。オドラ川を渡り 141），ヴワディスワフの〔支配〕地

を通過した。

その時，クラクフには教皇の使節団がいた。かれらは教皇からの祝福，王冠，王位 (санъ 

королевьства)〔の認許〕を持参しており，ダニール公 [I111]に面会することを望んでいた。か

れ〔ダニール〕はかれら〔使節団〕に言った。「わしは異国の地でそなたたちに会うわけには

いかない。後日にせよ」。

【ダニールはクラクフからサンドミェシュ地方を通過してホルムに到着する：1253 年 9 月】

そこから，〔ダニールは〕スドミール〔サンドミェシュ〕の地 142）(земля Судомирьская)を通過し，

名誉と栄光をもってホルムの城市に到着した。そして，聖母の家へ行き，跪いて拝礼をして，

起こったことについて神を称賛した 143）。〔これまで〕ルーシの公は誰もチェコの地で〔掠奪戦を〕

戦ったことはなかったのだから 144）。そして，自分の弟〔ヴァシリコ [I112]〕と会った。〔ダニー

ルは〕大いなる喜びにあった。そして，ホルムの城内の聖〔金口〕ヨハネの家 145）に身を置いて，

歓喜の中で神と至浄なるその母と聖金口ヨハネを称賛した。

6763〔1255〕年

【教皇イノケンチウス四世は特使を派遣してダニールに王位の授与を提案する：1253 年 9 月】

教皇が名誉ある使節を派遣し，王の地位を表す王冠と王笏と王のしるし 146）(коруна)を持参し

た。〔教皇は〕言った。「息子よ，われらから王としての冠を受けよ」。

141）つまり，オドラ川沿岸のコズリイ（上注 125）に戻ったのである。ここから東はヴワディスワフの支
配地だった。

142）スドミール〔サンドミェシュ〕は，当時はクラクフのポーランド公ボレスワフ五世純潔公（上注
120）勢力下の都市だった。

143）この日は，1253年 9月 8日の聖母の誕生祭 (Рождество Богородицы)の祭日のことと推定すること
ができる。

144）このダニールの遠征の評価については上注 122を参照。
145）ダニールがホルムに建立した，聖金口イオアンに献堂された聖堂のこと（下注 279）。
146）この「王のしるし」(коруна)とは，西欧の王位の象徴の一つで，十字架のついた球である権標

(держава: globus cruciger)を指していると考えられる [Kronika halicko-wołyńska 2017: s.192, przyp. 
1071]。
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それ以前に，〔教皇は〕かれ〔ダニール〕にヴェロナとカミエンの司教たち 147）(пискуп 

Береньский и Каменецький)を派遣して，かれ〔ダニール〕に「王としての冠を受けよ」と言っ

ていた。その時，かれ〔ダニール〕は受けずに，こう言った。「タタールの軍隊はやむこと無

く悪しき仕打ちをし続けています。あなたの援助を得ずして，【827】どうしてわたしが王冠を

受けられるものでしょうか」。

〔今回は〕オピゾ 148）(Опиза)がやってきて，王冠を持参して，「そなたは教皇から援助を得る

だろう」と約束した。しかし，かれ〔ダニール〕はその〔王冠を受ける〕ことを望まなかった。

かれの母親が説得した。ボレスワフ，シェモヴィト 149）(Семовит)，ポーランドの貴族たちは，

かれに王冠を受けさせるために，「われらも異教徒に対抗するための援助をしよう」と言った。

【ダニールは教皇イノケンチウス四世から王位の王冠を受ける：1253 年 12 月 150）】

かれ〔ダニール〕は王冠を受けた。それは，神から，聖使徒の教会から，聖ペテロの座から，

自身の父たるイノケンチウス教皇から，自身のすべての主教たちから受けたものだった 151）。イ

ノケンチウスは，ギリシアの正教の信仰を誹る者を呪詛した。そして，かれ〔教皇〕は正しい

信仰について，教会合同についての公会議を〔開くことを〕望んだ。ダニール [I111]が神から

147）「ヴェロナとカミエンの司教たち」 (пискуп Береньский и Каменецький)は原文では単数形になっ
ているが，二人と解釈して，前者はイタリアのヴェロナ (Verona)司教のヤクブ・ブラガンザ (Jakub 
Braganza)を比定し，後者はポーランド，ポメラニア地方のカミエン（Kamień Pomorski：ドイツ語 
Cammin in Pommern)司教ヘルマン・フォン・グライヒェン (Hermann von Gleichen)に比定する説が
有力である [Kronika halicko-wołyńska 2017: s.192, przyp. 1072]。

148）「オピゾ」(Опиза)は，当時十字軍ラテン国家アンティオキア公国の大司教の地位にあったオピゾ・フィ
スキ (Opizzo Fieschi）（1291頃没）を指している。かれは，教皇イノケンチウス四世の特使として，ポー
ランド経由でルーシへと派遣されていた。

149）この，ダニールの姻戚でもあるマゾフシェ公シェモヴィト一世については，上注 3を参照。
150）戴冠式の時期についてはフルシェフスキイの説に拠った [Грушевьский-Хронологія: С. 358]。ド
ンブロフスキは 1253年 12月末とより限定している [Kronika halicko-wołyńska: s. 193, przyp. 1079]。
過去の研究では時期の推定にユレがあり，1254年に入ってからという説もある。コトリャールは 1253
年 10月～ 11月（ウクライナ語版の年代）をもっとも可能性がある時期としている。

151）戴冠式の出席者についてはドンブロフスキが次のような推定を行っている。教皇側から教皇特使
(legatus)のオピゾ (Opizzo)とクラクフ司教ヤン・プランドタ (Jan Pranndota)を初めとするポーランド
人司教たち（ヤン・ドウゥゴシュ史料による），ポーランド側からはマゾフシェ公シェモヴィト一世と
おそらくクラクフからポーランド大公ボレスワフ五世，ルーシからダニールの母，弟ヴァシリコ，息子
レフ，さらにホルム司教イヴァンを可能性のある出席者として挙げている [Dąbrowski 2012: s. 359]。
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王冠を受けたのはドロギチンの城市においてだった 152）。

【ダニールとマゾフシェ公シェモヴィト合同のヤトヴャグ人討伐遠征。ヴァシリコは腫れ物の

ため参加せず：1253/54 年冬】

かれ〔ダニール〕は，息子のレフ [S2]，ポーランド公 (князь лядьскый)シェモヴィトととも

に戦争のために進軍したとき，かれの弟〔ヴァシリコ [I112]〕は引き返した。片足に腫れ物が

できたのである。かれ〔ヴァシリコ〕は自分の全ての軍兵を，兄に従軍させて派遣した。

【ヤトヴャグ人討伐遠征において，レフは敵将を討って雄壮さを示す：1253/54 年冬】

ダニール王 153）[I111]はヤトヴャグの地へやって来て，掠奪を行った。レフ [S2]は，ステキ

ント 154）(Стѣикинтъ)が森の中で鹿砦で固めており，ヤトヴャグ人もかれとともにいることを知

ると，かれに向かって軍を進めた。〔ステキントの〕家来たちを捕獲し，鹿砦のところまで到

達した。ヤトヴャグ人はかれ〔レフ〕を討つべく鹿砦から飛び出した。かれと一緒にいた騎馬

兵は散り散りに駆け去った。レフはひとり下馬すると，かれら〔ヤトヴャグ人〕と激しく戦った。

【828】レフがひとりでかれら〔ヤトヴャグ人〕と戦っているのを見て，少数の者がかれを助け

るべく引き返した。レフは自分の投げ槍をかれ〔ステキント〕の盾に突き刺した。〔ステキント〕

は身を守るものがなくなった。レフはステキントを剣で打ち殺し，かれ〔ステキント〕の兄弟

を剣で刺し貫いた。ふたりは斃れて死んだ。かれ〔レフ〕は徒歩でかれら〔ヤトヴャグ人〕を

追撃した。馬でかれらを追う者もおり，かれらを打ち，刺し貫いた。

ダニール王 [I111]は，ステキントの館に本陣を置いていた。レフ [S2]がかれのところにス

テキントとその兄弟の武器を持参した。そして，自らの勝利を宣言した。かれ〔レフ〕の父で

ある王は，自分の息子の雄々しく勇敢であることに大いに喜んだ。

コマト 155）(Комат)がヤトヴャグ人のもとから〔使者として〕やって来た。かれらは隷属する

152）ダニールがドロギチンで戴冠したのは，次の記事にある 1253/54年冬のヤトヴャグ人討伐遠征の準
備のため，その集合地点としてこの城市に滞在していた可能性が高い。これに加えて，ドンブロフスキ
は，ドロギチンが，ルーシ＝マゾフシェ連合，さらに勢力拡大を狙っていた初代リトアニア司教ヴィト
ス (Wit)にとって，立地上もっとも適合していたことを理由としている [Dąbrowski 2012: s. 356-358]。

153）1253年の王位就任を受けて，本年代記ではこれ以降，「ダニール王」(король же Даниил; Даниил 
же король)の呼称が普通に用いられるようになる。

154）「ステキント」(Стѣикинтъ)は，ヤトヴャグ人の部族長 (князь)名だろう。兄弟とともに一帯を支配
していたと思われる。

155）「コマト」(Комат)は，ステキントのヤトヴャグ人部族の高官，あるいはステキントの兄弟の名前だ
ろう。なお，言語学的には *kom-at- の形態素は史料にあらわれるヤトヴャグ人の地名・人名に広く認
めることができ，先に言及されたヤトヴャグ人スコモンド (Скомонд; Скуманд)が誤記された形ではな
いかという説もある。[Матузова 2002: С. 383]
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ことを約束した。羨望に満ち策略に長けたポーランド人は，異教徒たちを受け入れ始めた。ダ

ニール王 [I111]はこれを見て，ヤトヴャグの地を掠奪することを命じた。ステキントの館は完

全に破壊され，現在も廃墟のままである 156）。

ダニール王 [I111]は湖を巡って，その岸に美しい丘があり，その上にかつてライ 157）(Рай)と

呼ばれた城砦があるのを見た。〔ダニールは〕そこから自らの家へと帰郷した。

【タタール人がバコタに到来し，代官ミレイはタタール人に寝返る：1253 年頃 158）】

その同じ年，｛あるいは前の，あるいは後の年｝159）にタタール人がバコタ 160）(Бакота)に到来

156）この「現在まで廃墟」(о донынѣ пусто стоить)の「現在」について，パシュートは，1247-1263年
ホルムの主教イヴァンによって編集された編集単位の年代記資料の存在を推定しており，その場合には，
この部分が編集が終了した 1260年代の中頃を指すことになる。[Пашуто 1950: С. 92]。

157）「ライ」(Рай)の「湖」と「美しい丘」の地名は，この遠征の行路と到達地を知るための唯一の手が
かりだが，従来から通説によって，現在のポーランド，ポドラシェ県（Województwo podlaskie）のラ
イグルド湖 (Jezioro Rajgrodzkie)とその東岸の町ライグルト (Rajgród）に比定することができる。エ
ウク (Ełk)川（上注 27）左岸支流のイエグジニア (Jegrznia)川の源流（湖尻）にあたる部分に位置して
おり，1248/49年冬の遠征先とほぼ同じ，ヤトヴャグ人の支配地である（上注 7以下を参照）。
なお，コトリャールはラッパポルトの考証に拠って，これをウクライナのヴォルィンスカ州スタロヴィ

ジェスキイ区 (Старовыжевский）ヤロヴィシチェ村 (Яровище)に比定し，付録の地図にも場所を記
している。その理由として，「〔ヤトヴャグ侯ステキントの〕館が，常にヤトヴャグ侯の侵略で荒廃させ
られていた地域，つまりドロギチン，メリニク，カメネツあたりのヴォルィニ北方境界よりも遙か離れ
たところにあることはあり得ない」[Котляр 2005: С. 297]としている。しかし，その場合，ヤロヴィ
シチェ村はベレスチエから見ても 70kmも南にあり，ほぼヴォルィニ公の支配下にあった地域に含まれ
てしまう。また，なによりも，前述のように今回の 1253/54年冬の遠征は，1248/49年冬に行われたヤ
トヴャグ人掠奪遠征と同じ目的，同じ行路（ドロギチンに集合〔上注 152参照〕），同じ構成（マゾフシェ
公シェモヴィトの参加），同じ戦闘方法によって行われており，そこから遠征先もほぼ同じだったとみ
るべきであろう。

158）ドンブロフスキはタタール人のバコタ到来から，奪還までの一連の事件を 1253初頭～春の出来事と
推定している [Dąbrowski 2012: С. 332]。

159）これまでの記事の時系列を遡った事件であることから，年代記記者が加えた文言。このタタール人
のバコタ到来について，コトリャールはフルシェフスキイによって 1252年末のことと推定している
（[Котляр 2005: С. 297]）。確かに，先の記事のヤトヴャグ人討伐が 1253/54年冬だったのに比べれば，
それ以前の出来事ということになる。

160）「バコタ」(Бакота)は，ガーリチからドニエストル川を約 175km下った左岸に位置する城市で，現
在のフメリニツキイ州カメネツ＝ポドリスキイ地区のバコタ村 (Бакота)に相当する（[イパーチイ年代
記 (11)：注 296]参照）。交易，産業（塩業）の中心地で，ガーリチ公ダニールのポニジエ地方支配の拠
点城市だった。



－ 146 － － 147 －

富山大学人文学部紀要 『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (12) ― 『ガーリチ・ヴォルィニ年代記』（1251～ 1264年）

した。ミレイ (Мѣлѣй)はかれらに寝返った 161）。

ダニール [I111]はリトアニア人討伐のためノヴォグルードク (Новъгородокъ)へ【829】戦争

のために出陣していた 162）。雪融けの時期だった。〔それゆえダニールは〕自分の息子レフ [S2]

をバコタへ討伐のため派遣した 163）。

レフ [S2]は自分より先に宮廷官 164）を派遣した。〔宮廷官はバコタ城を〕襲撃して，監督

官 165）(баскак)のミレイを捕まえた 166）。レフはミレイを自分の父親のもと〔ホルム〕に連行した。

こうして，バコタは再び王であるかれの父親〔ダニール〕のものとなった。

161）この「ミレイ」(Мѣлѣй, Милей)については，ダニールの代官としてバコタへ派遣されていたガー
リチ貴族だろう。1241年にロスチスラフ [G411]がバコタを攻めたとき，ダニール及びヴァシリコから
直接派遣されていた印章役キリル（後のキエフ府主教）という高位の人物が防衛にあたったが [イパー
チイ年代記 (11)：注 314～ 323]，ミレイもまた，このような人物の後継者として高位の職にあったの
ではないか。なお，コトリャールはバコタ在地の軍司令官として，ミレイがボロホフ公だった可能性も
容認している [Котляр 2005: С. 297]。
　　ミレイが「かれらに寝返った」(приложися к ним)というのは，降伏してタタール人に城市を明け渡
したということ。その代償として，かれは，タタール人の側から，監督官 (баскак)に任命されたのだ
ろう（下注 165参照）。次の記事のアンドレイの場合と同様に，バトゥから監督官についての認許状を
受けていた可能性もある（下注 172参照）。

162）この「ノヴォグルードクへの戦争」は，記事の対応から見ると，1251/52年冬にダニールがタウトヴィ
ラスの要請に応じて組織したノヴォグルードク遠征（上注 91～ 98）を指すと考えるべきだろう。しか
し，主な研究（フルシェフスキイ，コトリャール，ドンブロフスキ）はこれを，1252年末としており，
その場合，1252/53年冬に再度ノヴォグルードク遠征を行ったことになる。

163）沼沢地のノヴォグルードク方面にいたダニールは，雪融けの沼地を速やかに通過することが無理で
あったため，距離的に近いガーリチに駐在していた（下注 175参照）息子のレフ [S2]を部隊とともに
派遣したのである。

164）公の側近の職である「宮廷官」(дворьский)については，これまでダニールに仕えたアンドレイ（上
注 21）の名が挙がっており，かれの可能性もある。ただ，今回の場合はレフの命令を受けていることから，
レフに仕えていた別の人物かもしれない。

165）「監督官」(баскак)は，日本語ではそのまま「バスカク」と記されることが多いが，タタール人が征
服地支配のために定めた徴税，調査，募兵，徴発などに従事する高位の職名を指すチュルク語起源の用
語であり，モンゴルのルーシ支配の制度における重要で鍵になる用語として研究がなされてきた（[栗
生沢 2007：56-77頁 ][ハルパリン 2008：69-78頁 ]参照）
　　この個所は，ルーシ史料で баскакが言及される最も古い用例だが [Маслова 2013: С.32]，タタール
人のルーシ支配確立の最初期の時点で，バスカクがどのような役割を担っていたかの詳細については記
事からは分からない。この部分の記事の二つの事例を見るかぎり，タタール側は占領地（ガーリチ公領）
の主要な城市の統治者（公，代官，守備隊長）を武力で威嚇して降伏させ，のちに文書等によって降伏
した支配者を「バクカク」として任命していたようである。

166）「監督官のミレイを捕まえた」(яша Милѣя баскака)はイパーチイ写本の読みに拠っているが，フレー
ブニコフ系写本は яша Милѣя и баскака となっている。後者の場合は「ミレイと監督官を捕まえた」
つまり，ミレイと監督官（バスカク）は別の人物だったとも読むことができ，タタール人監督官はその
場で殺され，ミレイは連行されたという解釈も可能となる [Dąbrowski 2016: s. 300]。
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その後，〔ダニールは〕息子〔レフ〕と評議して，かれ〔ミレイ〕を釈放した。その保証人

はレフだった。〔ミレイが〕かれ〔ダニール〕に忠誠を守ることを〔ダニールに保証したので

ある〕。

それから，再びタタール人が到来し，〔ミレイは〕裏切りをなし，再びタタール人にバコタ

を引き渡した。

【タタール人総督クルムシがクレミャネツに到来し，代官アンドレは裏切ろうとして住民に殺

される：1253 年頃 167）】

その後，クルムシ 168）(Куремьса)がクレミャネツ 169）(Кремянец)方面へ到来して，クレミャネ

ツの周辺を掠奪した 170）。アンドレイ 171）(Андрѣй)は二股の変節者で，あるときは「自分は王の

配下だ」と名乗り，あるときはタタール人の配下と〔言って〕，心の中は正義に反していた。

神が〔アンドレイを〕かれら〔タタール人〕の手に引き渡したのである。かれ〔アンドレイ〕

は「わしの手にはバトゥの文書がある」172）と言い，かれら〔タタール人〕はかれ〔アンドレイ〕

に対して非常に怒って，かれは殺された。かれの心臓が裂かれたのである。

〔タタール人は〕クレミャネツ〔周辺〕ではなにも得ることができず，自分たちの地方へと

167）クルムシ到来の時期について，フルシェフスキイは 1254年としており [Грушевьский- Хронологія: 
С.359]，ヴォイトヴィチは 1253/54年冬と推定している [Войтович 2011а: С. 274]。

168）「クルムシ」(Куремса)（ラテン語史料ではコレンザ (Corenza)）については，1246年のダニールの
バトゥ参内の記事ですでに言及されている [イパーチイ年代記 (11)：注 458]。かれはタタール人のガー
リチ・ヴォルィニ地方支配を担う首領で，ドニエプル下流地方一帯に根拠地を置いていた。

169）「クレミャネツ」(Кремянец)は，は，現在のウクライナ・テルノーピリ州クレメネツ市 (Кременець) 
に相当し，ベリヤ川 (Велья)とイクヴァ (Иква)川の上流地帯に位置している。この地方では，強固な
城砦だった（[イパーチイ年代記 (10)：300頁，注 403]を参照）。

170）このクルムシの到来について，コトリャールによれば，サライのバトゥ本営では，クルムシに対して
大規模なガーリチ＝ヴォルィニ地方への遠征が計画されており，その一環であったとしている。その計
画は，①ガーリチ地方の中で守りの弱いポニジエ地方の制圧，②ヴォルィニ地方南部・ボロホフの地へ
進攻することで，ルーシの軍を西側に釘付けにし，自分たちのキエフ地方の支配を容易にする。③キエ
フ地方を占領し，その後，ダニールに敵対するノヴゴロド＝セヴェルスキイ公イジャスラフ [C43211]
の力を借りて，ガーリチ＝ヴォルィニ公領に大規模な進攻を行い，ダニール等諸公を服従させる。以上
の３点にまとめられるという [Котляр 2005: С. 298]。

171）この「アンドレイ」(Андрѣй)について，ロシア語訳，ウクライナ語注は，（ダニール側が派遣した）
クレミャネツの代官としており，コトリャールも城市の守備隊長の貴族（おそらくガーリチから派遣さ
れた）と考えている。この部分は先のミレイ（上注 161）と同様の文脈で記されており，ダニールの代
官の裏切りのエピソードとして読める。アンドレイもまた，城市の代官だったが，バトゥの信任状を受
けて監督官 (баскак)になったルーシ人とする見方もある [Григорьев 2004: С. 24]。

172）アンドレイが持っているという「バトゥの文書」(Батыева грамота)は，おそらく監督官（バスカク）
（上注 165）の認許状のようなものだったのだろう（[Jusupović 2016: s. 109-110, 209]参照）。
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引き返して行った。

【イジャスラフはタタール人にガーリチ遠征の援軍を求めるが断られ，単独で遠征する：1254

年後半】

イジャスラフ 173）(Изяслав) [C43211]が，かれら〔タタール人〕にガーリチを討伐するための

援軍を請うた。かれら〔タタール人〕はかれ〔イジャスラフ〕に言った。「お前はどうやってガー

リチへ進軍するというのだ。ダニール公は無慈悲な男だ。もしあいつがお前の命を奪い取ろう

としたら，お前を救う者など誰もいなくなるのだ」。かれ〔イジャスラフ〕はかれら〔タタール人〕

の言うことを聞かず，周りの手勢を集めて，ガーリチへと進軍した。

【ダニールとロマンはイジャスラフに対抗するためにガーリチへ向かう：1254 年後半】

ダニールはこのことを聞くと悲しんだ。【830】なぜなら，このような〔経緯があった〕こと

を知らなかったからである 174）。〔ダニールは〕自分の息子ロマン [S3]と自分の全ての貴族たち

を，かれ〔イジャスラフ〕を討つべく派遣した。〔ダニールは〕レフ [S2]をそれ以前に〔ハン

ガリー〕王のもとに派遣していたからである 175）。他方，〔ダニール〕自身も自分の軍兵を率い

て進軍を行った。

かれ〔ダニール〕がグルーベシェフ 176）(Грубешев)に近づこうとしていたとき，6頭のイノシ

173）この「イジャスラフ」は，ガーリチの支配権をタタール人の援助によって獲得しようとしていること
から見て，ガーリチの公座に野心があり 1236-37年にミハイル [G41]と同盟してガーリチを攻撃した
イジャスラフ・ウラジーミロヴィチ [C43211]と考えることができる。ただしその場合，相当な年齢であっ
たはずである。この人物の事蹟については [Котляр 2005: С. 200-301]が詳しく分析をしている。

　　なお，フルシェフスキイは，このイジャスラフを，キエフ公だったムスチスラフ・ロマノヴィチ [J12]
の息子イジャスラフ・ムスチスラヴィチ [J123]で当時スモレンスク公だった人物としている。しかし，
上注 [イパーチイ年代記 (10)：298頁，注 393]に示した理由でやはり認めがたい。

174）ダニールは，イジャスラフのガーリチ進攻の報は受けたが，タタール人の援軍拒否については知らな
かったため，イジャスラフがタタール人とともに来襲してくると思い込んで，強力な軍勢と戦わざるを
得ないことを覚悟して悲しんだのである。

175）文脈から判断して，この時期レフ [S2]がガーリチの長官としてこの城市に駐在していたようである。
ただ，この時期にレフ [S2]は，ハンガリー王ベーラ四世のもとに派遣されていて（おそらく，王のオー
ストリア大公位の継承を巡る戦いの援軍として）不在だったために，ガーリチはイジャスラフによって
一時的に占領されたと考えられる（[Котляр 2005: С. 302]参照）。ダニールはイジャスラフの遠征およ
びガーリチ占領の報を受けると，ロマンをガーリチ奪還のために派遣し，自分もガーリチへと向かった
のである。

176）「グルーベシェフ」(Грубешев)は，現在のポーランド南東国境，ルブリン県のフルビエシュフ市
(Hrubieszów)に相当する。西ブグ川河岸に位置し，ホルム（現在のヘウム）からだと南東方向に 48km
ほど行ったところにあり，ホルムからガーリチへの遠征路全体のまだ 5分の 1ほどしか進んでいないこ
とになる。
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シを殺した。自身は熊槍で 3頭を殺し，かれの下級従士が 3頭を〔殺した〕。その肉は行軍中

の軍兵たちに与えた。

〔ダニール〕自身は聖ニコライに祈りを献げ 177），自分の軍兵にはこう言った。「もし，実際に

タタール人どもが現れても，そなたたちの心に恐怖が忍び入らぬように」。するとかれら〔軍

兵たち〕は言った。「神があなたの助け手でありますように。われらは，その〔あなたの〕命

令を行います」。

【ロマンはガーリチ城内でイジャスラフの手勢を討ち，イジャスラフを捕虜としてダニールの

もとに連行する：1254 年末】

ロマン [S3]は兵士たちを連れて，昼夜を分かたず進軍した。〔ガーリチに到着すると〕突然，

かれ〔ロマン〕はかれ〔イジャスラフ〕を襲撃した。かれ〔イジャスラフ〕は逃げる場所がな

くなって，教会堂の屋根によじ登った。そこは，かつて無法のハンガリー人たちがよじ登って

逃げたところだった 178）。ロマン公 [S3]はかれ〔イジャスラフ〕のそばで立って〔見張っていた〕。

かれらは渇きのために憔悴して，四日目に〔イジャスラフは〕降りて来た。〔ロマン〕公はかれ〔イ

ジャスラフ〕を自分の父親のもとに連行した。

【ハンガリーにいたレフは，イジャスラフの使者を追うが取り逃がす：1254 年末】

レフ [S2]は，かれ〔ガーリチにいたイジャスラフ〕のもとからフョードル (Федоръ)が塩の

地 179）(солемь)へ派遣されたことを聞くと，自分の家来を伴っただけでかれ〔フョードル〕を追

いかけた。〔フョードル〕自身は逃げおおせたが，その家来たちは捕まった 180）。

177）戦勝祈願のためのダニールの聖ニコライに祈ったことについては，[イパーチイ年代記 (10)：304頁，
注 424；(11)：注 133]を参照。

178）ここで言及されている「無法のハンガリー人」(безаконьи угрѣ)が屋根に登ったというのは，1221
年 3月にムスチスラフ [J51]が再度ガーリチへ入城をして統治を始めたときのガーリチ城内でのハンガ
リー人の抵抗のエピソードにあり，（[イパーチイ年代記 (10)：281頁，注 308]参照）定型的な戦闘描
写の一つと考えられる。

179）この「塩の場へ」(ко солемь)について，ロシア語訳は地名と解釈して「ザルツブルグ」のことと注
しているが，いかにも唐突でそこに行く理由も分からない。英訳とコトリャールは「塩鉱山」と解釈し
て，前出の塩鉱山「コロミヤ」(Коломыя)（[イパーチイ年代記 (11)：注 303]）を指すとしており，こ
れならガーリチから近く（南へ 70km)，またハンガリーへ逃れる経路にもなり，合理的な読みである
（[Котляр 2005: С. 302]）。なお，クリピャケヴィチは現在のリヴィウ州スタラ・シーリ村 (Стара Сіль)
に比定しており [Крип’якевич 1984: С. 32-33]，その場合はガーリチから 133kmほど西北西へ方向に
離れている。

180）フレーブニコフ系写本ではこの個所に「〔フョードルは〕ハンガリーへと向かっていた」(поехал бѣ 
во угры)という書き込みがある。
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【リトアニア諸侯との講和。ミンダウガスの娘とダニールの息子シヴァルンの結婚；1254 年】

その後，ヴァイシュヴィルカス (Войшелкъ)がダニール [I111]と和を結び 181），ミンダウガス

の娘，すなわち自分の姉妹をシヴァルン (Шварн)[S5]に嫁がせた 182）。

【ミンダウガスの息子ヴァイシュヴィルカスは修道士となり，黒ルーシ地方諸都市をロマンに

引き渡す：1254 年末】

かれ〔ヴァイシュヴィルカス〕はホルムのダニール [I111]のもとにやって来た。自分の公領

【831】を棄てて，修道士の位階を受けたのである 183）。そして〔ヴァイシュヴィルカスは〕，ロ

マン [S3]すなわち王〔ダニール〕の息子に対して，ミンダウガス〔の所領〕からはノヴォグ

ルードク (Новогородъкъ)を与え，自分〔の所領〕からはスロニム 184）(Вослонимь)とヴォルコヴィ

エスク 185）(Волковыеск)と全ての〔付属〕城市を与えた 186）。

【修道士のヴァイシュヴィルカスはアトス行きを試みるが失敗して戻る：1268 年頃 187）】

そして，〔ヴァイシュヴィルカス〕自身は聖山〔アトス〕へ行くことを請うた。そして，〔ダ

ニール〕王はかれのためにハンガリー王の〔領内の〕行路を探した。しかし，〔かれは〕聖山〔ア

181）1248/49年冬に，ミンダウガスがタウトヴィラス等同族諸侯と抗争を始めて以降（上注 60～ 63参照），
1253年にはタウトヴィラス等諸侯の亡命を受け入れるなど（上注 105参照），ダニールとミンダウガス
は敵対的な関係にあったが，1254年にはミンダウガスが提案した講和をダニールは受け入れ，息子シ
ヴァルンの婚約（下注 182）によって同盟の保証をはかっている。本年代記では，講和の実現において，
ミンダウガスの息子ヴァイシュヴィルカスの主導的な力が大きかったことが強調されている。
　　なお，この講和によってダニールのもとに亡命していたタウトヴィラスはミンダウガスの優越を認め
て，ダニールのもとを離れて遠地のポロツクに去っている（下注 416参照）。

182）この結婚については，上注 104を参照。なお，シヴァルン [S5]の生年は 1236～ 1240年頃と想定さ
れるので [Домбровский 2015: С. 394-395]，この時点で 14～ 18歳ほどである。

183）このヴァイシュヴィルカスの剃髪得度については，1268年の記事で，ヴァイシュヴィルカスがウグ
ロフスクのダニール修道院に行き，修道衣を身につけると，修道院に住み始めたと記されており，領地
の引き渡しのはるか後のことである。それゆえ，ヴァイシュヴィルカスは幾つかの城市の支配権をロマ
ン [S3]に引き渡したものの，1268年頃までは，黒ルーシ地方で一定の支配力を保っていたことは確か
である（下注 307参照）。

184）「スロニム」については上注 72を参照。
185）「ヴォルコヴィエスク」については上注 71を参照。
186）この三つの城市は，リトアニア勢力が支配していた黒ルーシ地方の主要都市であり，この講和がリト
アニア勢から見て大きな譲歩であったことが分かる。

187）フルシェフスキイはヴァイシュヴィルカスのアトス行き意向表明を 1256～ 1257年の期間としてい
る [Грушевьский-Хронологія: С. 385]。
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トス〕まで到達することができず，ブルガリアに戻って来た 188）。

6764〔1256〕年

【ダニール一族と同盟諸公による大規模なヤトヴャグ人討伐遠征が準備される：1255/56 年

冬 189）】

ダニール [I111]は，弟〔ヴァシリコ [I112]〕，息子のレフ [S2]と年少 190）だったシヴァルン [S5]

とともにヤトヴャグ人討伐へ出発した。

ノヴォグルードクにもロマン [S3]を呼び寄せるための使者を派遣した。ロマン [S3]はかれ

〔ダニール〕のもとに，全てのノヴォグルードク人 (новгородци)と共に，また自分の岳父グレー

188）ヴァイシュヴィルカスがアトス山に到達できなかった理由について，6770(1262)年の記事では，そ
のときその地（アトス山の地方）では「大いなる騒乱があった」(мятежь бысть великъ)としている（下
注 404参照）。

189）このヤトヴャグ人討伐遠征の時期について，フルシェフスキイ，コトリャール [Котляр 2005: С. 
303]は 1254/55年冬と推定しており，ウクライナ語訳およびキビンは 1255/56年冬と年代比定を行っ
ている [Кибинь 2014: С. 49]。どちらかに定める決定的な論拠はないが，記事の時系列から見て，後者
を採りたい。

190）シヴァルン [S3]の生年（上注 182参照）をかりに 1240年とすると，15～ 16歳ということになる。
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ブ 191）(Глѣб)と共に，スヴィスロチ 192）(Вислочьскый)の〔公〕イジャスラフ 193）(Изяслав)と共にやっ

て来た。

別の方面からは 194）シェモヴィト 195）(Симовит)がマゾフシェ人と共にやって来た。ボレスワ

フ 196）からの援軍がサンドミェシュ人，クラクフ人と共に〔やって来た〕。大軍勢になり，遠征

隊でヤトヴャグの沼が埋まってしまうほどだった。

【ダニールは遠征部隊の指揮をまかせられ，部隊を編成して行軍する】

すべてのルーシとポーランドの諸公が協議を行った。戦士である家臣たちが〔ダニールに向

かって〕言った。「あなたは王です。すべての部隊の首領です。われらのうちの誰かを先頭で

派遣しようとしても，それは聞き入れられないでしょう。あなたは兵法を心得ています。あな

たには戦争の経験があります。誰もがあなた〔の前で〕恥入り，あなたを恐れています。ご自

191）「自分の岳父グレーブと共に」(с отць своимъ Глѣбомъ)について，ロシア語訳はイパーチイ写本を
с отцемь と読んでいるが，フレーブニコフ写本では съ цтем となっており，цьть を тьсть （岳父）の
縮約形と理解して解釈するのが妥当だろう。その場合，ロマンはグレーブ (Глеб）という黒ルーシ地方
の在地の領主（支配公）の娘と結婚していたことになる。ロマンは 1252年 6月にバーベンベルグ家の
ゲルトゥルードと政略結婚をしていたが，後ろ盾となっていたハンガリー王ベーラ四世の軍事的劣勢に
よって，1253年（6月以降）には結婚を解消してルーシに戻ってしまった（上注 113参照）。その後，
所領として与えられた黒ルーシ（上注 186参照）の拠点城市ヴォルコヴィエスクの領主（侯 князь）だっ
たグレーブ（下注 306参照）の娘と 1254-55年に結婚して（ロマンにとっては三度目の結婚）この城
市の支配公になっていた (1255-1260年 )というのが通説になっている [Котляр 2005: С. 303]。ただし，
ドンブロフスキは，グレーブはのちのタタール人将軍ブラルダイ (Бурундай)のリトアニア遠征のとき
にダニールの手でヴォルコヴィエスクの公に据えられたと解釈しており，この時点でグレーブがどこ
の領主だったかは不明としている [Домбровский 2015: С. 379]。なお，ナザレンコはこのグレーブを
リューリク裔の人物で，グロドノ公の一族（フセヴォロド・ダヴィドヴィチ [F11]）の末裔ではないか
と推定している [Назаренко 2000: С. 187-188]。

192）「スヴィスロチ」(Вислочьскый)は，現在のベラルーシのフロドナ州スヴィスラチ区の都市スヴィス
ラチ (Свіслач)に相当し，グロドノから南へ 82km，ヴォルコヴィエスクから西へ約 15kmに立地して，
かつてはヴァイシュヴィルカス支配下の付属城市だったものが，近隣のヴォルコヴィエスクとともに譲
られて（上注 186参照）ロマン [S3]の支配領になっていたと考えられる。

193）この「イジャスラフ」(Изяслав)は，スヴィスロチでロマンの代官をつとめていた在地リトアニア人
の首領（侯）だろう。グレーブ（上注 191）と同様にスラブ式の名を持っているのは，キリスト教を受
容したことと関係しているか。

194）1248/49年冬のヤトヴャグ人討伐遠征と同様に，シェモヴィト一世は西からヤトヴャグの地へ向けて
遠征して，現地で集合することになっていたのだろう（上注 10参照）。

195）マゾフシェ公シェモヴィト一世のこと。かれは，1248/49年冬と 1253/54年冬のヤトヴャグ人討伐
遠征にも参加していた。

196）クラクフのポーランド大公ボレスワフ五世純潔公のこと。ヤトヴャグ人討伐遠征の目的は，ダニール
とシェモヴィト一世にとっては，かれらを服従させて貢税をとることにあったが，ボレスワフ五世にとっ
ては，国土への襲来の危険性を排除するという副次的な利益だっただろう [Влодарский 1961: С. 126]。
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身が先頭で進軍されるように」。

ダニール [I111]は部隊を整え，だれが〔どの〕部隊を統率するかを決め，自らは先頭を切っ

て進軍した。射手を前方に置いて，他【832】の〔兵を〕道の両側を進ませた。宮廷官に命じて，

自分の後から行軍させた。〔ダニール〕自身は小勢の側近下級従士たちを連れて馬で進んだ。

〔ダニールが〕行軍していると，かれのところに息子のレフ [S2]が一人でやって来て，かれ

にこう言った。「あなたには，〔諸公のうち〕誰も付き添っていません。わたしもあなたに付き

添っていませんが〔それでよいですか〕」。〔ダニール〕王はかれ〔レフ〕に言った。「それでよ

い」。〔ダニールは〕自分の行路を進んだ。

【ダニールの遠征部隊はヤトヴャグ人のボルディキシチャ村に迫る】

アンカド 197）(Анкад)という名のかれ〔ダニール〕の案内人がいた。〔ダニールは〕かれに，

かれの村は焼かないことを約束した。

かれ〔ダニール〕のところに息子のロマン [S3]が一人でやって来た。ボルディキシチャ

(Болдикища)という名の村に到達したとき，〔ダニールは〕レフ [S2]と弟〔ヴァシリコ [I112]〕

を〔村へと〕派兵した。レフはこっそりと村の周囲を巡ると，〔住民の〕全員を斬り殺し，

一人だけを連行して来た。〔ダニール〕王はその者を尋問した。その者は「プリヴィシチャ

(Привища)という名の村にヤトヴャグ人たちが集まっている」と言った。

王はこれを聞くと，アンドレイという下級従士を〔使者として〕遣って，宮廷官に対してこ

う言わせた。「もしわれらを追って〔行軍している〕者たちを見かけたら，われらを追いかけ

て急行して来させよ。部隊に自由行動をとらせ，〔われらに〕追いつける者はそうさせよ」。

〔しかし〕ヴァシリコ公 [I112]は，他の諸部隊に対して「だく足でゆっくりと進め」と言い，

自分の部隊に対しても同じ事を〔言った〕。かれ〔ヴァシリコ〕は若かったので，同じ〔命令の〕

言葉を繰り返して言い，宮廷官に対して，家来たちが自由行動を取らせることを禁じて，部隊

が〔急いで進軍することを〕押しとどめた 198）。

【プリヴィシチャでヤトヴャグ人と戦い，ダニール軍が勝利する】

一人のヤトヴャグ人がボルディキシチャ村 (Олыдикищь)から逃げて来た。かれら〔ヤトヴャ

グ人たち〕が武装をしている〔ということだった〕。かれらは武装していた。〔ヤトヴャグ人の〕

射手たちはプリヴィシチャ (Привища)と呼ばれる村の外れで〔ダニール軍と〕遭遇し，かれ

197）「アンカド」(Анкад)はダニール陣営の協力者となったヤトヴャグ人の村長（おそらくボルディキシ
チャの）の名前だろう。

198）ここでは，ダニールの弟ヴァシリコ [I112]の軍事的能力の拙劣さについて述べられており興味深い。
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らを追った。ダニール [I111]と【833】レフ [S2]はかれらに向かって突進し，大声で「走れ，

走れ，ヤトヴャグ人に向かって」と叫んだ。ヤトヴャグ人は〔ダニール軍が〕たちまちやって

来たのを見て，耐えきれなくなり，敗走に転じた。〔しかし〕かれらは村の中に到ると，再び戻っ

て来た。ダニール [I111]とレフ [S2]は，しかし，かれらを攻撃した。〔ヤトヴャグ人は〕投げ

槍を打ち棄てると，再び敗走に転じた。射手は撃っていたが，かれらには武装兵がついていな

かった。〔ヤトヴャグ人は〕門のところに駆けつけると混乱した。ある者は門の側を駆け回り，

他の者は引き返そうとしていた。多くの者がお互いの上に倒れていた。なぜなら氷が滑らかだっ

たのである。

ダニール [I111]とレフ [S2]は，門に向かって馬で急襲を仕掛け。かれら〔ヤトヴャグ人〕は〔門

に向かって〕駆けたが，引き返すことはなかった。

この日，王〔ダニール〕の上に，かれの軍兵の上に大いなる慈しみがあった。このような〔小

勢の〕従兵だけで傲慢なヤトヴャグ人，ズリナ人 199）(злиньци)，クリスメナ人 200）(крисменцѣ)，

ポケナ人 201）(покѣнцѣ)に勝利したからである。それは聖書に書かれている「戦闘の〔帰趨は〕

軍勢の〔多寡〕にあるのではない，勝敗は神の〔御心の〕中にある」202）の通りである。

〔ダニール〕王はかれらを追ってさらに先へと進軍しようとした。しかし，レフ [S2]はこれ

を制して，「わたしを遣ってかれらを追わせて下さい」と言った。父親〔ダニール〕はかれ〔レ

フ〕を派遣しなかった。

ある戦士が自分の右腕を伸ばして，腰の熊槍を引き抜くと，遠くに投擲して，【834】ヤトヴャ

グ人の侯を撃って落馬させた。かれ〔侯〕は地上に倒れると，血を流して，その魂は地獄に堕ちた。

ダニール [I111]とレフ [S2]は，ある者は縛りつけ，ある者は茂みから引き出して 203）斬り殺した。

宮廷官が部隊を率いて到着した。ダニール王はかれに「お前は悪いことを行った」と言った。

宮廷官は答えて〔言った〕。「わたしが〔悪いのでは〕ありません。わたしの意志ではありませ

199）ヤトヴャグ人の城砦ズリナの住民という意味で，上注 11を参照。
200）「クリスメナ人」(крисменцѣ)はクリスメナの地のヤトヴャグ人（部族）で，クリスメナは，ドゥス
ブルグのペトルス (Petrus de Dusburg)の『プロイセン年代記』(Chronicon terrae Prussiae)に Crasima 
として記されている地名に相当する。現在のポーランド，ヴァルミア・マズーリ県のスコメントノ湖
(Jezioro Skomętno)東岸一帯の古名とされている。[Петр из Дусбурга 1997: С. 313]

201）「ポケナ人」(покѣнцѣ)もヤトヴャグ人部族を指しており，前注の史料で Pokima及び Kymenowと
記されている地名に相当する。前注のクリスメナ人の居住区よりも西に隣接して居住していた。[Петр 
из Дусбурга 1997: С. 311]

202）原文は Нѣсть в силѣ брань, но в Бозѣ стоить побѣда で，文字通りの句は聖書にはないが，『箴言』
21:31の「〔人は〕戦いの日のために馬を備える，しかし勝利は主による」（конь уготовляется на день 
брани: от господа же победа)の文言を意味的にパラフレーズしたものか [Літопис руський, 1989: С. 
415, Прим. 4]。格言として整った形になっていることから，宮廷や軍で諺として流通していたのだろう。

203）ヤトヴャグ人の戦術にとって「茂み」が重要であることについては，上注 28, 29を参照。
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ん。われらに悪しきことをなしたのは使者〔下級従士アンドレイ〕です。われらに正しい言葉

を伝えなかったのです 204）」。

その後，王〔ダニール〕とレフ [S2]は，拘束した者たちを捕虜とすると 205），ヴァシリコ [I112]

およびシェモヴィトのもとに帰還した。かれらは迎えられ，異教徒が滅びたことについて大い

なる喜びがあった。かれら〔ヤトヴャグ人〕の館が焼かれ，かれらの村〔人〕は捕獲された。〔ダ

ニール勢は〕その夜のあいだにプリヴィシチ村に陣を構え，かれらの領地を掠奪し，かれらの

館を焼いた。

翌朝に行軍をして，その地を捕獲して焼いた。タイセイ族 (Таисевиче)，ブリャリ族

(Буряля)，ライモチ族 (Раимоче)，コマト 206）族 (Комата)，ドール族 (Дора)〔の城市〕を焼き，城

市を捕獲し，ステキント (Стекинт)の館をさらに焼き打ちにした 207）。〔ダニール軍は〕コルク族

(Корковичи)の村に陣を置いた。非常に不思議なことに，これだけ多くの軍兵が，馬と自分た

ちをあわせて，2戸の住居〔にあった糧食で〕で充分に食を満たすことができたのである。自

分たちと馬でも食べきれなかった残りものは，焼き捨てた【835】

【ダニールはヤトヴャグ人と和議を行い，貢税を課す】

翌朝，ヤトヴャグ人のもとからユンディル 208）(Юндилъ)が〔馬で〕やって来た。かれは言った。

「ダニールよ，そなたはこのような良き従士たちと，大いなるそなたの部隊を持っている」。

翌朝，〔ダニール軍は〕かれら〔ヤトヴャグ人〕の地を捕獲し，焼き払った。かれら〔ヤト

ヴャグ人〕の軍兵が忌まわしきことをなすことはなかった。かれらは勇敢なときもあったのだ

が。神がかれらの心に恐れをもたらしたのである。

その日の夜，〔ダニール軍は〕沼地の中州に陣を置いた。翌朝ヤトヴャグ人たちが〔馬で〕やっ

204）この会話は興味深い。上の戦闘の記述（上注 198）では，ヴァシリコ [I112]が宮廷官を制してダニー
ル軍に合流させなかったのに，ここでは合流が遅れたことをダニールに叱責された宮廷官は，言い訳で
責任をヴァシリコに負わせず，使者の下級従士アンドレイの責任だとしている。この宮廷官はヴァシリ
コの配下だったので，主人を守ったということだろうか。

205）原文は изоима колодникы で，ロシア語訳は，「ヤトヴャグ人に捕まっていた捕虜を解放する」と訳
しているが，изъимати の動詞はもっぱら捕虜を獲る場合に使われており，また文脈から見ても「捕虜
の解放」は不自然である。

206）「コマト」(Комат)は族長の名として上注 155に言及されている。ここはその族長が率いていた拠点
城市の名前だろう。

207）ヤトヴャグ人部族長ステキントについては上注 154を参照。またその館 (дом)が焼かれたことにつ
いては上注 156を参照。

208）「ユンディル」(Юндилъ)はヤトヴャグ人の族長またはその使者の名。かれは降伏して和議を行うた
めにダニールのもとに来たのだろう。
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て来て，人質を差し出し 209），和議を提案して，〔ダニールが捕らえた〕拘束捕虜を殺さないよ

う願い出た。その後，〔ダニール軍は〕神の慈悲によって，自分たちの敵を攻略して，名誉と

栄光をもって自分たちの地に戻った。

かれ〔ダニール〕は，再びかれら〔ヤトヴャグ人〕と戦うために出陣することを企図し，軍

兵を集めていたのだが，ヤトヴャグ人はこのことを知ると，自分たちの使節と子供たち 210）を

送って来て，貢税を差し出し，かれに隷属すること，自分たちの地の城砦の〔防柵を〕伐り崩

すことを約束したのだった。

6765〔1257〕年

【ダニールはヤトヴャグ人のところに徴税のための使者を派遣する。貢税は神によるものであ

ること：1256 年】

ダニールは，かれら〔ヤトヴャグ人〕から貢税を徴集するために，ポロジシロ

(Положишило)と称するコンスタンチン 211）(Коснятин)を派遣した。コンスタンチンは〔馬で〕

行き，かれらから，黒いテンとオコジョ 212）〔の毛皮〕，銀などの貢税を取った。〔コンスタンチ

ンは〕，軍司令官のシグネフ 213）(Сигнѣв)に対して，ヤトヴャグ人の貢税から贈物を分け与えた。

これは，ヤトヴャグ人が大いなる公ロマン [I11]の息子ダニール王に対して貢税を納めたこと

を，ポーランドの全地に知らせるためであった。大いなる公ロマン [I11]以来，【836】ダニー

ル [I111]を除いて，ルーシ諸公でかれら〔ヤトヴャグ人〕を征服したものは誰もいなかった〔の

209）「人質を差し出し」(дающе таль)はイパーチイ写本の読みで，フレーブニコフ系写本では дающе 
дань（貢税を差し出し）となっている。コトリャールはイパーチイ写本の読みを誤りとしているが
[Котляр 2015: С. 304]，どちらを本来の読みとするか定める確かな根拠はない。直後に人質についての
言及があり（下注 210参照），またルーシ公と異族の間の和議の際に人質 (таль)をとることは行われて
いたことから（[イパーチイ年代記 (10)：316頁，注 482]参照），ここではイパーチイ写本の読みを採
用したい。

210）この「子供たちは」直前にある，和議の際に相手に差し出した人質 (таль)のこと。
211）この「コンスタンチン」はダニールの側近貴族。1230年のガーリチ貴族による反ダニール陰謀の記
事で，千人長デミヤンがダニールに向けて派遣した使者に「コンスタンチン」という人物が記されてお
り [イパーチイ年代記 (11)：174頁，注 14]，同一人物の可能性もあるが，やや年代が離れ過ぎている。
なお，後の 1259年のブラルダイ到来の記事ではホルム防衛の司令官として言及されている（後注 343
参照）。

212）「オコジョ」の原語は бѣль（フレーブニコフ系写本では бѣло）。 
213）「シグネフ」(Сигнѣв)は，ボレスワフ公の治世 (1233年～ 1247年 )にポーランド（マゾフシェ）か
ら派遣されてダニールに仕えていた軍司令官 (воевода)。1248/49年冬のヤトヴャグ人討伐遠征にも軍
司令官として従軍している。上注 8を参照。
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だから〕214）。神によってかれ〔ダニール〕に貢税がもたらされたのである。〔ダニールは〕ポー

ランドの地に対して，自分が雄壮を示し得たのは神によるということを証した。それは，その

〔ポーランドの〕子孫たちの記憶に残すためであった。それは，叡智の年代誌記者が「善行は

永遠に聖なるものとされる 215）」と書いている通りである。〔これまでこの年代記で〕，われらが

多くの戦争について語ってきたこともその通りである。

【ハンガリー王ベーラ四世はオーストリア領割譲のロマンへの誓約を実行せず：1252 年】

さて，われらはロマン [S3]について書いてきたが，以前に書いたことを，今またここに続

けて書くことにしよう 216）。

その後になって，すでに前にわれらが言ったように，〔ハンガリー〕王は〔ロマン [S3]に対して〕

重大な誓約を行ったが 217），ロマン [S3]に対してそれを遂行することはなかった。かれ〔ハンガ

リー王〕はイネペルツェ 218）(Инепѣрьцѣ)の城市にかれ〔ロマン [S3]〕を残したまま，立ち去っ

てしまい，約束しながらかれ〔ロマン〕を助けることはなかった。〔ハンガリー王は〕かれ〔ロ

マン〕の諸城市を手に入れることを望んで，奸策を弄したのである。〔王は〕ロマン [S3]とか

れの公妃 219）〔ゲロトゥルード〕に対して，かれ〔ハンガリー王〕が獲得したドイツの地はすべ

てロマン [S3]に引き渡すことを，大いなる誓いによって神に誓った 220）。公妃〔ゲルトゥルード〕

はかれ〔ハンガリー王〕の習性を知っていたので，〔誓約を〕を十字架〔接吻〕によって固め

させた。ところがいつになってもかれ〔ロマン〕への援助はなかったのである。

214）ダニールの父ロマン公 [I11]が 1196/97年冬にヤトヴャグ人討伐遠征を行ったことについては，『キ
エフ年代記』6704(1196) 年の記事で「ロマンは，かれらの領地を焼き払い，報復をして，帰郷した」
と簡単に触れられている [イパーチイ年代記 (9): 注 54] 。

215）ウクライナ語訳注によれば，ビザンティンの翻訳年代誌『マララス年代誌』(Хроника Иоанна 
Малалаы)からとった一節。

216）以下の記事の内容は年代記記者が断りを入れている上注 114個所からの続きになっている。
217）この「重大な誓約」(обѣт велик)とは，上注 114でベーラ四世が行った「誓約」(обѣт)を指して
おり，内容としては上注 113にある，ゲルトルードとの政略結婚の代償として，「ドイツの地」(земля 
нѣмѣцкая)をロマンに与えることが中心である。

218）「イネペルツェ」(Инепѣрьцѣ)については，先行研究（ロシア語，ウクライナ語訳，[Котляр 2005: 
С.305]ではウイーンから南南東へ約 15kmのヒムベルグ＝バイ＝ウイーン (Himberg bei Wien)に比定
する説が有力だが，新しい研究では，ウイーンの中心地から北へ 12kmほどの郊外にあるクロスターノ
イブルグ (Klosterneuburg)の修道院を指す可能性が高い。この場所は，13世紀の史料では Niwenburg, 
Neuenburg と並んで Naburga claustralisなどの綴りがあり，この Naburuga > Neburka > Неперца の
音推移によってこの綴りが推定できる [Матрынюк 2017: С. 140]。

219）「公妃」(княгини)はロマンの妻ゲルトゥルードを指している。
220）これは原文では「大いなる誓い」(клятва... великая)だが，上注 114及び上注 217の「重大な誓約」

(обѣт великий)と同じことを指すだろう。
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【ロマンはオーストリアでオタカル二世に包囲され，懐柔の提案を受ける：1253 年】

大公 221）(герьць)〔オタカル二世〕はかれ〔ロマン〕を討つべく〔城市イネルペルツェに〕し

ばしば到来していた。ある時，かれ〔大公〕は大軍をもって到来し，かれらは戦い，城市〔イ

ネペルツェ〕から 1ポプリシチェ 222）離れた城の前に布陣した。〔大公は〕城を攻略すること

ができず，懐柔してかれ〔ロマン〕にこう言った。「ハンガリー王と手を切れ。そなたはわし

の同族であり姻戚 223）ではないか。ドイツの地をそなたと分け合おう。ハンガリーのレックス

(рикс)，【837】すなわち王は多くのことを〔そなたに〕約束したが，それを果たしていない。

わしの言うことは真実だ。証人として父たる教皇と 12人の司教をそなたに立てよう。そなた

にドイツの地の半分を与えよう」。

かれ〔ロマン〕は〔答えて〕言った。「わたしは真実をもって，わが父であるハンガリー王

に約束をした。わたしはそなたの言うことを聞くことはできない。なぜなら，誓約を果たさな

いことは辱めを受けることであり罪なのだから」。

【ハンガリー王ベーラ四世は援軍を送らず，ロマンは籠城に苦しみ，脱出を決意する：1253 年】

〔ロマンは〕ハンガリー王のもとに使者を遣って，大公〔オタカル〕がかれ〔ロマン〕に約

束した言葉をすべて知らせ，かれ〔ハンガリー王〕に援軍を求めた。かれ〔ハンガリー王〕は，

かれ〔ロマン〕に援軍を派遣しなかった。〔それどころか王は〕，〔オーストリアの〕諸城市を

自分の特別の所領として求め，かれ〔ロマン〕にはハンガリーの地の別の諸城市を与える約束

をした。公妃〔ゲルトゥルード〕はかれ〔ハンガリー王〕の奸策を見抜いて，次のように〔ハ

ンガリー王〕言った。「あなたは，わたしの息子を奪って〔自分の〕娘のもとに置き 224），人質に取っ

ている。そして，今ではわれらの諸城市まで望んでいる。そのために，わたしたちは〔苦しみ

に〕耐え，飢えで死にかけているのです」。

実際，一人の下女が出かけて，密かにウィーン (Вяднѣ)で食料を買って，〔イネペルツェ城

221）この「大公」(герьць)は，ボヘミア王オタカル二世を指している。当時かれは，バーベンブルグ家
のマルガリータと結婚しており（上注 112, 113参照），オーストリア大公を称していた。

222）「ポプリシチェ」(поприще)はギリシア語のスタディオン (σταδίων)に対応する距離の単位で，当時
はおよそ 1850mに相当した [Романова 2017: С. 203-204]。

223）「同族であり姻戚」(ужика... и своякъ)の「同族」については上注 115を参照。「姻戚」であるとは，
ロマンの妻ゲルトルードが，オタカル二世の妻マルガリータの姉妹であることを指している。

224）ウクライナ語訳注によると，ゲルトゥルードには前の結婚（再婚）の相手，辺境伯ヘルマン四世との
間にフリードリヒという息子がいた。ベーラ四世はまだ 6歳のこの息子を自分の娘との政略結婚の相手
として預かっていた（「人質にとっていた」）と考えられる。この娘は当時 12歳のマルグリートと想定
され，かの女は当時ドナウ川中州に創建された修道院にいたと考えられることから，ゲルトゥルードの
息子もそこにいたことになる [Літопис руський, 1989: С. 416, Прим. 7]。
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内に〕運び込んでいるありさまで，それだけひどい飢えで，もはや馬を食料にしようとしてい

た程だった。

公妃〔ゲルトゥルード〕は言った。「〔ロマン〕公よ，父〔ダニール〕のところに行きなさい」。

かれ〔ロマンの城イネペルツェは〕は包囲されていたので，かれは〔城から〕出ることがで

きなかった。プロスヴェル (Просвѣл)と称するヴェレンゲル 225）(Вереньгѣр)は，かれ〔ロマン〕

の善き〔資質〕を見て力を貸した。二人は戦争でともに戦った仲間だった。〔ヴェレンゲルは〕

ロマンを気の毒に思い，軍勢を率いて到来すると，ロマンを〔イネペルツェ〕城から脱出させ

た。これはすでにわれらが語った，ヴァイシュヴィルカス (Вышелкъ)が【838】ロマンにノヴォ

グルードクを与えた〔以前の〕ことだった 226）。

【ダニールは南ブグ川上流域のタタール支配地へ遠征する：1254/55 年冬】

クレミャネツ (Кремянецькая)におけるクルムシ (Кремьса)との戦争 227）ののち，ダニール

[I111]はタタール人に対する戦争を起こした。〔ダニールは〕弟〔ヴァシリコ [I112]〕と息子

〔レフ〕と評議をして，ディオニシイ・パヴロヴィチ 228）(Деонисий Павлович)〔が指揮する部隊

を〕派兵して，メジボジエ 229）(Межбожие)を攻略した。その後，ダニール [I111]とヴァシリコ

[I112]の家来たちはボロホフ 230）(Болохов)を掠奪し，レフ [S2]の〔家来たちは〕ブグ川流域地

225）「プロスヴェルと称するヴェレンゲル」 (Вѣрентгѣрь, прирокомь Просвѣл)とは，オーストリア史料
にも言及されているオーストリア貴族のヴェルンハルド・プロイセル (Wernhard Preußel)を指している
[Пашуто 1950: С. 256]。 かれはロマンの妻ゲルトルードの支持者の一人だった。

226）これについては，上注 184～ 186を参照。ロマン [S3]は 1253年末～ 1254年初めにウィーン郊外
を脱出して父ダニールのいるホルムに行き，1254年末にはヴァイシュヴィルカスから得た所領ノヴォ
グルードクへ移っている（[Грушевьский-Хронологія: С. 360, 384]）。

227）この戦争については上注 168以下を参照。
228）「ディオニシイ・パヴロヴィチ」(Деонисий Павлович)は，文脈と名・父称の表記からみて，ダニー
ル配下のガーリチの貴族・軍司令官だろう。部隊はガーリチから派遣された。

229）「メジボジエ」(Межбожие)は，南ブグ川上流左岸ブジョク川 (Бужок)河口に位置し，ポニジエ地方
（ボロホフの地）の主要な城市（[イパーチイ年代記 (11)：198頁，注 115]参照）。現在のフメリニツクィ
市に近いメジビジ (Меджибіж) 村に相当する。ガーリチから西に遠征部隊を進めれば 200kmほどの距
離である。
　　ボロホフの地はタタール人の攻略当初から服従して協力していたことから（[イパーチイ年代記 (11)：
注 334]），当時もタタール人の支配の拠点地のひとつになっていたと考えられる。

230）「ボロホフ」(Болохов)は「ボロホフの地」(Болоховская земля)を指すかもしれないが，「メジボジエ」
との対比として，城市を指す可能性が高い。その場合には，スルチ川上流の城市で，ボロホフの地の拠
点城市を指している（[イパーチイ年代記 (11)：注 57]を参照）。
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方 231）(Побожье)を〔掠奪し〕，タタール人の配下の者たちを〔掠奪した〕。

【ダニールはシヴァルンを派遣してボロホフの地のタタール人支配地を攻略する：1255 年春】

春になると，〔ダニールは〕自分の息子のシヴァルン 232）[S5]をゴロドク 233）(Городок)，セモ

ツィ 234）(Сѣмоць)およびすべての城市の討伐に派遣した。〔シヴァルンは〕ゴロドク，セモツィ

およびタタール人の味方をしているすべての城市，そしてゴロデスク 235）(Городескь)とテテレ

フ川 236）(Тетерев)河岸沿いの諸城市 237）をジェディチェヴィエフ 238）(Жедьчевьев)まで攻略した。

ヴォズヴャグリ人 239）(возвягляне)はシヴァルン [S5]を欺き，〔シヴァルンが派遣した〕家令

を捕まえて，家令の仕事をさせなかった 240）。そこで，シヴァルン [S5]は〔自ら〕到来すると，

すべての城市を攻略した。

231）「ブグ川流域地方（ポボジエ）」(Побожье)は，По-Бужье の表記と同じで，南ブグ川上流域を指して
いる。1241年にダニールが占領したボロホフ諸公支配下の諸城市にある「ボジェスキ」(Божьскый)，
「デャディコフ」(Дядьков)なども含まれるかもしれない（[イパーチイ年代記 (11)：注 329～ 332]）。「レ
フの家来たち」(людье... Львови)の部隊はリヴォフ（下注 268）から進発したのだろう。

232）シルヴァルン [S5]は 1254/55年にリトアニア侯ミンダウガスの娘と結婚しており（上注 182），当時
は父親のダニールと一緒の行動をとっていたか。

233）この「ゴロドク」(Городок)は，スルチ川中流左岸支流のツェレム川 (Церем)右岸に位置する城砦で，
現在のジトームィル州，ノヴォグラド＝ヴォルィンスキイ区のゴロディシチェ村 (Городище)に相当す
る。

234）「セモツィ」(Сѣмоць)は，スルチ川中流左岸支流スミルカ川 (Смілка)右岸に位置する城砦で，現在
のジトームィル州，スエムツィ村 (Суємці)に相当する。

235）「ゴロデスク」(Городескь)はテテレフ川（次注）中流左岸に位置する城砦で，現在のジトームィル
州コロスティシウスキ区のゴロドスケ村 (Городське)に相当する。キエフ公領に属し，およそ 100km
東に進めばキエフに到達する近さである。

236）「テテレフ川」(Тетерев)はキエフ公領を南西から北東に向かって流れる川でドニエプル川右岸に合
流する。

237）ゴロデスクからテテレフ川を上流に遡った地域の城砦で，支流のグイヴァ川 (Гуйва)やグニロピャチ
川 (Гнилопять)の流域の城砦（例えばコテルニツァ (Котельница)など）も含むだろう。全体としては
ボロホフの地の東にあたる。

238）「ジェディチェヴィエフ」(Жедьчевьев)は，ジェデチェフ (Жедечев)とも言い，ウクライナ語訳索
引によると，現在のジトームィル州のライゴロドク村 (Райгородoк)近くの遺構に相当するという。テ
テレフ川上流支流グニロピャチ川 (Гнилопять)の河岸近のキエフ公領内に位置し，キエフまでは東北東
方向に 167kmほどしかない。

239）「ヴォズヴャグリ人」(возвягляне)は，城市ヴォズヴャグリ (Возвягль)の住民で，この城市は，ス
ルチ川中流域のスミルカ川 (Смілка)河口近くの城砦で，現在のノヴォグラド＝ヴォルィンスキイ市 (Н
овоград-Волинський)の市域に遺構がある。

240）「家令」の原語は тивун で，公の役人で経済活動全般の管理者を指している。シヴァルンは自分の家
令を徴税のために派遣していたが，ヴォズヴャグリの住民は家令を捕まえて，「家令の仕事をさせなかっ
た」(не вдаша тивунити)，つまりダニールにではなく，タタール人に貢税を納めていたということ。
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かれ〔シヴァルンの到来〕の後で，ベロベレジエ人 241）(бѣлобережцѣ)，チャルニャチン

人 242）(чарнятинци)，すべてのボロホフ人 243）(болоховци)がダニール [I111]のところにやって来

た 244）。

【ミンダウガスはダニールがロマンと合流してキエフ地方へ攻め入ることを勧める 1255 年夏

～秋】

ミンダウガスもダニール [I111]のもとに〔使者を〕派遣して〔こう言った〕。「わしはそなた

のもとにロマン [S3]とノヴォグルードク人 245）(новогородцѣ)を〔援軍として〕派遣する。そな

たは，ヴォズヴャグリ 246）(Возвягль)へ遠征に向かい，そこからキエフ方面へ行くことができる

だろう 247）」。そして，ヴォズヴャグリで合流する期日を定めた。

6766〔1258〕年

【ダニールとヴァシリコはキエフ領との境界のヴォズヴャグリを掠奪して引き上げる：1255年秋】

ダニール [I111]と弟〔ヴァシリコ〕は大軍を率いて，ヴォズヴャグリへの〔遠征に〕出発し

241）「ベロベレジエ人」(бѣлобережцѣ)は，城市ベロベレジエ (Бѣлобережье)の住民で，南ブグ川の最
上流支流ブジョク川 (Бужок)河岸に位置する城砦で，現在のフメリニツクィ州クラシリウスキ区のベレ
フリ村 (Берегелі)近郊の遺構に当たると推定される。ボロホフの地の南に属している。

242）「チェルニャチン人」(чарнятинци)は，城市チェルニャチン (Чернятин)の住民のことで，この城市
は，スルチ川上流支流イコポタ川 (Ікопота)河岸の城砦でボロホフの地に属していた。現在のウクライナ，
フメリニツクィ州のヴェリクィ・チェルニャチン村 (Великий Чернятин)に相当する。

243）「ボロホフ人」(болоховци)は，城市ボロホフ（上注 230）の住民のこと。
244）これらの城市の住民はボロホフの地の南部（スルチ川最上流域，南ブグ川最上流域）に居住している
（なお，コトリャールはこれらすべてを城市名ではなく地域名と理解している [Котляр 2005: С. 307-
308]）。かれら（の代表者）がホルムのダニールのもとにやって来たとは，シヴァルン [S5]による懲罰
遠征によって，これらの城市がタタールへの服従をやめて，従来通りダニールへの貢税支払いを誓った
ということ。

245）当時，ロマン [S3]が，リトアニア人の城市ノヴォグルードクをヴァイシュヴィルカスから受け取り，
公支配をしていたことについては，上注 186, 226を参照。

246）「ヴォズヴャグリ」(Возвягль)については上注 239を参照。
247）この記事では，遠征のイニシアチヴはリトアニア侯ミンダウガスが取っているように読めるが，パ
シュート，コトリャール等は，実際はダニールの意図によるものであり，タタール人が支配を固めて
貢税を徴収しているスルチ川中流域の諸城市を討伐して，自分に従わせるのが遠征の目的だとしている
（[Котляр 2005: С. 308][Пашуто 1950: С. 308]参照）。「キエフ方面へ行く」(къ Киеву)とは，キエフ
公領内にまで進攻して，タタールの支配下でキエフ公領を領有しているにヴラジミル＝スーズダリ公（当
時のキエフ公はアレクサンドル・ヤロスラヴィチ [K41]ネフスキイ）の手からキエフを奪い取る意図も
可能性としてはあったのではないか。
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た。そして，ロマン [S3]とリトアニア人からの報告を待って，コレツク川 248）(Корейки)河岸に

陣を張った。一日中かれらからの報告を待って〔報告がなかったので〕，それからヴォズヴャ

グリへ向かった。

〔ダニールは〕先行して息子のシヴァルン [S5]を派遣していた 249）。それは，かれが〔ヴォズヴャ

グリの〕城市を巡って，誰もかれらの〔城から〕逃げ出させないためだった。かれ〔シヴァル

ン〕が率いた軍兵は 500人だった【839】。城市の住民は公〔シヴァルン〕が率いる兵士たちが

少ないのを見て，城壁の上に立って，〔敵軍を〕嘲笑していた。

翌日，ダニール [I111]が大部隊を率いて，自分の弟〔ヴァシリコ〕と息子のレフ 250）[S2]と

ともにやって来た。住民はこれを見て，かれらは恐怖にとらわれ，耐えることができずに，降

伏した。〔ダニールは〕この城市を焼き，住民を〔城内から〕連行すると，これを山分けした。

あるものは弟〔ヴァシリコ〕に引き渡され，あるものはレフ [S2]に，他のものはシヴァルン [S5]

に〔引き渡された〕。こうして〔ダニールは〕は〔ヴォズヴャグリの〕城市を占領すると，帰

郷の途についた 251）。

【後から来たロマンは掠奪するものがなく引き上げる】

〔その後遅れて〕ロマン [S3]とリトアニア人 252）は城市〔ヴォズヴャグリ〕に到来した。リト

アニア人は城市に攻めかかったが，〔城内には〕焼け跡と広場を走り回る犬どもの他には何も

見出さなかった。〔リトアニア人は〕がっかりして唾を吐き，自分たちの言葉で「ヤンダ」と言っ

た。〔これは〕自分たちの神であるアンダイ (Андай)，ディヴィリクス (Дивирикс)とすべての

自分たちの神々 253），すなわち悪鬼の名を唱えて呼びかけたのである。

その後，ロマン [S3]は小勢の家来を伴って父親〔ダニール〕の後を追い，他の者たちは帰

郷させた。ダニール [I111]とヴァシリコ [I112]は〔勝利を〕言祝ぎ，レフ [S2]は帰郷の途に

248）「コレツク川で」(на Корейки)は，フレーブニコフ系写本では на Корецку となっており，スルチ川
左岸支流の現在のコレチク川 (река Коречик) を指している。かりにその河口からだとヴォズヴャグリ
（現在のノヴグラド＝ヴォルィンスキイ市）まで南東方向へ 37kmほど進まなければならない。

249）これは，上注 232以下のゴロドク，セモツィおよびテテレフ川上流域へのシヴァルン部隊の派遣の
ことを指している。

250）レフ [S2]はすでにリヴォフ（下注 268参照）に拠点を置いており，リヴォフから遠征に参加し，遠
征後はリヴォフに帰郷したと考えられる。

251）ダニール等がヴォズヴャグリ攻略の後にキエフ公領へ進攻しなかったのは，ロマンとリトアニア人の
部隊と合流できず，戦力が足りなかったからだろう（[Котляр 2005: С. 309]参照）。

252）ロマン [S3]に率いられて遠征したノヴォグルードク人（住民からなる民兵）のこと（上注 245参照）。
253）リトアニア人の在来の神々については，上注 80で言及されており，「ディヴィリクス」(Дивирикс)
は「兎の神」とされているが，最高神とも考えられる。「アンダイ」(Андай)は先述の個所に言及され
ている「ノナデイ」(Нънадѣй)と同じ神を指しているか。
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ついた。

【リトアニア人は帰路にルチェスク周辺を掠奪し，これに対してダニールは討伐部隊を派遣し

て勝利する：1255 年冬】

リトアニア人は方針を変えて，掠奪を行い，怒りを隠さなかった。かれらは進軍してルチェ

スク 254）(Лучьск)の周辺を掠奪した。〔このことについて〕ダニール [I111]にもヴァシリコ [I112]

にも知らせることはなかった。

ダニール [I111]に仕える者，ヴァシリコ [I112]の家来，すなわち，ユーリイ 255）(Юрьи)，宮

廷官のオレクサ 256）(Олекса)と他の者たちは，かれら〔リトアニア人〕を討つべく進軍した。

かれらに向かって進軍すると，かれらは川の流れのところまで追い詰め，〔ダニール派遣軍の〕

騎兵が戦った。〔リトアニア人は〕耐えきれずに，【840】敗走に転じた。かれら〔ダニール派

遣軍〕はかれら〔リトアニア人〕を斬り，突き刺し，湖へと追い込んだ。10人もの〔リトア

ニア人が〕馬でなら逃げおおせると考えて，一頭の馬にしがみついていたが，〔氷が割れて〕

たちまち水没した。神が派遣した天使の手で溺れさせられたのである。〔ダニール派遣軍は〕

湖の中に死体，盾，冑を投入した。現地人はそれらを引き出して，大きな利益を得た。リトア

ニア人に対する斬り合いは大規模なものだった。

〔ダニール派遣軍は〕敵を倒し，聖なる女宰聖母を讃美し，戦利品の分け前 257）をダニール

[I111]とヴァシリコ [I112]に送った。ダニール [I111]とヴァシリコ [II2]の二人は異教徒討伐に

おける神の助けを喜んだ。その〔異教徒とは〕，ミンダウガスの家来たち，かれらの軍司令官

254）「ルチェスク」(Лучьск) はストィリ川（下注 264）中流右岸に位置する拠点城市。この城市は，1220
年代はダニールの従兄弟ヤロスラフ [I122]の所領だったが，1227年にヤロスラフはダニールの手で捕
まり，ヴァシリコ [I112]の所領となった。その後，1240年にダニールはこの城市をロスチスラフ [G411]
に与えているが，1241年にキエフがタタール人に攻略されると，ロスチスラフはポーランド，ハンガリー
に去ってしまい，その後の支配公については不明。おそらく，ダニール＝ヴァシリコの代官が管理をし
ていたのだろう。

255）「ユーリイ」(Юрьи)は，ヴァシリコ配下の千人長ユーリイのこと。1253年のダニールのオパヴァ遠
征のときにもヴァシリコにより派遣されて従軍している（上注 123を参照）。

256）「オレクサ」(Олекса)は，アレクセイ・オレシコ (Олексия Орѣшьк)の名で，1227年のルチェスク
でのヤロスラフ [I122]捕縛事件の記事で，ダニール側の軍司令官として記されている [イパーチイ年代
記 (10)：305頁，注 426]。記名やあだ名（「木の実」を意味する）から見て，若く地位は高くなかった
のだろう。かりにこれが同一人物だとすれば，約 30年後のこの時点で，宮廷官に出世し，高齢になっ
て弟のヴァシリコに仕えて従軍していたということになる [Jusupović 2016: s. 230-231]。

257）「戦利品の分け前」は原文では сайгатというチュルク語起源の語が用いられている。1244年頃のリ
トアニアとの戦闘の描写でも同じ言葉が使われており（[イパーチイ年代記 (11)：248頁，注 399]），リ
トアニアとの戦いの場面に特化した用語と考えられる。
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フヴァル 258）(Хвалъ)（かれはチェルニゴフの地で大殺戮を行った 259）），ルシコフ一族のシルヴィ

ド 260）(Сиръвидъ Рюшковичь)である。シルヴィドは逃走し，フヴァルと他の多くの者たちは殺

された。

6767〔1259〕年

【タタール人総督クルムシのヴォルィニ地方への来襲。先遣隊とのヴラジミル城下の戦い：

1255 年末 261）】

クルムシ (Куремьса)は，ダニール [I111]とヴァシリコ [I112]討伐の遠征を行った。それに

ついては報告はなかった 262）。

ヴァシリコ [I112]は〔ヴラジミルへ〕やって来ると，ヴラジミルで〔兵を〕集めた。ダニー

ル [I111]はホルム (Холм)で〔兵を集めた〕。二人はレフ [S2]のもと 263）に使者を遣って，自分

たちのところに来るように言った。

クルムシは，まだスティリ川 264）(Стыр)を渡らないうちに 265），ヴラジミルに向けて家来を派兵

した。城市〔ヴラジミル〕に向けて〔タタール人の先遣隊の〕軍兵が襲いかかって来た時，市

258）「フヴァル」(Хвалъ)については他の史料に言及がないがミンダウガス配下の貴族。
259）具体的な事実関係は不明だが，全体として，1240年代後半～ 50年代にかけて，リトアニア人が，タター
ル人の来襲によって荒廃したルーシの地へ，それも「チェルニゴフの地」すなわちドニエプル川を越え
ての侵攻を繰り返していたことは確かであり，カルピニのヨハネにも同様の証言がある（上注 7を参照）。

260）「ルシコフ一族のシルヴィド」（Сиръвидъ Рюшковичь)はリトアニア侯のひとり。ルシコフ一族
(Рушковичи)は，6723(1215)年のリトアニア諸侯使節団来訪の記事で，有力な一族から 7人の侯の名
が記されており，6754(1246)年の記事では，アイシヴノ (Аишьвно Рушькович)という名の侯が単独
でヴォルィニ地方に進攻して，撃退されている。シルヴィドもこの一族出身の侯で，フヴァルと違って，
独立した部隊を率いていたと思われる。

261）クルムシのヴォルィニ地方来襲の時期については諸説が分かれている。年代記の時系列から見れ
ば，リトアニア人討伐の年の冬，つまり 1255年末となり，フルシェフスキイもその説を採っている
[Грушевьский-Хронологія: С. 361]。なお，ウクライナ語訳は 1257年 11月と時期を限定しているが
理由は不明。

262）クルムシの来襲はダニールとヴァシリコにとって予想外の出来事であり，対抗するための準備が整っ
ていなかったということ。

263）あとで記されるように，レフ [S2]はガーリチ地方の城市リヴォフ (Львов)において公支配を行って
いた（下注 268を参照）。

264）「ストィリ川」(Стыр)はヴォルィニ地方を北に向かって縦断しプリピャチ川 (Припять)に流れ込む
河川。

265）あとの事態の進展から見ると，クルムシ軍の本隊はストィリ川の左岸（東から西へストィリ川を渡る
手前）の城市ルチェスクに布陣して，ヴラジミルを初めとするヴォルィニ地方の攻略を準備していたと
思われる。
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民の歩兵軍が〔城市を〕出て，かれら〔タタール人〕に立ち向かい，かれらと激しく戦った。〔タター

ルの先遣隊は〕城下から離れて，急いでクルムシのもとに駆けつけると，「城市民はわれら〔の

軍〕と激しく【841】戦っています」と告げた。

【ホルムが大火災に見舞われ，城市は混乱する：1256 年頃 266）】

ダニール [I111]とヴァシリコ [I112]は，軍を集めてタタール人と戦うことを望んだ。

ところが，〔われらの〕罪ゆえに，忌まわしい女の手でホルムが焼けるという事態になった。

われらは〔ホルムの〕城市の創建と教会の装いについては後で書くことにしよう 267）。この〔城

市が〕ひどく滅びてしまうのは，万人にとって悔やまれることだった。炎の勢いは激しく，地

面から赤く燃えているのが見えるほどであり，リヴォフ 268）(Львов)からも見えるほどで，強力

な炎に焼かれてベルズの野 269）(поле белзьскыи)が見渡せるほどだった。人々は見て，タタール

人の手で城市〔ホルム〕が焼かれたと〔思った〕。かれらは森林地帯へ逃げ込み，〔もとの場所

に〕戻って集まることはできなかった。

ダニール [I111]は弟〔ヴァシリコ〕と会合して，かれを〔こう言って〕慰めた。「この災い

は神によるものであって，異教徒によるものではない。神に望みをかけ，かれら〔異教徒〕に

悲しみを加えるべきである。そして，そのようになった。

【ダニールとヴァシリコはヴラジミル防衛に駆けつける：1256 年頃】

その後，二人〔ダニールとヴァシリコ〕はヴラジミルへ行き，小勢の従士たちを集めると，

タタールの来襲について，どうかかれらから救い給えと祈った。しかし，従士たちを集めるこ

とが出来ず，二人はあちこちに使者を派遣した。ヴァシリコ [I112]の家来たちが〔城市から〕

出陣し，タタール人を見つけると，かれらと戦った。そして拘束捕虜を捕獲した。

266）このホルムの大火は，クルムシ軍に対する防衛戦の最中であることから 1256年頃のことだろう。
267）これについては下注 277を参照。なお，ホルムの創建について後で記すという同様の言い回しは

6731(1223)年の記事でも記されている（[イパーチイ年代記 (10)：284頁，注 329]参照）。
268）「リヴォフ」(Львов)（現在の西ウクライナの州都リヴィウ (Львів)）については年代記ではこの個所
が初出。レフ [S2]の名にちなんだ城市で，父ダニールもしくはレフ自身の創建になる。建都の年代に
ついては諸説あるが，レフが成年した時期（1240年代中頃）以降であり，1247年にレフがハンガリー
王の娘コンスタンツァと結婚した（[イパーチイ年代記 (11)：注 485]参照）ことが，建都の切っ掛けに
なった可能性は高い（[Котляр 2005: С. 310]参照）。リヴォフは，古都ガーリチとダニールの拠点地ホ
ルムとの中間に位置し，戦略上の好位置にあった。

269）リヴォフから城市ベルズ (Белз)までは北に向かって 60kmほどの距離があり，さらに北に 92km離
れたところにホルム（現在のヘウム）が位置している。リヴォフから北の一帯は平地が広がっており，
それを「ベルズの野」(поле белзьскыи)と呼んでいるのだろう。
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【タタール人によるルチェスク城攻撃と防衛戦：1256/57 年冬】

その後，クルムシはルチェスク 270）(Лучк)に布陣した。神は大いなる奇跡をなした。ルチェ

スク〔城〕は防塞もなく，守りの体制もなかった。【842】そこ〔ルチェスク城内〕へ多くの人々

が駆け込んだ。冬だった。〔スティリ川の〕水量は多かった。かれ〔クルムシ〕はルチェスク

へ近づいたが，〔川を渡渉で〕渡ることはできなかったので，橋を占拠しようとした。〔ルチェ

スクの〕住民は橋を伐って〔壊した〕。かれ〔クルムシ〕は投石機を据えて，〔住民を〕追い払

おうとした。

神と聖〔金口〕イオアンと聖ニコライは奇跡をなした。一陣の風が吹いて，投石機が倒れ，

風の勢いで石がかれら〔タタール人〕の上に落ちた。再び，〔城市めがけて〕激しく投石し始

めたが，神の力によって投石機が壊れた。〔タタール人は〕なんの成功も得られず，自分たち

の地方 271）へ，すなわち原野へ 272）と戻って行った。

【ダニールの拠点城市ホルムの創建について：1237 年頃 273）】

先に，われらはクルムシの戦争，城市ホルムの火災について書いた 274）が，ホルムの城市は

神の意志によって創建されたのである。

ダニール [I111]がヴラジミルを公支配していたとき，かれはウグロフスク (Угорескь)の城

270）「ルチェスク」(Лучк)については上注 254を参照。
271）「地方へ」はイパーチイ写本では в станы（陣営へ）となっているが不自然なことから，フレーブニ
コフ系写本の въ страны（地方へ）の読みを採用した。

272）「すなわち原野へ」(рекше в поле)の原野 (поле)は年代記における用法から見て，ドニエプル川下
流域のかつてポロヴェツ人の居住地だった地方を指しているだろう。

273）城市ホルム創建の時期ははっきりした記録はないが，およそ 1237年頃と考えられる。コトリャール
はホルムについての年代記記録の比較から，「小さな城砦」の創建は 1236年後半～ 1238年前半の期間
と推定している [Котляр 2005: С. 378]。

274）ホルムの大火については上注 266を参照。
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市を創建し 275），そこに主教の座を置いた 276）。ある時，かれ〔ダニール〕は原野に馬で繰り出し，

狩りを行った。そして，丘の上に美しく魅力的な場所を発見した。そこは原野によって囲まれ

ていた。〔ダニールは〕地元の者たちに「この地は何と呼ばれているのか」と訊いた。かれら

は「ホルム 277）(Холм)という名です」と答えた。〔ダニールは〕この地を気に入り，ここに小さ

な城砦を建てることを考えた。そして，神と聖金口イオアン 278）に対して，【843】かれ〔イオアン〕

の名に献じた教会の建立を約束した。こうして，小さな城砦が建てられた。

〔その後，ダニールは〕神が〔タタール人の襲来において〕自分を助け，〔聖金口〕イオアン

が援助してくれたことを見て，別の城市を創建した。これこそ，バトゥがルーシの地のすべて

を占領したときにも，タタール人が攻略できなかった城砦だった。そのとき，聖三位一体教会

は焼け落ちたが，再び建立された。

【城市ホルムに人が集まり繁栄したことについて】

ダニール公は，神がこの地に援助の手を差し伸べているのを見て，ドイツ人，ルーシ人，異

邦人，ポーランド人をここに招聘するようになった。日毎に様々な職人や弟子が来訪し，馬具

職人，弓職人，矢筒職人，鉄・銅・銀の鍛冶職人がタタール人のもとから逃げてやって来た。

生活の活気が溢れ，城砦の周辺の村の平地は住居で一杯になった。

275）「ウグロフスク」(Угорескь)はフレーブニコフ系写本の表記が  Угровескь で，これに拠った読み
が通名になっている。ヴォルィニ地方，西ブク川中流域支流ウゲル川 (Угер) の河口に位置し，現在
のポーランドのウフルスク村 (Uhrusk)近く （ウクライナのヴォルィンスカ州のノヴォウグルスケ村
（Новоугрузьке）から西へ 2.5kmの西ブグ川右岸の遺構 [Майоров 2011: С. 458]） に相当し，ホルム
からなら北北東へ約 20kmと非常に近く，このホルム発見のエピソードのときも，ダニールはこのウグ
ロフスクから出かけたのだろう。当初ダニールは，この城市に政治・教会の拠点を置こうと考えたよう
である。

1210年頃にヴラジミル公になったアレクサンドル公 [I121]がこの城市を自分の領地にしている（[イ
パーチイ年代記 (10)：246頁，注 77]）ことから，城市そのものはロマン公 [I11]の時代から存在して
いたと考えられる。ここでダニールがこの「城市を創建した」(созда градъ)となっているのは，本格
的な城壁を建設した，もしくは，主教座のための聖堂の建設を指しているのだろう。

276）ウグロフスクに主教座が置かれていたことは，6733(1223)年の記事で，ホルム主教イオアンの前任
の主教の「ウグロフスクのヨアサフという人物が勝手に府主教の座に就いてしまい」[イパーチイ年代
記 (10)：285頁，注 330]と記されていることからも確認できる。

277）「ホルム」(Холм)は普通名詞としては「丘」を意味することから，地形由来の名称であることがわかる。
278）ダニールが聖金口イオアン (святой Иоанн Златоуст)に篤い信仰を向けていたことは，本年代記で
この聖人について言及が多いこと，ダニールの甥ウラジーミル・ヴァシリコヴィチ [I1121]の洗礼名が
イヴァン〔イオアン〕(Иван)であることからも了解される。先行研究では，金口イオアンがダニール
の守護聖人であった可能性も指摘されているが，確証されてはいない [Литвина, Успенский 2006: С. 
533-534]。
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【ホルムの聖金口イオアン教会の建立と聖堂の美しさについて】

聖〔金口〕イオアン教会が建てられ 279），美しく華麗なものだった。その建物は次のようだっ

た。四つのドームがあり，それぞれの角にアーチがあり，それは巧みな〔職人〕による人間の

頭部の彫像によって支えられていた。三枚の屋根はローマ・ガラスで飾られ，至聖所の入り口

には石から切り出された二本の柱が立ち，その上部には天蓋と丸屋根があり，それは群青色の

地に金色の星々で飾られていた。内陣の床は【844】磨き上げた銅や錫で葺かれ，まるで鏡の

ように輝いていた。二つの扉は，削り出したガーリチの白石とホルムの緑石を張って飾ってい

た。飾り模様はアヴデイ (Авдьи)という巧みな職人手になるもので，様々な球体や黄金で作ら

れていた。前方の〔西壁の門〕には救世主が描かれ，北側〔の壁〕には聖〔金口〕イオアンが

描かれ，これを見る者はみな驚嘆した。〔ダニールは〕キエフから持ってきたイコン，宝石や

黄金のビーズで〔装飾されたイコン〕で〔聖堂を〕飾った。それは，〔ダニールの〕姉のフェ

ドラ 280）(Федора)がテオドロス修道院 281）から持参してかれ〔ダニール〕に与えた「救世主」お

よび「至聖なる聖母」〔のイコン〕だった。また，イコンをオヴルチ 282）(Уручий)から持ってき

たり，かれ〔ダニール〕の父のものだった「主の迎接」の〔イコンを持ってきた〕。それらは

驚嘆に値したが，〔それらのイコンは〕聖〔金口〕イオアン教会の中で焼けてしまい，奇跡の

イコンの中では，唯一「〔大天使〕ミハイル」〔のイコン〕だけが残った。

鐘はキエフから持ってきたものもあれば，そこで鋳造したものもあったが，すべて炎が灼き

つくしてしまった。

279）この聖金口ヨハネに献じられた教会は，城市の中央に築かれた現在の高い丘 (Wysoka Górka)に，公
の館（下注 283参照）と並んで建てられていたと推定される。なおこの教会については上注 145でも
言及されている。

280）「フェドラ」(Федора)，ギリシア式でテオドラ (Феодора; Θεοδώρα)は，ロマン公 [I11]と最初の妃
プレディスラヴァ（Предислава, キエフ公リューリク [J22]の娘）との間の娘で，生年は 1082年頃。
ダニールにとっては腹違いの姉にあたる。1187-88年に当時のガーリチ公のウラジーミル・ヤロスラヴィ
チ [A12111]の息子（おそらくヴァシリイ）と政略結婚させられたが，情況の急変によりたちまち破綻
して実家に戻され [イパーチイ年代記 (8)：236頁，注 324]，この部分の記述によるとキエフに身を置
いていた（次注）と思われる [Домбровский 2015: С. 302-304]。

281）この「テオドロス修道院」(монатырь Федора)は，1129 年にムスチスラフ [D11] がキエフのウラ
ジーミル街区に定礎した修道院で，12世紀を通してかれの一族の菩提寺の役割を果たしていた。その後，
キエフにおけるロスチスラフ [D116:J]の一族が菩提寺として管理していたようである [イパーチイ年代
記 (8)：227頁，注 261,263]。フェオドラがこの修道院とかかわりを持っていた理由は不明だが，離婚
後（前注）に母親の出身家門であるキエフのリューリク [I2]の一族のもとに預けられて，そこで一生を
過ごしたのではないか。

282）「オヴルチ」(Уручий, Овручи)はリューリク [J2]一族の拠点的な領地であり，プレディスラヴァの
甥にあたるロスチスラフ [J221]が父ウラジーミル [J22]の死後（1239年 3月），公座を置いていた可能
性がある。
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【城市ホルムの天守塔，庭園，コジマ＝デミアン教会などの建設について】

城砦の真ん中には高い塔があり 283），そこから城市の周辺を撃った 284）。その基礎は石組ででき

ており，高さは 15ロコチあった 285）。〔塔は〕削った木材で建てられ，チーズを塗ったような白

塗ですべての側面が輝いていた。

ストゥデネツと呼ばれる井戸が，その〔塔の〕近くにあり深さは 35サージェン 286）だった。

〔聖金口イオアン教会の〕聖堂はいとも美しかったが，銅は〔ホルムの大火の〕炎によって【845】

松脂のように融けてしまった。

〔ダニールは〕美しい庭園を造り，二人の清廉者 287）〔聖コジマとデミアン〕に献じた教会を

建てた。それは，石から削り出し表面を仕上げた 4本の柱を持ち，天蓋を支えている。

同じ〔石から〕至聖なるドミートリイの至聖所 288）〔の柱も造られ〕，それは聖堂脇の扉の前

に立っている。遠くからもたらされた美しい〔柱〕である。

城砦から 1ポプリシチェ 289）離れたところに石の柱が立っている。その上には石造りの鷲が

彫られ，その石〔の柱〕の高さは 10ロコチであり，頭部と基部を加えれば 12ロコチである。

283）この「城砦の真ん中の高い塔」(вежа же средѣ города высока)は，ポロヴェツ人やタタール人の移
動式の幕舎と同じ вежа の語が用いられている。これは，当時のヨーロッパの城郭建築で一般的だった，
石造り城砦の中央に建てられ，公の館を兼ねた多層の「天守塔」（英語 Keep，仏語 Donjon）と同様の
ものではなかったか。ただし，マイオーロフは，これを宗教的な用途が主体の一種の修道院ではないか
と推定している [Майоров 2011: С. 460]。

284）「撃った」(бити)はポゴージン写本は быти となっている。天守塔（前注）の上に弓や弩（いしゆみ）
を据えて，城砦を包囲する軍隊と戦うためと考えられ，以下の 1259年にブラルダイがホルムに到来し
たときにそのような防衛を行っている（下注 339参照）。ロシア語訳はなぜか「周辺を見るために」と
訳している。

285）「ロコチ」(локоть)は長さの単位で，肘から中指の先までの長さに相当する（いわゆる肘尺）。1ロコ
チは 45～ 47cmだから，天守塔の石組みの基礎（石垣）が 15ロコチということは，7mほどの高さだっ
たことになる。その上に木組みの建築物が建てられていた。

286）「サージェン」(сажень)は長さの単位で，中世ロシアでは横に広げた両手の指先の間の長さで 150cm
ほどに相当する。その場合，35サージェンは 53mにもなってしまい現実的ではない。ここのサージェ
ンは，最初期の片手を前方に伸ばした長さに相当すると考えるべきで，その場合 35サージェンは 26m
ほどにあたる。

287）「清廉者」(безмѣздника)は，ギリシア語の ἀνάργυροι の翻訳借用語で，文字通りは「銀を持たない者」
を意味する。この語は通常ルーシでは，聖コジマ (Козьма, Κοσμᾶς) と聖デミアン (Дамиан, Δαμιανός)
の二体聖人をさしており，キリスト教受容の初期から崇拝されてきた。

288）「聖ドミートリイの至聖所」(волтарь пресвятаго Дмитрея)は，コジマ＝デミアン教会に付属して
設けられた，テッサロニキの聖人聖ドミトリオスに献じられた副祭壇 (придел)を指している。

289）1ポプリシチェ (поприще)はおよそ 1.85kmに相当する （上注 222参照）。
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【聖金口イオアン教会の再建について】

〔ダニールは〕こうして城砦が破壊されたのを見た。教会に入って，破壊の様子を目の当た

りにして，とても残念に思った。そして，神に祈ると，再び〔聖堂を〕再建し，主教イオア

ン 290）(Иван)の手で教会堂の献堂式を行った。そして，再び神に祈ると，より堅固でより高い〔聖

堂を〕を創建した。塔は同じものを建てることはできなかった。〔ダニールは〕神を恐れぬタター

ル人に対抗するために他の城砦を建てたのであり，それゆえそれ〔塔〕は建てなかったのである。

6768〔1260〕年 291）

【ダニールはホルムに聖母教会を創建する】

〔ダニールは〕ホルム (Холм)の城市に，至聖にして永久に汚れなきマリアの名の大いなる教

会を創建した 292）。それは，その偉容においても，美しさにおいても古くからある〔諸聖堂に〕

比べて劣らぬものだった。そして，それ〔教会〕をいとも奇しきイコンをもって飾った。〔ダニー

ルは〕ハンガリーの地から紅色大理石【846】の鉢を持参した。それは，奇しき業によって縁

の周囲に蛇の彫刻がほどこされたもので，王門と呼ばれる中堂の門に置かれ，それは聖なる神

現祭のときの水を浄めるための水盤として使われた。その〔鉢〕には福なる主教〔金口〕イオ

アン〔の像が〕美しい木から削り出され，金箔で覆われていた。〔聖堂は〕外側も内側も驚嘆

に値するものだった。

290）「主教イオアン」(Иван)については，6733(1223)年の記事に，ダニールの手によって，ホルムの主
教に叙任されたこと，その経緯が記されている（叙任はおよそ 1260年のこと）[イパーチイ年代記 (10)：
285頁，注 330]。

291）イパーチイ写本だけにあるこの年記は，ダニールによるホルムの建築記事の真ん中に割って入ってお
り不自然である。年記を挿入したイパーチイ写本〔の原本〕の編集者の誤解に由来するものだろう。

292）このホルム（ヘウム）の聖母教会は城市中央に築かれた高い丘 (Wysoka Górka)に聖金口ヨハネ教会
とほぼ並んで建てられていたと推定される。これを「聖母就寝教会」(церковь Успения Богородицы)
に献じられたとする研究もあるが根拠は不明。なお，ダニールは 1264年に没したのち，この教会に埋
葬されている（下注 422を参照）。



－ 172 －

富山大学人文学部紀要

【タタール人軍司令官ブラルダイの到来：1256/57 年】

時が過ぎ 293），神を恐れぬ悪しきブラルダイ 294）(Буранда)は多くのタタール部人隊とともに大

軍をもってやって来た。そして，クルムシが占めていた地位に就いた 295）。ダニール [I111]はク

ルムシと戦争を行ってきたが，クルムシを恐れていなかった。なぜなら，ブラルダイが大軍と

共に到来する以前に，クルムシは一度たりともかれ〔ダニール〕を害することはできなかった

のだから 296）。

〔ブラルダイは〕ダニールに使節団を遣ってこう言った。「わしはリトアニアを討伐に行くと

ころだ。そなたが，〔わしの〕味方である 297）のなら，わしと共に〔討伐遠征に〕出兵せよ」。

【ダニールはリトアニア討伐遠征参加を余儀なくされ，ヴァシリコを派遣する】

ダニール [I111]は弟〔ヴァシリコ [I112]〕と息子〔レフ [S2]〕と共に〔協議の席に〕座して，

悲しみながら先のことについて諮った 298）。〔みなは知っていた〕。ダニール [I111]が出兵しても，

293）このタタール人ブラルダイの到来の時期について，フルシェフスキイは前の記事からの時系列からみ
て 1256/57年と推定している [Грушевьский-Хронологія: С. 361]。ただし，『ヴォスクレセンスカヤ
年代記』の並行記事では，1258年の項に「この年にタタール人はリトアニア全土を征服した」として
いる [ПСРЛ Т.7,  2001: С. 162]。これは，どちらとも定め難い。

294）「ブラルダイ」(Буранда)（邦語文献では「ボロルタイ」「ブルンダイ」の表記も）は年代記で 
Бурундай, Бурондай などと表記されるモンゴル軍の軍司令官，バトゥ配下の万人長。本年代記では，
1238年にブラルダイの襲撃によってヴラジミル〔クリャジマ河畔の〕公ユーリイ・フセヴォロドヴィ
チ [K3]が殺された記事で，最初に言及されている（[イパーチイ年代記 (11)：225頁，注 252]を参
照）。ルーシ史料ではおよそ 20年ぶりの登場だが同一人物と見てよいだろう。1251年にモンケが第 4
代皇帝に就くとき，バトゥの指示によってモンケの援軍に派遣されていることから，西征の後は，サ
ライのバトゥのもとで仕えていたと考えられる。1256年初めにバトゥが没し，後継者とされた息子の
サルタクも 1257年に死亡して，サライでは不安定な政情が続いた（[Карпов 2011: С. 287-288]）。お
そらく，このような混乱の中で，1256/57年にタタール軍のガーリチ・ヴォルィニ地方のモンゴル総
督が，クルムシからブラルダイに交代して，ブラルダイは活発な遠征を展開し始めたのだろう（次注，
[Грушевьский-Хронологія: С. 361]参照）。

295）ここの ста на мѣстѣх Куремьсѣнѣх を，ロシア語訳（ウクライナ語訳も同様）は遠征と関係づけて
「〔クルムシがかつて布陣した同じ〕場所に陣を張った」と訳しているが，ここは，英訳のように，クル
ムシが占めていたガーリチ＝ヴォルィニ地方の総督の地位を引き継いだと理解するべきだろう（前注も
参照）。

296）原文では分かりにくいが，年代記記者は，それゆえに，ダニールは後任のブラルダイも恐れてはいな
かったが，和議を結んでいたためやむを得ず遠征に参加した（次注），と言いたいのではないか。

297）「そなたが味方である」(еси мирен)は，あまり使われない表現で，ダニールがタタール人と和 (мир)
を結んで，相手に服従している状態にあることを指している。そのため，ダニール＝ウラジミルコ陣営は，
タタール人に服従していないリトアニア人に対する，ブラルダイの遠征への参加を余儀なくされたので
ある。

298）この協議は当時のダニールの本拠地であったホルムもしくはヴラジミルで行われた。
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善いことはなにもないだろうということを。全員は協議を行って，ヴァシリコ [I112]が兄〔ダ

ニール〕の代わりに進軍をした。〔ダニールは〕ベレスチエ 299）(Берестье)まで弟を送り，〔そこ

からは〕自分の家来たちを〔ヴァシリコに従軍させた〕。〔ダニールは〕神にして聖なる救い主，

解放者 300）〔のイコン〕に祈りを捧げた。【847】そのイコンはメリニク 301）(Мѣлник)の城市の聖

なる聖母教会にあったもので，現在も大いなる栄誉を献げられている。ダニール王 [I111]はか

れ〔ヴァシリコ〕に対して，この〔救世主のイコンを〕飾りで装飾することを約束した。

【ヴァシリコはブラルダイと合流して，ともにリトアニアの地を掠奪する】

ヴァシリコ [I112]はひとりで 302）ブラルダイの後を追ってリトアニアの地を進軍した。〔かれ

は〕どこかの場所でリトアニア人を発見して，これを打ち破り，捕虜の分け前 (сайгат)として

ブラルダイのもとへと連行した。ブラルダイはヴァシリコ [I112]を称賛して〔言った〕。「そな

たの兄が来ないにしても〔そなたは大したものだ〕」。そして，〔ブラルダイは〕かれ〔ヴァシリコ〕

とともに〔リトアニアの地を〕襲撃して，掠奪を行った。

かれ〔ヴァシリコ〕は自分の甥のロマン [S3]を探しながら 303），リトアニアの地とナリシアの

地 (земля... Нальшаньска)を 304）掠奪した。〔ヴァシリコは自分の〕公妃と自分の息子のウラジー

299）「ベレスチエ」(Берестье)は，西ブク川右岸近くに位置しており，ヴァシリコの年少のころからの領
地で，これまでもリトアニア人，ヤトヴャグ人討伐遠征のときには，出発の拠点となってきた。

300）「聖なる救い主，解放者」(святой Спас избавник)は，キリストを描いたイコンを指している。「救い主」
(спаситель, спас)と「解放者」  (избавитель, избавник)はキリストについての祈祷文では頻繁に対義
語として用いられ，ヴァシリコにとって守護イコンの役割を果たしていたか。ここでは，コンスタンティ
ノポリスを解放したという伝説があり 12世紀にはルーシに広がった「聖顔布」(Спас нерукотворный)
の図像のイコンではなかったかと推定できる。

301）「メリニク」(Мѣлник)は西ブグ川中流域右岸に位置し，現在のポーランド，ビャウストク県のミ
エルニク村 (Mielnik)に相当する。ベレスチエ（現在のブレスト）から近く，ブグ川を下って北西へ
55kmほど離れている。ベレスチエの付属城市としてヴァシリコの所領になっていたのだろう。以下の
記述で分かるように，ダニールはこのリトアニア人討伐のあいだ，ここに拠点を置いていた。

302）「ひとりで」(одиному)とは，上述の協議の結果を受けて，ダニールと一緒ではなく単独でということ。
303）ここは記述に時系列の混乱がある。当時ロマン [S3]はヴァイシュヴィルカスから受け取ったノヴォ
グルードクの城市を支配していたが（上注 185, 224参照），下注 308にあるように，ヴァシリコの来襲
を知ったヴァイシュヴィルカスによって捕らえられてしまった。そのためヴァシリコはロマンを取り戻
すために探していたのである。

304）「リトアニアの地とナリシアの地」(земля Литовьская и Нальщаньска)とは，いわゆる黒ルーシ地
方ではなく，それより北のアウクシュタイティア地方を指している。中でも「ナリシア」(Нальщаны; 
Nalšia, Nalšena, Nalsen, Nalse)は，ほぼ，ネマン川中流域左岸，特にその左岸支流メルキス川 (Merkys, 
Мяркіс)流域一帯を指し，現在のリトアニア東部と，ベラルーシとの国境地帯に相当する。当時，ナリ
シアは，リトアニアと同盟した独立勢力だったために，ここでは別記されているのだろう。
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ミル 305）[I1121]を兄のもとに置いていた。

【ダニールは独自にヴォルコヴィエスクと周辺城市を攻撃する：1257 年頃】

その後，ダニール王 [I111]は，ヴォルコヴィエスク (Волковыеск) を襲撃して，占領し，グレー

ブ侯 306）(Глѣб князь)を捕虜にすると，かれら〔ヴォルコヴィエスクで捕獲した捕虜たち〕を〔ホ

ルムへと〕送還した。〔ダニールは〕かれ〔グレーブ〕に対しては名誉ある扱いをした。なぜなら，

なによりも〔ダニールが〕ヴォルコヴィエスクへ襲撃を仕掛けたのは，自分の敵であるヴァイ

シュヴィルカス (Вышелк)とタウトヴィラス (Тевтивил, Тевтил)を捕獲するためだったからで

ある 307）。〔ダニールは〕かれら〔二人〕を〔ヴォルコヴィエスク〕城内で見つけることはできず，

かれら〔二人を〕を〔城外の〕家畜小屋などを捜すために，自分の家来たちを派遣したが，二

人を見つけ出すことはできなかった。なぜなら，二人は大いなる策略をなしたのだから。すな

わち，ヴァイシュヴィルカスはかれ〔ダニール〕の息子ロマン [S3]を捕まえたのである 308）。

305）ヴァシリコ [I112]の息子である「ウラジーミル」(Володимер)[I1121]についてはこの個所が初出。
生年は明確ではないが，間接的な証言を総合すると 1247年末～ 49年秋と推定され [Домбровский 
2015: С. 406]，この時点ではまだ 10歳に満たなかったため，ヴァシリコはこのときの遠征には加えず
メリニクにいた兄ダニールに妃とともにかれの保護を託したのである。これ以降，本年代記ではかれに
ついて頻繁に言及されている。

306）「グレーブ侯」(Глѣб князь)の文言は，イパーチイ写本では 2回繰り返されているが，これは写字生
の不注意によるミスだろう。グレーブは，ロマン [S3]の岳父で（かれに関する諸説は上注 191参照），
城市ヴォルコヴィエスクの侯だった。ダニールとヴァシリコにとっては姻戚に当たる人物である。

307）ダニールは，リトアニア支配下の黒ルーシ地方で依然として勢力を保っていたヴァイシュヴィルカス
（ミンダウガスの息子）とその従兄弟のタウトヴィラス（かれは一時ダニールを庇護を受けていた。上
注 105参照）を自らの手で捕え，タタール勢に対して屈服の意を表明させることを企図したのではない
か。そうすることで，ダニールのタタールに対する立場は確実に強化されることになる。なお，コトリャー
ルは，グレーブがミンダウガスへの恐れからガーリチ＝ヴォルィンスキイ公の黒ルーシ地方の権益を守
らないと見たダニールが，自ら支配に乗り出したと見ている [Котляр 2005: С. 313]。

308）リトアニア侯ヴァイシュヴィルカスは，ダニールと和議を結んで，1254年頃に自らの領地をロマン
[S3]に引き渡したが（上注 186），今回ヴァシリコがタタール人と組んで来襲して来ることを知って，
ダニール陣営（ヴァシリコ）に対抗する戦略上の捕虜として，ロマンを捕まえたのである。これによって，
1257/58年にヴァイシュヴィルカスはノヴォグルードクの支配公に復帰したことになる。
このことはダニール側から見れば和議の違反，つまり「大いなる策略」(велика лесть)ということ

にもなる。その後，ロマンはポーランド史料によれば 1259年にサンドミェシュ包囲戦に参加し（下注
356参照），ポーランドの内訌でマゾフシェ公を支援していることから（[Щавелева 1978: С.312-313]
参照），捕虜の身からは解放されたのだろう。しかし，1262年のテルナフ（タルヌフ）諸公会議（下注
390）の記事に出席者として名がないことから，1260年頃には没したと考えられる [Котляр 2005: С. 
313]。
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そこで，〔ダニール [I111]〕は再びミハイル 309）(Михаил)〔の部隊〕を派遣して，ゼルヴァ

川 310）(Зелева)流域を掠奪し，かれらを探しだそうとしたが，見つけ出すことはできなかった。

【ダニールはグロドノ攻撃を企図し，息子レフをメリニクまで呼び寄せて，遠征の準備をする】

その後，〔ダニールは〕グロドノ (Городен)を襲撃することを思いついた。二人〔ヴァイシュ

ヴィルカスとタウトヴィラス〕がそこに居ると考えたのである 311）。〔ダニールは〕息子のレフ [S2]

と自分の家来たちを呼び寄せるための使者を遣った 312）。〔ダニールとレフの遠征部隊は〕城市

メリニク (Мѣлник)に到着した。かれ〔ダニール〕はグロドノ (Городен)に進軍することを望み，

かれら〔遠征部隊〕はみな急いでいた。

【ダニールの遠征軍はヴィズナへ偵察隊を派遣する】

ダニール王 [I111]のもとにポーランド人からの報告 313）が届いた。タタール人はヤトヴャグ

人【848】のところにいるとのことだった。レフ [S2]は「あなたの軍兵も，その馬も飢えてい

ます 314）」と言った。かれ〔ダニール〕は答えてかれ〔レフ〕に言った。「われらは偵察隊をヴィ

309）この「ミハイル」(Михаил)は，ロシア語訳の注によれば，ピンスク公ミハイル・ロスチスラヴィ
チ [B321322]を指し，かれは，1244/45年のリトアニア侯レングヴェニスとダニール＝ヴァシリコとの
戦いの場面で言及されている（[イパーチイ年代記 (11)：注 403]）。かれは政治的にダニールに従属し
ており，このときも依然としてピンスクの公座に就いていたと考えられる。「再び（…）派遣」(пакы 
посла)とは，ダニールが自らのヴォルコヴィエスクへの遠征のときに，ピンスクからの参加をミハイ
ルに命じたことを指しているだろう。なお，コトリャールはこの「ミハイル」をダニール配下の単なる
軍司令官としている [Котляр 2005: С. 314]。

310）「ゼルヴァ川」(Зелева; Зельва, Зелевь)はネマン川の左岸支流でヴォルコヴィエスクに近い。現在の
ゼリヴャンカ川 (Зельвянка)に相当する。

311）「グロドノ」(Городен)は，ヴァイシュヴィルカスの旧支配地である黒ルーシ地方の北西にある主要
な城市であり，二人が捕虜としたロマン [S3]を連れてそこに逃げ込んでいる可能性は高かったのだろ
う。

312）ダニール（当時おそらくホルムにいた）は，リヴォフにいる息子レフ [S2]のもとに使者を派遣して，
すぐさまグロドノ遠征のための部隊を組織させ，ホルム周辺の城砦にいた家来たち (люди)にも同様の
遠征を呼びかけた。レフと家来たちは，グロドノへの遠征の途上，遠征の拠点となる城市メリニクで合
流したと考えられる。

313）この「ポーランド人」(ляхи)は，当時ダニールと同盟関係にあった，マゾフシェ公シェモヴィト一世
（上注 3）を指している。ヤトヴャグの地はマゾフシェ公が勢力拡張を狙っている土地であり，シェモヴィ
トにとって，タタール人の侵攻，掠奪は無関心ではいられなかったはずである。

314）このレフの発言は，明らかにダニールのグロドノへの遠征の企てを諫止している。



－ 176 －

富山大学人文学部紀要

ズナ 315）(Визна)へ向けて派遣しよう」。ダニール王 [I111]は，〔偵察隊の〕軍兵たちとその馬に

充分な食料を与えた。

【ヤトヴャグの地にいたブラルダイは，ダニールがメリニクにいることを知って，そこへ向かう：

1258 年中頃】

それ以前に，弟〔ヴァシリコ [I112]の消息〕を知るために，二人の使者が〔ダニールによっ

て〕ヤトヴャグ人のもとに派遣されていた。タタール人がヤトヴャグ人のもとに到来したとき，

この使者たちは捕らえられて，「ダニール [I111]はどこにいるのか」と尋問された。二人は「ミ

リニク (Милник)〔メリニク〕にいます」と答えた。かれら〔タタール人〕は言った。「すなわち，

われらの味方（ミルニク）である 316）かれ〔ダニール〕の弟〔ヴァシリコ〕は，われらとともに〔リ

トアニアの〕掠奪を行っている〔のだから〕。そこ〔メリニク〕へ行こうではないか 317）」。

〔ダニールとレフが派遣した〕偵察隊はかれら〔タタール人の遠征部隊〕とすれ違って遭遇

せず 318），かれら〔タタール人〕はドロギチン 319）(Дорогычин)へ向けて進軍していた。

ダニール [I111]のもとに〔そのことについて〕報告が届き，〔ダニールは〕レフ [S2]とシヴァ

ルン [S5]を去らせた，ウラジーミル [I1121]も〔去らせた〕320）。〔ダニールは〕かれら〔三人に〕言っ

た。「お前たちがわしのもとにいれば，お前たちはかれらの陣営に加わり〔タタール人と一緒に，

315）「ヴィズナ」(Визна)は，ナレウ川 (Narew)右岸にあり，ヤトヴャグ人の地とマゾフシェ公領との境
界に相当するポーランド人側の拠点城砦だった（上注 37を参照）。ダニールはレフの諫言（前注）を受
けて，タタール人の動向も考え合わせて，少数の偵察部隊のグロドノ方面への派遣を決めたのである。
ヴィズナはメリニクからグロドノへの想定される行路のほぼ中間地点に相当する。

316）「われらの味方」(мирникъ нашь)は，上注 297のブラルダイの言葉を踏まえて，ダニールの所在
地「ミリニク」(Милник)〔メリニク〕にかけた地口・語呂合わせである。

317）ブラルダイ率いるタタール人のリトアニア討伐軍がメリニクのダニールのもとに「行こう」(туда 
идемь)というのは，ヴァシリコだけでなく，ダニールも参加させて，リトアニア討伐をさらに大きく
展開させようとのブラルダイの戦略に基づくものだろう。

318）この文言について，「態度を決めずに姿を現そうとしないダニールについて，タタール人〔ブラルダ
イ〕はその捕獲を狙ったように見える」とコトリャールは解釈している [Котляр 2005: С. 314]。しかし，
事態の流れから見れば，前注のようにリトアニア征服戦略にダニールを取り込むための行動であり，「捕
獲」まで想定するのは読み込み過ぎではないか。

319）「ドロギチン」 (Дорогычин)は現在のポーランドのドロヒチン (Drohiczyn)に相当する西ブグ川河岸
の城砦で，ダニールが滞在していたメリニクからだと，西ブグ川を下って 27kmほどと非常に近い。つ
まり，タタール軍はメリニクへ向けて軍を進めたのである。

320）ダニールは，グロドノ遠征のためにリヴォフから呼び寄せた二人の息子レフ [S2]とシヴァルン [S5]，
ヴァシリコが保護を委ねていったその息子のウラジーミル [I1121]をメリニクから「去らせ」(послаша 
<...> вонъ)て，それぞれ帰郷させている。シヴァルン [S5]については呼び寄せの記述はないが，年少
であったため，出発地のホルムから父のダニールに同行していたのだろう。
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リトアニア人に対する〕襲撃をせざるを得ないだろう。もし，わしが…321）」。

その後，１年が経過した 322）。

6769〔1261〕年

【しばらくの平静とヴァシリコの娘オリガの結婚：1259 年 10 月頃】

全地は平静だった。

この日々に城市ヴラジミルのヴァシリコ公 [I112]のもとで結婚式が行われた。〔ヴァシリコ

は〕自分の娘オリガ (Олга)をチェルニゴフのアンドレイ・フセヴォロドヴィチ公 [C412211]に

嫁がせようとしていた 323）。そのとき，ヴァシリコ [I112]の兄ダニール [I111]が，自分の二人の

息子レフ [S2]とシヴァルン [S5]とともに〔出席して〕いた。他の諸公も多く，貴族たちも多く〔い

た〕。城市ヴラジミルでは【849】盛大に〔祝いの〕宴が催された。

【ブラルダイの再度の到来，ヴァシリコ等はシュームスクで出迎える：1259 年 10 月～ 11 月】

そのとき，ダニール [I111]とヴァシリコ [I112]のもとに〔ブラルダイの使者による〕報せが

321）すべての写本について，テキストは途切れており，内容的に完結していない。この時期のタタール人
とダニールの関係を証言するはずの重要な記述が中断していることから見て，当然，編集過程での意図
的な破棄が疑われる（[Ужанков 2009: С. 303-305]参照）。

　　なお，本年代記編集の観点から見ると，この個所で，研究史では「ガーリチのダニール年代誌」
(Летописец Даниила Галицкого)と通常呼ばれている，本『ガーリチ・ヴォルィニ年代記』の前半部
分の編集単位が終わっている。

322）イパーチイ写本では「1年が経過した」(минувшему лѣту)だが，フレーブニコフ系写本では「2年
が経過した」(минувшима двѣма лѣтома)と，はっきりとした異読がある。先のブラルダイの来襲か
ら始まる一連の遠征が主に 1257年を中心に行われたことから数えると「2年が経過した」がより信憑
性が高いか（[Грушевьский-Хронологія: С.362]参照）。

323）このアンドレイ・フセヴォロドヴィチの同定については，当時チェルニゴフ公だったと考えられるフ
セヴォロド・ヤロポルコヴィチ [C41221]の息子と推定できる [Baumgarten 1927: tabl. XII n. 4]。

　　当時のチェルニゴフの支配公については，1246年にミハイル・フセヴォロドヴィチ [G41]がサライ
で処刑されて（[イパーチイ年代記 (11)：注 368]参照）以降，年代記ではほとんど言及されていない。
ドニエプル左岸に位置するチェルニゴフ公領はおそらくモンゴル総督クルムシの直接支配に編入されて
公支配は弱体化し，オレーグ一族ではあるが，ミハイル [G41]の遠縁にあたるフセヴォロド・ヤロポル
コヴィチ [C41221]の手に渡ったと思われる [Baumgarten 1927: tabl. IV n. 58] 。本来は新郎の拠点地
で行われるべき結婚式 (свадба)が，新婦の出身地ヴラジミル＝ヴォルィンスキイで行われていること
からも，チェルニゴフ公権力の弱体化ぶりが推察される。このアンドレイ [C412211]は，亡命のような
かたちで岳父にあたるヴァシリコ [I112]の庇護を受けていたのかもしれない。
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来た。呪われた忌まわしいブラルダイ 324）(Буронда)が進軍して来るというのである。二人の兄

弟〔ダニールとヴァシリコ〕はこのことについてとても悲しんだ。なぜなら，〔ブラルダイは〕

こう言って寄越したからである。「そなたたちがわしの味方であるなら，わしを出迎えよ。わ

しを出迎えない者はわしに仇なす者である 325）」。ヴァシリコ公 [I112]は自分の甥のレフ [S2]と

ともに，ブラルダイに会うために出発した。ダニール公 [I111]は弟〔ヴァシリコ〕に同行せず，

自分の代わりに自分の〔城市〕ホルムの主教イオアン 326）(Иван)を〔ブラルダイのもとへ〕派

遣した。

ヴァシリコ公 [I112]はレフ [S2]および主教〔イオアン〕とともにブラルダイに会うために

出発した。多くの贈物と飲み物 327）を持参し，シュームスク 328）(Шумьска)でかれ〔ブラルダイ〕

と会合した。ヴァシリコ [I112]はレフ [S2]および主教〔イオアン〕とともに，贈物を持って

かれ〔ブラルダイ〕の御前へ参上した。この者〔ブラルダイ〕はヴァシリコ公 [I112]とレフ [S2]

に対して大いなる怒りを発した 329）。猊下〔主教イオアン〕は大きな恐怖に立ちすくんでいた。

その後，ブラルダイはヴァシリコ [I112]に言った。「そなたたちがわしの味方であるなら，

324）「ブラルダイ」については，数年（2年）前の 1256/57年のリトアニア遠征の記事では「神を恐れぬ
悪しき」(безбожный злый)の形容語が付いていたが（上注 294参照），この記事では「呪われた忌ま
わしい」(оканный проклятый)と別の形容語が付されている。これは記者（編集者）の交代を反映し
ているだろう（上注 321参照）。

325）このブラルダイの言葉で，「味方」(мирници)と「仇なす者」(ратный)の語が対比的に用いられている。
この対比は，『キエフ年代記』で何度も引用されている格言「平和は戦争まで，戦争は平和まで」(миръ 
стоить до рати, а рать до мира)にも見ることができる（[イパーチイ年代記 (5)：注 73]などを参照）。

326）「ホルム主教イオアン」(Иван)については，上注 290でホルムの金口ヨハネ教会の献堂式を行った主
教として言及されている。なお，教会の高位聖職者が公の代理人として政治・外交の使節の長として派
遣されることは，当時の慣習としては普通のことだった。

327）この「飲み物」(питье)は，おそらくルーシの宮廷で飲まれていた酒 (вино)を指している。タター
ル人との外交使節儀礼の中で贈物 (дар)としての酒がとりわけ重要な役割を果たしていたことは，1246
年のダニールのバトゥ＝ハンへの参内のエピソードからも見ることができる（[イパーチイ年代記 (11)：
注 461以下を参照 ]）。

328）「シュームスク」(Шумьска)は，ゴルィナ川支流ヴェリヤ川 (Велья)河岸の城砦。現在のウクライナ，
テルノーピリ州の都市シュムシク（Шумськ)に相当する。ヴラジミルからだと，南東方向に 150kmほ
ど離れている。ブラルダイは拠点地であるドニエプル下流域から南ブグ川を遡行する方向でポニジエ地
方を通過してこの城市に到達したのだろう。

329）この「大いなる怒りを発した」は原文では，велику опалу створти。この表現は，君主が臣下に向
ける激怒，叱責を意味しており，年代記記者もブラルダイとヴァシリコの主従関係を前提に記述してい
る。ブラルダイが「激怒した」直接の理由は記されていないが，事態の進展から見て，タタール人のガー
リチ＝ヴォルィニ地方の管理（貢税徴集や兵力・労力の徴発など）にとって，防備が整った城砦が各地
に残され，いつでも抵抗の拠点になることを，ブラルダイは懸念して怒りを発したのだろう。
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自分のすべての城市〔の防備〕を取り壊せ 330）」。〔そこで〕レフ [S2]はダニーロフ (Данилов)

とストジェク (Стожек)331）〔の防備を〕取り壊した。そして，そこから人を派遣して，リヴォフ

〔の防備も〕取り壊させた。ヴァシリコ [I112]は人を派遣して，クレミャネツ 332）(Кремянѣц)と

ルチェスク 333）(Луческь)〔の防備を〕取り壊させた。

【ブラルダイの怒りを知ったダニールはポーランドへ逃げる：1259】

ヴァシリコ公 [I112]はシュームスクから (ишь Шюмьска)，〔主教〕イオアンを〔城市ホルムの〕

自分の兄ダニール [I111]のもとへ先行して派遣した【850】。主教はダニール公 [I111]のところ

に着くと，起こったことをかれ〔ダニール〕に語り始め，ブラルダイの怒りについてもかれに

証言した。ダニール [I111]は恐れをなして，ポーランド人のもとへ逃げ出し，またポーランド

人のもとからハンガリー人のもとへと逃げた 334）。

【ブラルダイは城市ヴラジミルを武装解除する：1259 年】

こうして，ブラルダイはヴラジミルへ向けて軍を進めた。ヴァシリコ公 [I112]はかれ〔ブラ

330）ブラルダイが要求した「城市を取り壊す」(розметати город)とは，城砦の城壁・城柵を取り壊して
無防備状態に置くこと。以下の「〔土塁と壕の〕埋め戻し」(роскапати)も同じく，相手の降伏・恭順を
保証させる示させる方策である。

331）「ダニーロフ」(Данилов)と「ストジェク」(Стожек)は互いに 2kmほどしか離れていない城砦で，
ストジェクは現在のテルノーピリ州シュムシク区スティジョク村 (Стіжок)に相当する。ダニーロフは
そこから東北へ 2km離れた丘のダニロフカ村 (хутор Даниловка)遺構に同定されており，シュームス
クからだと，西北西へ 20kmほど行ったごく近傍である。両方ともダニールの手で丘の上に新しく建設
された城砦で投石機に対する防備に優れていた（[Котляр 2005: С. 315-316]参照）。ヴァシリコは，恭
順の証として，取りあえず近場の新しい城砦の防柵を壊したということになる。

332）「クレミャネツ」(Кремянѣц)は，ベリヤ川 (Велья)とイクヴァ (Иква)川の上流地帯に位置してい
る。現在のウクライナ・テルノーピリ州クレメネツ市 (Кременець) に相当する。シュームスクからだと，
西へ 28kmほどと非常に近い。1253年頃のクレムシの来襲のときもこの城市に来ており（上注 169参
照），この地方の中心城市の一つだった。

333）ストルィ川 (Стырь)中流河岸の「ルチェスク」(Луческь)（現在のルーツク市 (Луцьк)）はヴォルィ
ニ公領にとって中心的な城市で，シュームスクからだと北西へ 90kmほど離れている。

334）このダニール [I111]のポーランドおよびハンガリーへの逃走については別史料がある。1260年 7月
12日に，オーストリアとハンガリー国境のクレッセンブルンにおいて，オタカル二世・プシェミスス
ルがハンガリー王ベーラ四世の部隊に決定的な勝利を収めた。この，長期にわたるオーストリアの王位
継承権の争奪抗争を決定づけた戦闘の際に，オタカル二世がローマ教皇アレクサンドル四世に送った書
簡の中に「ルーシの王ダニールとかれの息子たち，その援軍にやって来た他のルーシ人，タタール人た
ち」と戦ったという記述がある。またこの戦いには「クラクフのボレスワフ公と〔その息子の〕若いウ
エンチツァ公のレシェク〔二世〕」も参戦していたとある [Майоров 2012б. С. 47-48]。つまり，ダニー
ルの「逃亡」には，ハンガリー王への援軍をポーランドで組織して，ポーランド諸公とともにともにハ
ンガリーへ遠征したという側面も想定することができるだろう。
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ルダイ〕に同行していた。かれ〔ブラルダイ〕が城市〔ヴラジミル〕へ到達する手前で，ジタ

ニ 335）(Житань)で夜営をしたとき，ブラルダイは〔城市〕ヴラジミルについて言った。「ヴァシ

リコ [I112]よ，城市〔ヴラジミル〕〔の防備を〕取り壊せ」。ヴァシリコ公 [I112]は，城市〔ヴ

ラジミル〕についてひとりで思いを巡らしはじめた。なぜなら，それ〔城市〕が広大なため速

やかに取り壊すことはできなかったからである。そして，〔ヴァシリコは〕城市〔の防柵〕を

焼くよう〔使者を遣って〕命じ，一夜ですべて〔の防柵が〕焼き尽くされた。

翌朝，ブラルダイはヴラジミルに到来し，城市〔の防柵が〕すべて焼き尽くされているの

を自分の眼で見た。そして，〔ブラルダイは〕ヴァシリコ [I112]の館で食事をして飲み始め

た 336）。食事をして飲み終わった〔ブラルダイは〕その夜，ピャチドゥニ 337）(Пятидны)で休息した。

翌日，〔ブラルダイは〕バイムル 338）(Баимур)という名のタタール人を〔ヴァシリコのもとへ〕

派遣した。バイムルは公〔ヴァシリコ〕のもとに馬でやって来ると言った。「ヴァシリコ [I112]

よ，ブラルダイはわしを派遣して，わしに城市〔ヴラジミル〕〔の土塁と壕を〕を埋め戻すよ

うに命じた」。ヴァシリコ [I112]はかれ〔バイムル〕に言った。「そなたに命じられたことをな

すがよい」。〔バイムルは〕城市〔の土塁と壕を〕勝利のしるしとして埋め戻し始めた。

【ブラルダイはホルムを攻めようとするが，ヴァシリコの妙策によって降伏せず：1259 年】

その後，ブラルダイが【851】ホルム (Холм)へとやって来た。ヴァシリコ公は自分の貴族

たち，自分の家来たちとともに，かれ〔ブラルダイ〕に同行した。一行がホルムに到着すると，

城市は〔城門を〕閉じていた。一行は〔城市に〕近づくと，そこから離れたところで幕営を

張った。かれ〔ブラルダイ〕の軍兵は何もすることができなかった。なぜなら，その〔城市

の〕中には貴族たち，身分の高い者たちがおり，城市の守りは投石機や弩弓によって堅固だっ

335）「ジタニ」(Житань)は，西ブグ川支流ルーガ川 (Луга)右岸にあった村で，現在のヴォルィニ州ヴォ
ロディムィル＝ヴォルィンシキイ区ジタニ村 (Житані)に相当する。ヴラジミルへは北西へ約 9km行け
ば到達する。

336）タタール人との外交における酒にかかわる贈物や接待の重要性については上注 327を参照。
337）「ピャチドゥニ」(у Пятиднѣхъ)（イパーチイ写本の読みは у Пятидна）は，ルーガ川 (Луга)左岸に
ある現在のピャチドゥニ村 (П'ятидні)に相当する。ヴラジミルの城市からは西へ 7kmほど離れており，
タタール人遠征軍の宿営に適した場所だったのだろう。

338）「バイムル」(Баимур)は情況から判断して，ブラルダイの側近の高位の軍司令官だが，ウクライナ語
訳の注は，名前の一致からだろう，かれをジュチの年少の息子トカ＝テムル（Тука-Тимур，ペルシア
語 Tūqā Tīmūr：のちのカザン，カザフ，クリミア諸ハン国王朝の始祖）の息子バイムル (Бай-Тимур)〔バ
イ＝テムル〕に比定している（[Літопис руський, 1989: С. 421，прим. 4]）。
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たからである 339）。

ブラルダイは城市〔ホルム〕が堅固で，これを攻略することはできないことを知ると，ヴァ

シリコ公 [I112]に次のように話し始めた。「ヴァシリコ [I112]よ，見よ，これはそなたの兄

の城市である。行って，住民に話すがよい。〔城市を〕引き渡すようにと」。こうして，ヴァ

シリコ [I112]に 3人のタタール人，すなわちクイチイ (Куичий)，アシク (Ашик)，ボリュイ

(Болюй)という名の者たち 340）を同行させて派遣した。さらに加えて 341），ヴァシリコ [I112]が話

すルーシの言葉を理解する通訳を付けた。かれらは城壁の下にやって来ると，〔ヴァシリコは〕

住民に向かって話し始めた。かれ〔ヴァシリコ〕とともに派遣されたタタール人たちは〔次の

ヴァシリコの言葉を〕聴き始めた。「僕（しもべ）の 342）コンスタンチン 343）(Костянтин)よ，また，

そなた，別の僕（しもべ）のルカ・イヴァンコヴィチ 344）(Лука Иванкович)よ。見よ，これはわ

が兄とわしの城市である。降伏せよ」。〔ヴァシリコは〕こう言うと，小石をひとつ下方へ落と

した。かれら〔住民たち〕に巧妙な手段で知らせたのである。戦うように，降伏しないように

339）城市ホルムの防衛については，先のホルムの城市建設の記述の中で，塔 (вежа)の上から撃つことが
できた（上注 284）という記述がある。つまり，投石機 (порокы)や弩弓 (самострѣлы)を城市中心に
建てた塔の上に持ち上げたのだろう。なお，コトリャールはこの個所について，ホルムは丘の上に高く
盛り土をした城砦だったため，タタール側の投石による攻撃に対しては強い防衛力を発揮した，ことを
強調している [Котляр 2005: С.316-317]。

340）この名が挙げられている 3人はヴァシリコが裏切らないようにする監視役だが，かれらの身分など
詳細については不明。

341）原文は，イパーチイ写本が к тому に対して，フレーブニコフ系写本は Хому と通訳の名前ともとれ
る表記になっている。ここでは，前者の読みを採用した。

342）「僕（しもべ）の」(холопе)という呼格を用いた呼びかけが，政治・社会的従属関係をあらわす言葉
として使われることについては [イパーチイ年代記 (11)：注 470]を参照。ここでは，ヴァシリコはガー
リチ防衛にあたる貴族に対して，自分が「主人」であり，自分の命令に聴き従わねばならないことを，
この言葉を用いることによって，監視役の 3人のタタール人に知らしめようとしたのだろう（[Горский 
2019: С. 362]参照）。

343）「コンスタンチン」(Костянтин)はポロジシロ (Положишило)と称されるダニールの側近貴族で，
1256年にはヤトヴャグ人のもとへ徴税のための使者として派遣されている（上注 211）。ダニールにとっ
てはホルムの守備を託するに信頼できる人物だったことが分かる。

344）「ルカ・イヴァンコヴィチ」(Лука Иванкович)は，コンスタンチンと同様にホルムの貴族で軍司令
官だったことが推定できる。父称をともなっていることから身分は高かったに違いない。
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と。〔ヴァシリコは〕この言葉を三度口にして，三度石を下方へと投げた。この大いなる公 345）

ヴァシリコ [I112]は，あたかも住民を救うために神から派遣された【852】ごとく，かれら〔住

民たち〕に巧妙な手段でものの理（ことわり）を知らせたのだった 346）。

コンスタンチンは，城市の胸壁に上に立って，智恵によってヴァシリコ [I112]からかれに与

えられたものの理（ことわり）を理解して，ヴァシリコ公 [I112]に言った。「立ち去るがよい，

さもないとそなたの額に石礫をお見舞いするぞ。そなたはもはやそなたの兄〔ダニール〕の兄

弟ではない，かれ〔ダニール〕に仇なす者だ」。公〔ヴァシリコ〕とともに城下に派遣されたタター

ル人たちは，これを聴くと，ブラルダイのもとに戻り，ヴァシリコ [I112]がどのような言葉を

住民に語ったか，住民がそれに対してヴァシリコに何を語ったかについて報告した。

【ブラルダイはホルムから西へ向かいポーランド領内に進攻する：1259 年】

その後，ブラルダイは速やかにルブリン 347）(Люблин)へ向けて出発した。そして，ルブリン

からザヴィホスト 348）(Завихвост)へ向かい，ヴィスワ川 (рѣка Висла)に到着した。そして，ヴィ

スワ川の渡渉地点を見つけると，川の対岸へと渡り，ポーランドの地の掠奪を始めた。

345）ヴァシリコ [I112]に対する「大いなる公」(великый князь)の称号はこの個所が本年代記では初め
てである。これまでこの称号は父親のロマン [I11]に対して使われることが最も多く，さらにヴラジミ
ル＝スーズダリの支配公ユーリイ [K3]に用いられてきた。また，ヤロスラフ [K4]とポーランドのマゾ
フシェ公コンラート一世（上注 1）に対しても死亡記事の中で用いられている。全体として本年代記では，
この称号は死亡した公に対する称揚的な働きが強い。その意味では，称賛の文脈ではあれ生きているヴァ
シリコについてこの称号が用いられているのは，やはり編集者の交代によって，用語の理解が変わった
ことによるのではないか。

346）ブラルダイはヴァシリコに監視役と通訳をつけて，ホルム住民へ降伏勧告をするよう強いたが，ヴァ
シリコは実際に発した表向きの勧告の言葉とは裏腹に，その身振りによって徹底抗戦すべきことを伝え，
ホルム側も了解したという，この興味深いエピソードの身振りについての解釈は難しい。歴史家イロヴァ
イスキイは，この石を下方へ投げる身振りは投石の比喩であり，「降伏するのではなく，投石機を使っ
て防衛せよ」とのメッセージであると説明している [Иловайский Т. 1(2) 1880: С. 472 ]。

　　なお，ヴァシリコが，機転を利かせることで敵を幻惑して目前の危機を回避したエピソードは，1230
年のガーリチ貴族の反ダニールの謀議の記事にもあり（[イパーチイ年代記 (11)：178頁，注 5]参照），
ヴァシリコの聡明さを生き生きと伝えている。

347）現在のポーランド，ルブリン県の都市ルブリン (Lublin)に相当する。ホルムからは西へ 64kmほど
離れている。なお，この先ブラルダイがとった，ホルム⇒ルブリン⇒ザヴィホスト⇒ヴィスワ川渡河⇒
サンドミェシュの遠征行程は，従来，ダニール等のヴォルィニ公がポーランド（サンドミェシュの地）
へ遠征を行うときのルートであり（[イパーチイ年代記 (11)：注 375,383]参照），ブラルダイのこの遠
征路の選択にはヴァシリコ [I112]の関与（助言，案内など）があったことが推察される。

348）「ザヴィフホスト」(Завихвост)は，現在のポーランドのザヴィホスト (Zawichost)に相当するヴィ
スワ川左岸の城市で，ルブリンからだと南西へ 70kmほどのところにある。ここにヴィスワ川の渡河地
点（渡渉地）があった。
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【ブラルダイによるサンドミェシュ攻囲戦：1259 年 11 月】

その後，〔ブラルダイは〕スドミール 349）(Судомирь)〔サンドミェシュ〕に到来し 350），〔この城

市を〕あらゆる方向から包囲して封鎖すると，城市の周囲に投石機を据え付けた。そして，昼

夜を分かたず執拗に投石を行った。〔城内からの〕矢によって，胸壁 351）の内側に侵入すること

はできなかった。4日間戦闘が続き，4日目に城砦の胸壁を撃ち落とした。

タタール人たちは城壁に梯子を立てかけ始め，こうして城内へと這い上って来た 352）。先頭に

は【853】二人のタタール人が戦旗 (хоруговь)を手に城壁の上へ這い登り，斬ったり突いたり

しながら城壁の上を走りだした。その一人は城壁の一方の側を巡り，もう一人は別の側を巡り

始めた。

一人のポーランド人がいた。かれは，貴族でも高い身分の者でもなく，平民だったが，甲冑

もまとわず，上衣だけの姿で手槍を手に必死になって，あたかも強固な盾のごとく守り，記憶

に値する仕事をなした 353）。かれは，ひとりのタタール人に向かって突進し，これと衝突するや，

そのタタール人を殺した。別のタタール人が背後から駆け寄ってきて，このポーランド人を打

ち，ポーランド人はその場で殺された。

人々は城壁の上のタタール人たちを見て，内城へ向かって 354）われ先にと駆け出した。しかし，

城門のところで足の踏み場もなく〔動けなく〕なった。城門の橋の幅が狭かったのである。あ

る者は互いに押し合い，他の者は橋から壕へと藁束のように落下した。壕は見たところ非常に

349）「スドミール」(Судомирь)は，ヴィスワ川左岸のマウオポルスカ地方の中心城市のひとつで，現在
のサンドミエシュ (Sandomierz)に相当する。サヴィフホストからなら，ヴィスワ川左岸沿いに 15km
南へ遡れば到達する。（[イパーチイ年代記 (11)：注 277]参照）

350）フルシェフスキイは，『ヴィエルコポルスカ年代記』(Kronika wielkopolska)の中の記述「使徒アン
ドレアス祭日〔11月 30日〕の前 (ante festum Andrea apostoli)」に拠って，ブラルダイのサンドミェシュ
来襲を 1259年 11月に比定している [Грушевьский-Хронологія: С.362]。

351）「胸壁」(забороло)は城砦の土塁や市壁の土台の上に組み上げて建てた木製の防備柵のこと。数層に
なるよう高く組み上げられることもあり，敵の投石攻撃や侵入から城砦を守った。

352）この部分の戦闘場面の描写は，ヨセフス・フラヴィウス『ユダヤ戦記』のスラブ語版第 1書 18章の
ヘロド王による宮殿襲撃の場面と表現が似ており，そこからの借用が想定される（[Мещерский 1958: 
С. 198]などを参照）。ただし，当時のサンドミェシュ城砦は急峻な丘の上にあり，この描写は現実を無
視した全面的な借用というわけではないようである。

353）この「記憶に値する仕事をなした」(сотворити дело помяти достойно)の表現は 1281年の記
事でも繰り返し使われている。ヨセフス『ユダヤ戦記』第 6書 3章に「ロギンという若者が記憶に
値する仕事をなした」 «уноша, именемъ Логинъ дело сътвори достойно памяти»との表現があり 
[Мещерский 1958: С. 411]（[ユダヤ戦記 (3)：46-47頁 ]参照），情況も似ていることから，やはり借
用が想定される。

354）「内城」(дитиньцъ)とは，現在の王宮 (Zamek królewski)の場所をさしている。城市南端の小高い場
所にあり，城市とは細い道でつながっている。
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深く，死体で溢れていた。死体の上をあたかも橋のようにして歩かねばならなかった。城内の

兵営は藁で覆い隠されていたが，それが次々と火で燃え上がった。〔サンドミェシュの〕城市

が炎上し始めたのである。

この城市には幾つかの石造りの教会があり，大きくて立派で，美しく輝いていた 355）。削った

白い石材で建てられたもので【854】，それには〔避難してきた〕人々が満ちていた。教会の屋

根は木材で覆われていたが，それは焼け始め，教会堂も炎上した。その中には数え切れないほ

どの人がいた。

〔防衛側の〕戦士たちだけがなんとか城市から逃げ出した。

翌日，典院たちが，司祭，輔祭たちとともに教衆を集めて，聖体礼儀を唱った。最初に自分

たち自身が聖体を拝領し，その後に貴族とその妻子たちが〔聖体拝領をした〕。こうして貴賤

をとわず全員が〔聖体に与った〕。そして，告解が始まった。ある者は典院たちに，他のもの

は司祭や輔祭に〔告解を行った〕。なぜなら，城内には多数の人々がいたからである。その後，

〔人々は〕十字架を手に，蝋燭や香炉を携えて城外に出た 356）。貴族やその夫人たちは結婚式の

衣装で身を飾り，貴族の家来たちはかれらの前を，その〔貴族の〕子供たちの前を連れて〔歩

いた〕。大いなる泣き声と慟哭があった。夫は自分の妻のことを嘆き，母親は自分の子供のこ

とを嘆き，兄は弟の〔ことを嘆いた〕。かれらを慈しむ者は誰もいなかった。神の怒りがかれ

らに向けられたのだから。

かれら〔住民〕は城市から追い出され，タタール人はかれらをヴィスワ川沿いの防塁の

355）この教会は，サンドミェシュ首座教会の処女マリア教会で，カジミェシュ二世正義公の命令によ
り建設され，1191年に献堂されている。現在の聖母生誕大聖堂（バジリカ）(Bazylika Narodzenia 
Najswietszej Maryi Panny)にの礎石部分に，わずかながら古い教会の跡が確認できる [Kronika 
halicko-wołyńska 2017: s. 212, przyp. 1320]。

356）サンドミェシュ住民が城外へ出た事情について『ヴィエルコポルスカ年代記』(Kronika wielkopolska)
の第 130章に次のように記されている。「ルーシ諸公，すなわちルーシ王ダニールの弟のヴァシリコ
[I112]，それから〔ダニールの〕息子たちレフ [S2]とロマン [S3]は，包囲が長引いているのを見て，
城砦に立て籠もる住民を欺こうと考えた。かれらは身の安全を保障して，住民と会合した。安全の保証
をタタール人に願い，城砦と中の財産を差し出せば，命は助けるだろうと説得したのである。住民は（…）
諸公の忠言に欺されて（…）城門を開いた」[Великая хроника 1987: С. 184]。ルーシ諸公，ルーシ人
のサンドミェシュ包囲の参加について本年代記には言及がないが，ヴァシリコとレフが，ホルムからル
ブリン経由でサンドミェシュまでブラルダイ軍に従軍していた（従軍を強いられていた）ことは事態の
進展から見て疑いなく，これは本年代記記者の故意の沈黙によるものである。ロマン [S3]については，
『ヴィエルコポルスカ年代記』に拠るかぎり，1258年にヴァイシュヴィルカスの手で捕虜になったが
逃げ出して（もしくは解放されて），父ダニールの庇護のもとに戻ったことが分かる（上注 308参照）。
[Щавелева 1978: С.312]も参照。
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間 357）に収容した。かれらは防塁の間に 2日間身を置いて，その後かれらは打ち殺され始めた。

男も女も全員で，かれらの中で〔生き残った者は〕一人もいなかった 358）。

【ブラルダイは転戦して，サンドミェシュの地ルィセツを攻略する】

それから，〔タタール人は〕ルィセツ 359）(Лысць)【855】の城砦へとやって来た。かれらは

〔城砦へ〕到来すると包囲した。〔ルィセツの〕城砦は森林の中の丘の上にあった。そこには

石造りの聖三位一体教会 360）(Святоѣ Троицѣ)があった。城砦は守りが堅くなかったため，〔タ

タール人は〕これを占領すると，貴賤を問わず〔住民を〕斬り殺した。その後，ブラルダイ

(Бурандай)は戻って 361），自分の移動幕舎 (вежа)へと帰って行った。

このようにして，スドミール〔サンドミェシュ〕の攻略 (Судомирьскому взятье)は終わっ

た 362）。

6770〔1262〕年　

【リトアニア人がマゾフシェを襲撃。シェモヴィト公は殺され，コンラート公は捕虜となる：

1262 年 6 月 23 日】

リトアニア人がミンダウガスのところから〔派遣されて〕ポーランド人を掠奪するために進

357）この「ヴィスワ川沿いの防塁の間」(болоньи возлѣ Вислы)は，内城（現在の王宮 (Zamek królewski)）
から南へヴィスワ川に下った場所に築かれた土塁のあった場所を指しているだろう。

358）最終的なサンドミェシュの城市の陥落とブラルダイ軍による住民の殺害は，1295年の教皇ボニファチ
オス 8世の勅書に基づいて，1260年の 2月 2日と推定することができる。つまり，サンドミェシュ攻
囲戦は 2ヶ月近く続いた大規模な戦闘だった [Kronika halicko-wołyńska 2017: s.211, przyp. 1314]。

359）「ルィセツ」(Лысць)は，歴史的にウィサ・グラ〔狐山〕(Łysa Góra)と呼ばれた山で，現在のシフィェ
ンティクシシュ県シフィェンティクシシュ〔聖十字架〕山地 (Góry Świętokrzyskie)の頂上地点に当たっ
ている。サンドミェシュから北西方向に 52kmほど離れている。ポーランド語訳注によれば，異教の霊
場だった山頂の場所に 11世紀初めにベネディクト修道会が修道院を建設したことが始まりとされてい
る。ここで「城砦」(город)としているのは，住民が居住する場所というより，山上の立地を利した避
難地を指しているのだろう [Kronika halicko-wołyńska 2017: s. 212, przyp. 1324]。

360）この教会について，ポーランド語訳注によると，現在ウィサ・グラの山頂にある聖十字架修道院の建
物の基礎部分には，ロマネスク様式の聖堂の遺跡が確認されており，この聖堂を指していた可能性があ
る [Kronika halicko-wołyńska 2017: s.212-213, przyp. 1326]。

361）フレーブニコフ系写本は「戻って」(назад)だが，イパーチイ写本は「西へ」(на западъ)となっている。
後者は状況的に不合理であることから誤記と見なして，前者の読みを採った。

362）本年代記の記述では，ブラルダイの遠征軍はサンドミェシュとその周辺を攻略した後に，自分たちの
根拠地（ドニエプル川下流域）へ帰還したように書かれているが，タタール軍の分遣隊はクラクフまで
到達し 1260年の末まで大規模な掠奪と捕虜獲得を行っている。
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軍した。オスタフィ・コンスタンチノヴィチ 363）(Остафьи Костянтиновичь)[H441]もかれら〔リ

トアニア人〕と一緒だった。かれは呪われた無法の者で，リャザンから逃亡してきたのだった。

リトアニア人はヨハネの日 364）の前夜，まさにクパラの日に，エズドフ 365）(Ездов)を急襲した。

そこで，シェモヴィト公 366）(Сомовит князь)を殺し，かれの息子のコンラート 367）(Кондрат)を捕

まえた。多くの捕虜を捕獲した。このようにしてから，〔リトアニア人は〕帰郷した 368）。

363）「オスタフィ・コンスタンチノヴィチ」 (Остафьи Костянтиновичь)はギリシア式の名「エフィスタ
フィ」(Евстафий)の異形。リャザン人の共通性と父称から，1242年の記事にある，ロスチスラフ [G411]
の手でリャザンからペレムィシェリへ代官として派遣されていた，コンスタンチン・ウラジーミロヴィ
チ [H44]（[イパーチイ年代記 (11)：240頁，注 347]）の息子に当たると推定されている（[Котляр 
2005: С. 263][Носенко 2015: С.164-166]参照）。1242年にダニール派遣軍に追われてオスタフィは父
とともにガーリチからハンガリーに逃げ，その後，リトアニアのミンダウガスのもとに軍司令官として
勤務したのだろう（[イパーチイ年代記 (11)：241頁，注 350]参照）。ここでは，公族でありながら，
リトアニア人のミンダウガスに勤務して，ポーランドへの遠征の指揮をとっていたことから，年代記記
者にとっては「呪われた無法者」(оканьный и безаконый)という形容がなされたのだろう。
　　ただし，ポーランド語訳注は，年代の懸隔があるとして公族説を斥け [Kronika halicko-wołyńska 

2017: s. 213, przyp. 1329]，リャザン出身の貴族 (боярин)だったとしている（ロシア語訳注も同じ）。
364）洗礼者ヨハネ生誕の日で 6月 24日に相当する。記事の時系列やポーランド史料によるシェモヴィト
公の没年（下注 366）から，年代は 1262年と推定される。

365）「エズドフ」(Ездов)は，現在のワルシャワ市内のワジェンキ公園 (Park Łazienkowski)の周辺にあっ
た城砦。現在のウヤズドフ区 (Ujazdow)にその名称が残っている。ヴィスワ川河岸に築かれたマゾフシェ
公領の城砦の一つで，当時シェモヴィト父子はここに拠点を置いていた。

366）「シェモヴィト」(Сомовит)はマゾフシェ公シェモヴィト一世 (Siemowit I Mazowiecki)（在位 1248
～ 1262年）（上注 3参照）のことで，かれはマゾフシェ公就位の時点から一貫してダニール [I111]と
は友好関係を保っており，対ヤトヴャグ人遠征も共同して行っている（1253年 , 1255年）。かれの死の
情況や時期については，ポーランド史料とほぼ一致している [Грушевьский-Хронологія: С. 362-363]。

367）「コンラート」(Кондрат)は，チェルスク公コンラート二世 (Konrad II)（マゾフシェ公の在位 1264
年 -1275年）を指し，シェモヴィト一世（前注）の長男で，この時はまだ 12歳ほどだった。かれは，
リトアニアで 2年間虜囚生活を過ごしたのちに 1264年に解放されてマゾフシェに戻り，弟のボレスワ
フ二世と共同統治を行った。1275年以降はチェルスク (Czersk)に公領を移し，1294年に没している。

368）このリトアニア人のマゾフシェ襲撃について，15世紀の歴史家ヤン・ドゥウゴシュ『ポーランド王
国年代記』第 7書 1262年の項には，ルーシ人も襲撃に加わっていたこと，リトアニア人はルーシ人と
同盟を結び，森林を密かに通って，夜襲を仕掛けてシェモヴィトと息子のコンラート，配下の騎士をエ
ズドフ (Iaszowsko, Iaszdow, Iaszden)で捕らえ，大規模な掠奪をおこなったこと，ルーシ人はポーラン
ド人へ憎しみを持っており，シヴァルン（Swamirus, Swarro,）〔ダニールの甥になっている〕が，シェ
モヴィト苛んで残酷に殺したこと，コンラートはミンダウガスの息子〔ヴァイシュヴィルカス〕のおか
げで命がすくわれ，同じ年に買い取られて解放されたこと，などが記されている [Długosz ks.7-8, 2004: s. 
167-168][Dlugossi Liber 7/8, 1975: p. 135-136]。また，同様の情報は『ヴィエルコポルスカ年代記』
(Kronika wielkopolska)の第 138章にも記されている [Великая хроника 1987: С. 188]。ただし，これ
までのダニールとシェモヴィト公との同盟関係や直後の記事のヴァシリコとミンダウガスの対立関係か
ら見て，この襲撃への組織的なルーシ人の参加は不思議である。
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【リトアニア人がカメネツ方面を襲撃する。ヴァシリコは討伐隊を派遣する：1262 年夏～秋】 

ミンダウガスは忘れていなかった。ヴァシリコ公 [I112]が勇者 369）〔ブラルダイ〕とともにリ

トアニアの地を掠奪したことを 370）。そこで，〔ミンダウガスは〕ヴァシリコ [I112]討伐の軍隊

を派遣し，カメネツ 371）(Каменец)の周辺を掠奪した。

ヴァシリコ公 [I112]はかれら〔リトアニア人〕に対して進軍することはしなかった。なぜなら，

別の戦いを予定していた 372）からである。〔ヴァシリコは〕かれら〔リトアニア人〕に対してジェ

リスラフ 373）(Желистав)とステパン・メドゥーシニク 374）(Степан Медушник)を派遣した。かれ

ら〔派遣部隊は〕かれら〔リトアニア人〕を追ってヤソルナ 375）(Ясолна)のところまでさえ来たが，

かれらに追い付くことはできなかった。なぜなら，〔リトアニア人は〕小勢で，捕虜を連れた

だけであり，それゆえに素早く逃げたからだった 376）。

【リトアニア人がメリニク方面を襲撃し，多くの捕虜を獲る：1262 年夏～秋】

他の〔リトアニアの〕軍隊はその【856】〔週の〕日曜日にメリニク 377）(Мѣлник)周辺で掠

369）「勇者」(богатырь)はモンゴルの武将の称号で，ここではブラルダイを指している。かれが「勇者」
と呼ばれていることについては [イパーチイ年代記 (11)：225頁，注 252]を参照。

370）1256/57年にブラルダイが大規模なリトアニア討伐遠征を行ったとき，ヴァシリコが援軍として従軍
を余儀なくされたことを指している（上注 303以降を参照）。

371）ヴォルィニの地に Каменец (Камень)の地名をもつ場所は複数あるが，情況から判断して，この「カ
メネツ」(Каменец: フレーブニコフ系写本は Камена) は，プリピャチ川上流支流のツィリ川 (Цырь) 川）
河岸にある，現在のカメニ＝カシルスキイ (Камінь-Каширський)を指している。ヴォルィニ地方北部
に位置し，ヴラジミルからだと，北北東に 95km離れており，ピンスクからだと逆に南西方向に 95km
進まなければならない（[イパーチイ年代記 (10)：261頁，注 179]参照）。

372）この「別の戦い」(другая рать)とは，次に述べられる，メリニク方面へのリトアニア人来襲に対す
る迎撃を指しているのだろう。

373）「ジェリスラフ」(Желистав)は，ヴァシリコ [I112]とウラジーミル [I1121]に仕える軍司令官として，
これ以降 1285年までの記事で言及されている。

374）「ステパン・メドゥーシニク」(Степан Медушник)はこの部分が初出だが，ジェリスラフ同様に軍
司令官と考えられる。

375）「ヤソルナ川」(Ясолна)は，プリピャチ川の左岸支流で，現在のヤセリダ川 (Ясельда, Ясольда, 
Jasełda)に相当し，河口はピンスクから東へ 23kmほどのところにある。カメネツ（前注）から北上
してリトアニア人のヤセリダ川下流域の拠点ズディトフ（Здитов)（現在のベラルーシのズディタヴァ
(Здзітава)に相当）までの間だと，100kmほど離れている。

376）ヴァシリコ [I112]が派遣した迎撃部隊がリトアニア人に追いつけなかった理由についての原文が曖
昧で，ロシア語・ポーランド語訳でも主述語関係が不分明だが，ウクライナ語訳の通り，リトアニア略
奪部隊が小勢で，物資・家畜を掠奪せずに，捕虜を捕らえて連れ去っただけだったので，かれらの逃げ
足は速かった，と理解したい。

377）「メルニク」(Мѣлник)は，西ブグ川中流域右岸に位置し，現在のポーランド，ビャウストク県のミ
エルニク村 (Mielnik)に相当し，ベレスチエの付属城市のひとつ。
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奪を行った。かれら〔リトアニア人〕のところにはコヴディジャド・チュディアミノヴィ

チ 378）(Тюдияминовичь Ковдижадъ)がいた。かれら〔リトアニア人〕は多くの捕虜を獲った。

【リトアニア人の来襲に対してヴァシリコは自ら遠征し，ネブリの戦いに勝利する】

ヴァシリコ公 [I112]は，自分の息子ウラジーミル [I1121]，貴族たち，家来たちとともに，

かれら〔リトアニア人〕を追って進軍を始めた。神と至浄なるその母，尊い十字架の力に望み

をかけていた。そしてかれら〔リトアニア人〕をネブリ 379）(Небль)の城砦まで追撃した。リト

アニア人は湖畔にすでに布陣していた。そして〔リトアニア人は〕〔ヴァシリコの〕部隊を見

ると，軍備を整え，自らのやり方で盾を手に 3列になって待ち受けた。ヴァシリコ [I112]も，

自分の部隊の軍備を整えさせ，かれらに向かって進軍を始めた。両軍が戦った。リトアニア人

は耐えきれずに，一気に敗走に転じた。そして，逃げ切ることができなかった。湖が周囲を囲

んでいたからである。こうして，〔ヴァシリコ軍は〕かれら〔リトアニア人〕を斬り始め，他

の〔リトアニア人は〕湖の中で溺れた。こうして，かれら〔リトアニア人〕をすべて撃ち殺し，

かれらの中で生き残った者は一人もいなかった。

【ヴァシリコはネブリの戦いの勝利をピンスク諸公とともに祝う】

そのことについて，ピンスクの諸公 380），フョードル 381）(Федоръ) [B3213111]とデミ

ド 382）(Демидъ) [B3213113]とユーリイ 383）(Юрьи) [B3213112]が聴き知った。かれらは飲み物〔酒〕

を持参してヴァシリコ [I112]のもとにやって来ると，祝宴を催し始めた 384）。自分たちの敵が撃

ち殺され，自分たちの従士たちはまったく無傷であることを見たからである。ただ一人，ヴァ

378）「コヴディジャド・チュディアミノヴィチ」(Тюдияминовичь Ковдижадъ)の詳細は不明だが，文脈
と父称の使用から見て，リトアニア人を指揮する族長（最高軍司令官）の名前だろう。この人物の力によっ
てリトアニア軍の掠奪は大規模だったことから，ヴァシリコは自ら迎撃の遠征に出かけたのである。

379）「ネブリ」(Небль)の城砦とは，現在のウクライナ，リヴノ州のプリピャチ川右岸の河跡湖であるノ
ベリ湖 (Нобель)に接する場所に建てられた城砦を指している。ピンスクからなら南西方向に 35kmほ
どしか離れておらず，ヴォルィニ公領の北西境界にあり，ヴォルィニ公もしくはピンスク公が対リトア
ニア防衛のために建設した城砦であろう。

380）「ピンスク諸公」(князи Пиньсции)についての本年代記の記述は，1244/45年の記事にピンスク公
ミハイル [B321322]（[イパーチイ年代記 (11)；注 403]参照）についての言及があり，1257年頃のダニー
ルのリトアニア討伐の軍司令官としておそらく同じミハイルが言及されている（上注 309）。ここに記
名されている 3人のピンスク公は，このミハイルの次の世代（息子，甥）の諸公と考えることができる。

381）「フョードル」(Федоръ) [B3213111]は 1262年のこの頃に，ピンスクを公支配していた公である。
382）「デミド」(Демидъ) [B3213113]は，フョードル，ユーリイに次ぐ年少者だろう。
383）「ユーリイ」(Юрьи) [B3213112]は 1292年にピンスク公として没している。
384）この「祝宴」(веселитися)が行われたのはネブリの城砦の中だろう。ピンスクからは近く（上注

379），祝宴の酒を運ぶのも容易である。
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シリコ [I112]の部隊のプレイボル 385）(Прѣибор)という，ステパン・ロディヴィチの息子 (сынъ 

Степановъ Родивича)が殺された。

その後，ピンスク諸公は帰郷し，他方ヴァシリコ [I112]は勝利と大いなる名誉をもってヴラ

ジミルへ向けて出発した。〔そのときヴァシリコは〕【857】ヴァシリコ公 [I112]の足下に敵を

屈服させるという，いとも奇しき事をなした神を誉め称賛した。

【ヴァシリコはネブリの戦いの戦利品を使節団に持たせてダニールに贈る。テルチでのダニー

ルと使節団長との会合】

〔ヴァシリコは〕〔使者の〕ボリス (Борис)およびイゼボルク 386）(Изѣболк)に戦利品の分け前

を〔持たせて〕，自分の兄の〔ダニール [I111]〕王に宛てて派遣した。〔ダニール〕王はハンガリー

人のところへ出発していた。ボリスはテリチ 387）(Телич)でかれ〔ダニール〕に追い付いた。

〔そのとき，ダニール〕王は弟〔ヴァシリコ [I112]〕のこと，自分の甥のウラジーミル [I1121]

のことをたいへん嘆いていた。かれ〔ウラジーミル〕が若かったからである 388）。〔すると，〕か

れ〔ダニール〕の家来の一人が入って来て，次のように語り始めた。「おお，御主人様，見よ，

どこかの人員が盾と投げ槍を持ってやって来ます。馬を手綱で引いています」。〔ダニール〕王

は喜びに跳び上がると，両手を広げて，神を称賛して言った。「主よ，汝に栄光あれ。かのヴァ

シリコ [I112]はリトアニア人に勝利したのだ」。

〔そこに〕ボリスが到着して，王に分け前品を運んできた。すなわち，鞍つきの馬，盾，手槍，

冑などだった。〔ダニール〕王は自分の弟〔ヴァシリコ〕と甥〔ウラジーミル〕の健康につい

て訊き始めた。ボリスは二人の健康状態について語り，すべての起こったことについてかれ〔ダ

ニール〕に報告した。自分の弟と甥が壮健であること，敵を撃ち殺したことを〔ダニール〕王

は大いに喜んだ。〔ダニールは〕ボリスに贈物を与え，自分の弟のもとに帰した。

385）「プレイボル」(Прѣибор)について詳細は不明。ヴァシリコの側近貴族と考えられる。
386）「ボリス」(Борис)と「イゼボルク」(Изѣболк)はヴァシリコ配下の側近。フレーブニコフ系写本に
は「および」に相当する接続詞 и がなく，また，これ以降の使節行の物語にはボリスしか言及されない
ことから，ロシア語訳注では，「イゼボロク」はボリスの別名でありこの二人は同一人物のことを指し
ていると推定している。たしかにこの可能性が高い。

387）「テリチ」(Телич: フレーブニコフ系写本は Подтелич)は，ポーランドのティリチ (Tylicz)に相当し，
カルパチア山脈を越えてハンガリー領に入る手前の，ポーランド側国境山脈地帯に位置している。ダニー
ルはホルムからペレムィシェリを経由して，山越えでのハンガリー行きの途上だったのだろう。

388）ウラジーミル [I112]はこの頃は 15歳ほどで，初めての遠征参加だったと思われる。ダニールが「嘆
いた」(бяше печалуя)のは，自分の不在の間に甥のウラジーミル [I112]が遠征したが，若年のゆえに
戦死したのではないかと危ぶんでいたからだろう。
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【テルナフでルーシ諸公とボレスワフ五世は会合する（タルヌフの諸公会議）：1262 年末】

その後，ルーシ諸公とポーランドの公ボレスワフ 389）との会合があった。かれらはテルナ

フ 390）(Тернав)に集合した。ダニール公 [I111]は自分の二人の息子レフ [S2]と【858】シヴァル

ン [S5]とともに，ヴァシリコ公 [I112]は自分の息子のウラジーミル [I1121]とともに〔参加した〕。

ルーシの地とポーランドの地 (земля Руская и Лядьска)について互いに約定が結ばれ，〔約定が〕

尊い十字架〔の接吻儀礼によって〕固められた。こうして，かれらはそれぞれに帰郷した 391）。

【ミンダウガスの死：1263 年秋】

この会合の後，1年が過ぎた。その秋に 392）リトアニアの大いなる公 393）ミンダウガスが殺さ

れた。かれはリトアニアのすべての地の専政支配者 394）だった。

【ミンダウガス殺害物語：ミンダウガスはリトアニアの単独支配を始める】

われらは，かれの殺害についてこれから語ろう。

かれ〔ミンダウガス〕はリトアニアの地を公支配していた。そしてかれは，自分の兄弟たち

389）「ポーランドの公ボレスワフ」(лядьский князь Болеслав)はボレスワフ五世純潔公 (Bolesław V 
Wstydliwy)のこと。当時はクラクフ公およびサンドミェシュ公としてマウォポルスカ地方を統治して
いた。

390）「テルナフ」(Тернав)は，現在のポーランドのマウォポルスカ県の都市タルヌフ (Tarnów)に相当する。
首都クラクフから東へ 75kmほどに位置している。クラクフとガーリチ＝ヴォルィニ公領の主要都市と
の中間地点に位置していた。

391）テルナフ諸公会議における約定 (ряд)の合意内容についてはまったく記されていないが，ミンダウガ
スによるリトアニア勢のルーシ（ヴォルィニ地方）およびポーランド（マウゥポルスカ地方）への同時
的な遠征に対する対抗策を話合ったと考えるのが時期的にも妥当だろう [Котляр 2005: С. 321]。他方，
パシュートは諸公会議の開催を 1260年として，直前のブラルダイの遠征に参加したルーシ諸公との敵
対関係の調整を行ったと考えている [Пашуто 1950: С. 284]。

392）ミンダウガスの死の年代については，『ノヴゴロド第一年代記』の 6771(1263)年の記事に「同族の
陰謀で大いなる公ミンダウガスが殺された」[НПЛ: С. 84, 313]とあり，ポーランド史料も 1263年と
していることから（[Грушевьский-Хронологія: С. 363]），本記事と併せて 1263年秋と比定すること
ができる。パシュートはポーランド史料に拠って 1263年 8月 5日とより細かく特定している [Пашуто 
1959: С. 383]。

393）このミンダウガスに対する「大いなる公」(великий князь)の称号は，公の死亡記事における称揚的
な表現である（上注 345を参照）。

394）この「専政支配者」(самодержечь)の語は，本年代記の冒頭でロマン公 [I11]について用いられてい
るが（[イパーチイ年代記 (10)：231頁，注 4），ここでは前注と同様に，死者に対する称揚的な意味で
使われたのだろう。
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や息子たちを殺し始め，そうでない者は〔リトアニアの〕地から追放し 395），すべてのリトアニ

アの地を一人で公支配し始めたのだった。そして，ひどく高慢になり始め，大いなる栄光と高

慢さで自らを高め，誰にも自分に対して対抗させなかった。

かれにはヴァイシュヴィルカス 396）(Войшелк)という息子とひとりの娘がいた。〔ミンダウガ

スは〕その娘をホルムのシヴァルン・ダニーロヴィチ [S5]に嫁がせた 397）。

【ミンダウガス殺害物語：ミンダウガスの息子ヴァイシュヴィルカスのキリスト教への改宗と

修道士受戒】

ヴァイシュヴィルカスはノヴォグルードク (Новогорочь)の公支配を始めた 398）。かれ〔ヴァイ

シュヴィルカス〕は異教徒であり，多くの血を流し始めた。毎日 3人，4人が殺された。誰も

殺されない日があると，そのことを嘆く有り様で，誰かを殺せば，また喜んだ。その後，神へ

の畏れがかれ〔ヴァイシュヴィルカス〕の心に降り，おのれの中で思慮して，聖なる【859】

洗礼を受けようと望んだ。そして，そのノヴォグルードク (Новогородьць)で洗礼を受け，そ

れからはキリスト教徒となった。

その後，ヴァイシュヴィルカスはガーリチのダニール公 [I111]のもと，ヴァシリコ〔公〕[I112]

のもとに行き 399），修道士の位を受けることを望んだ 400）。その時，ヴァイシュヴィルカスはユー

リイ・リヴォヴィチ [S21]に洗礼を施した 401）。

395）ミンダウガスの「悪行」についてはすでにこれまでに記事でも語られており，同族の殺害については，
6723(1215)年の記事のブレヴィチ一族のヴイスマンタス (Вишимут)殺害とその妻の略取を，追放につ
いては 6760(1252)年の記事の，甥のタウトヴィラス (Тевтевил)とゲドヴィダス (Едивид)の追放（上
注 60）を参照。

396）上注 181, 183を参照。
397）シヴァルン [S5]とミンダウガスの娘との結婚については上注 104, 182を参照。結婚は，およそ

1254年に成立した。
398）このヴァイシュヴィルカスのノヴォグルードク支配は，いったんロマン [S3]に引き渡したこの城市
を，再び取り戻してロマンを捕虜とした 1257/58年以降のことを指している（上注 307参照）。

399）先の 6763(1255)年の記事では，ヴァイシュヴィルカスは「ホルムのダニールのもとにやって来た」
(приде Холмъ к Данилу)とあり（上注 183），実際はホルムに来たのだろう。これはヴァイシュヴィ
ルカスの洗礼以降のこととすると，1258年～ 1260年のことと推定できる。

400）このヴァイシュヴィルカスの得度について，ヴィルクルは，ダニールによる政治的な強制によるもの
という説を出している [Вилкул 2007]。

401）「ユーリイ・リヴォヴィチ」 [S21](Юрьи лвович)はダニールの息子レフ [S2]の長子で，生長して
のちにガーリチ公となり本年代記にも何度も言及される。ヴァイシュヴィルカスがかれを「洗礼した」
(крести)とは，生まれたばかりの赤子の洗礼親，すなわち代父となったということ。
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それから，その後，ポロニナ 402）(Полонина)の修道院のグリゴーリイ 403）(Григорий)のもとに

行き，修道士の剃髪を受け，修道院のグリゴーリイのもとに 3年滞在した。そこから，グリゴー

リイの祝福を受けて，聖山〔アトス山〕へ向けて出発した。グリゴーリイは聖なる人だった。

まことに，かれの前にも，かれの後にも〔そのような人は〕いなかった。ヴァイシュヴィルカ

スは聖山に到達することはできなかった。なぜなら，その時，その地では大いなる騒乱があっ

たからである 404）。〔ヴァイシュヴィルカスは〕再びノヴォグルードクへ戻り，リトアニアとノ

ヴォグルードクの間のネマン川に (на рѣцѣ на Немнѣ)自らのために修道院を開き 405），そこに住

んだ。

【ミンダウガス殺害物語：ミンダウガスは亡き妃の姉妹を，奸計によってその夫でナリシア公

のダウマンタスから略奪する：1262 年頃】

かれの父ミンダウガスは，かれ〔ヴァイシュヴィルカス〕の生き方について，かれを非難した。

かれ〔ヴァイシュヴィルカス〕は自分の父親をひどく嫌っていた。その時，ミンダウガスの公

402）「ポロニナ」(Полонина)の比定地について，ウクライナ語訳索引はホモラ川 (Хомора)右岸の城市
（現在のフメリヌィーツィクィイ州ポロンネ (Полонне)）としているが説得的ではない。ロシア語訳注
とコトリャールはカルパチア山脈にあった修道院 [Котляр 2005: С. 322]としており，こちらの可能性
のほうが高い。ただし，具体的な地理についての説明はない。

403）ポロンスキイ修道院の典院グリゴーリイ (Григорий)については，6776(1268)年の記事で「ルブリ
ンの主席」（пробст)（司教に次ぐ地位の聖職者）として言及されている。

404）ポーランド語訳注はヴァイシュヴィルカスのアトス行きを 1257年頃と推定している。かれのアトス
山行きの経緯について，6763(1255)年の記事ではダニール公がハンガリー経由の行路を世話してやっ
たが，行くことが出来ず，ブルガリアに戻った（上注 188）とあるだけで，行けなかった原因は書かれ
ていない。ここの「大いなる騒乱」(мятежь... великъ)とは，ブルガリアでは 1256年 8月にアセン朝
のミハイル二世が殺害され，国内ではハンガリー王国やラテン帝国，ニケア帝国を巻き込む内争が展開
された。そのような情勢の中で，ヴァイシュヴィルカスは聖山へ到達できなかったのだろう [Kronika 
halicko-wołyńska 2017: s. 216, przyp. 1370]。

405）1257年頃に開設されたこの修道院は，通説によれば，現在のベラルーシ，グロドノ州グネシチ村
(Гнесичи)に近い，ラウリシェフ修道院 (Лаўрышаўскі манастыр)とされている。伝説では，ヴァイシュ
ヴィルカスはラヴレンチイ (Лаврентий)（通名ラウリシ (Лавриш)）の修道名を名乗ったことから修道
院が名付けられたもので，歴史的にリトアニア大公国の正教会の拠点地の一つであり，現在も男子修道
院として残っている。ノヴォグルードクから近く，北東方向へ 27kmほどしか離れていない。
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妃 406）が亡くなった。〔ミンダウガスは〕かの女〔自分の妃〕を哀悼し始めた 407）。かの女の姉妹が，

ナリシアの公 (за Нальщаньскимъ княземь)ダウマンタス 408）(Домонт)に嫁いでいた。ミンダウ

ガスがナリシアに向けて自分の義理の姉妹を呼び出す使者を遣って，こう言った。「見よ，そ

なたの姉妹が死者となった。自分の姉妹を哀悼するために来たれ」。

かの女は哀悼するためにやって来たところ，ミンダウガスは自分の義理の姉妹を娶りたく

なった。そして，かの女に【860】対してこう言い始めた。「そなたの姉妹は死に臨んで，そな

たを娶るようにとわしに命じた。〔妻は〕こう言い遺したのだ。『どうか，他人の女が〔わたし

の〕子供たち 409）を虐めることがないように』と」。そして，かの女を娶った。

【ミンダウガス殺害物語：ダウマンタスは復讐の計画にジェマイティア公トレニオタを引き入

れる】

ダウマンタスは，そのことを聴くと，そのことについてひどく嘆き悲しんだ。何とかし

てミンダウガスを殺そうと思慮していた。しかし〔殺すことは〕出来なかった。なぜなら，

かれの兵力は少なく，かの〔ミンダウガスの兵力は〕多かったからである。ダウマンタス

は，誰かと一緒にミンダウガスを殺すことができないかと方途を探った。そして，トレニオ

406）この「公妃」(княгини)は，1219/20年のリトアニア諸侯の使節の記事の中で，ミンダウガスがジェ
マイティアの侯でブレヴィチ族 (Булевичи)のヴィスマンタスから略奪した（[イパーチイ年代記 (10)：
277頁 ]参照）その妻だった女性と同一人物とされている。なお，ヴィスマンタスは 1251年のミンダ
ウガスとの戦闘で，ヴィキンタス＝タウトヴィラス陣営の軍司令官として戦死している（上注 89参照）。
かの女については，ミンダウガス戴冠についての騎士団側の史料に「マルタ」(Marta, Morta)という洗
礼名が記されている [Kronika halicko-wołyńska 2017: s. 217, przyp. 1372]。公妃の没年は 1262年頃
と推定されている。

407）この「哀悼する」(карити по ней)は特別な儀礼を行うことを指しており，以下に見るように亡き妃
の姉妹を呼び出すための策略であったことが含意されている。

408）「ダウマンタス」(Домонт; Daumantas, Даўмонт)は，1260年頃からナリシアの公として，姻戚であ
るミンダウガスとは同盟関係にあった。本年代記の事情によってミンダウガスを殺害した後，『ノヴゴ
ロド第一年代記』1265年の記事によれば，ミンダウガスの息子のヴァイシュヴィルカスがリトアニア，
ナリシアに遠征を行ったときに，300人のリトアニア人がプスコフに逃げ込み，そこで正教徒としての
洗礼を受けている（[НПЛ: С. 85, 314]）。その中にダウマンタスがいたことは確実であり，チモフェイ
(Тимофей)の洗礼名を得て，1266年にはプスコフの公として勤務している。

409）これは下注 414に名指されている「ルクリ」「レペキイ」を指している。上注 396でミンダウガスの
息子とされているヴァイシュヴィルカス及びシヴァルンに嫁いだ娘（上注 397）はすでに成年に達して
いることから，かの女の子供ではなく，ミンダウガスの先妻の子供と考えるべきだろう。
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タ 410）(Тренята)という，ミンダウガスの姉妹の息子を探し出した。そして，かれとともにミン

ダウガスを殺そうと相談した。トレニオタはそのときジェマイティア〔地方〕にいた。

6771〔1263〕年　

【ミンダウガス殺害物語：ダウマンタスは計略によってミンダウガスと二人の息子を殺害する：

1263 年夏～秋】

{そのとき，}ミンダウガスは自分のすべての軍勢を，ブリャンスク 411）の公 (бряньский 

князь)ロマン 412）[G415]を討つべくドニエプル川の向こうへ派遣していた 413）。

ダウマンタスはかれら〔ミンダウガスの軍勢〕とともに戦争のための行軍を始めたが，好

機を捉えて戻ってしまった。〔ダウマンタスは〕言った。「占いによれば，そなたたちと行軍

してはならないとのことだ」。〔ダウマンタスは〕戻ると，速やかに軍をまとめて，ミンダウ

ガスを急襲し，その場でかれを殺した。そして，かれの二人の息子ルクリ (Рукль)とレペキ

イ 414）(Репекьй)をかれ〔ミンダウガス〕と一緒に殺した。このようにしてミンダウガスは殺害

されて最期を遂げた。

410）「トレニオタ」 (Тренята: Troniata, Тройнат)は，ジェマイティアを公支配していた人物。かれの出自
については，ミンダウガスの姉妹の夫であるヴィキンタス（上注 61）がやはりジェマイティア公であ
ることから，ヴィキンタスの息子と解釈する説が有力である。その場合，トレニオタはミンダウガス
にとって血のつながりのある甥ということになる。13世紀の『リヴォニア韻文年代記』(Livländische 
Reimchronik)には，1260/61年のドイツ騎士団との戦いの中でミンダウガスが派遣した司令官「同族
のトレニオタ」(mit sinem mâgen Traniâte)として言及されている（[Матузова, Назарова 2002: С. 
242]）。

411）「ブリャンスク」(Брянск)は，は，現在のロシアの都市ブリャンスク (Брянск)に相当し，チェルニ
ゴフ公領に属していた。リトアニア人から見ればドニエプル川を左岸から右岸へと渡り，支流のデスナ
川沿岸まで到達しなければならない長路の遠征になる。

412）ロマン [G415]についてはこの個所が初出。ミハイル（チェルニゴフ聖公）[G41]の息子としては年
少だったのだろうチェルニゴフ公領北西のブリャンスクの公だったが，この直後 1263年から 1288年
頃までチェルニゴフの公座に就いている（[Войтович 2006: С. 419]）。
なお，この前後にロマンの娘オリガがウラジーミル・ヴァシリコヴィチ [I1121]と結婚式を挙げてお

り，ヴラジミル公ヴァシリコ [I112]とは姻戚関係を持っていた（下注 420参照）。この関係が上述のロ
マンのチェルニゴフ公座就位に役だったことだろう。

413）このミンダウガスの派遣部隊のブリャンスク遠征については，下注 421でやや詳しく述べられてい
る。

414）「ルクリ」(Рукль)と「レペキイ」(Репекьй)は，1262年頃に亡くなった公妃マルタ（上注 406）と
の間にできた息子たちで，臨終の際に公妃がかれらの運命を思って哀訴していることから，まだ年少だっ
たと考えられる（上注 409も参照）。
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【ミンダウガスの死後，トレニオタはタウトヴィラスを殺してリトアニアの支配権を握る：

1263 年後半】

ミンダウガスが殺されると，ヴァイシュヴィルカスは同じ事を恐れて 415），ピンスク (Пиньск)

へと逃亡して，そこで暮らしていた。

他方，トレニオタはリトアニアの全ての地とジェマイティアの公支配を始めた。そして，

〔トレニオタは〕自分の兄弟〔従兄弟〕のタウトヴィラス 416）を呼び寄せるために，ポロツク

(Полотьск)に使者を遣って，こう言った。「兄弟よ，ここへ来られよ。われら二人で〔ミンダ

ウガスの支配〕地と【861】獲物を分けようではないか」。かれ〔タウトヴィラス〕はかれ〔ト

レニオタ〕のところにやって来た。タウトヴィラスは，トレニオタを殺そうと願って，〔仲間

たちと〕謀議を始めた。他方，トレニオタもまたタウトヴィラスを討とうと謀議をしていた。

そして，〔この〕タウトヴィラスの謀議について，かれ〔タウトヴィラス〕の貴族であるポロ

ツク人プロコピイ (Прокопии)が，〔トレニオタに〕密告した。トレニオタは先手を取って，タ

ウトヴィラスを殺し 417），一人で公支配を始めた。

【トレニオタはミンダウガスの家来によって殺害される：1264 年】

その後，ミンダウガスの馬丁をしていた 4人の従者が，どうしたら自分たちがトレニオタを

殺すことができるか評議を始めた。〔ある時〕かれ〔トレニオタ〕が入浴するために風呂へ出

かけた。かれら〔従者たち〕は自分たちの時機が来たと見て取ると，トレニオタを殺した。こ

のようにして，トレニオタにも殺害によって最期のときがきた。

【トレニオタの死後，ヴァイシュヴィルカスがリトアニアの支配権を握る：1264 年】

ヴァイシュヴィルカスはこのことを聴くと，ピンスク人とともにノヴォグルードクへ向けて

出陣した。そして，そこでノヴォグルードク人を引き連れると，リトアニアへ向けてこれを公

415）「同じ事」とは，父ミンダウガスと同様に，ヴァイシュヴィルカスもダウマンタスによって殺害され
たということ。

416）ダニールのもとに亡命していたタウトヴィラスは，1254年のミンダウガスとダニール [I111]の講
和によって，ミンダウガスのリトアニア支配を認めて，ダニールのもとを去り（上注 181），1254～
1263年の期間はポロツクで公支配を行っていた。

417）このトレニオタによるタウトヴィラス殺害について，『ノヴゴロド第一年代記』6771(1263)年の記事
では，キリスト教的視点から次のように書かれている。「ミンダウガスの殺人者たちは，かれの財産を
めぐって仲間割れを起こし，ポロツクの善良な公タウトヴィラスが殺された。ポロツクの貴族は鎖に繋
がれ，ポロツク人に対してタウトヴィラスの息子を殺すよう依頼された。かれ〔タウトヴィラスの息子〕
は自分の家臣とともにノヴゴロドへ逃れた。それからリトアニア人は自分たちの公をポロツクに据え，
かれらの公とともに捕らえていたポロツク人を解放して，和を結んだ」[НПЛ: С. 84, 313]。
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支配すべく出発した。すべてのリトアニア人は，主人〔ミンダウガス〕の息子である〔ヴァイ

シュヴィルカス〕を喜んで受け入れた。

6772〔1264〕年　

【ヴァイシュヴィルカスによるこれまでの敵手の大規模な迫害，多数が国外へ逃亡する：1264

年】

ヴァイシュヴィルカスはリトアニアの全地の公支配を始めた。かれ〔ヴァイシュヴィルカス〕

は自分の敵たちを打ち殺し始めた。その数は無数と言えるほど多かった。他の者たちは，目に

とまった場所へどこにでも，散り散りに逃げて行った。かの忌まわしく，呪われた，無法のオ

スタフィ (Остафьи)一人だけが殺された。われらはかれについてすでに書いたことがある 418）。

【リトアニア人のブリャンスク遠征とウラジーミル・ヴァシリコヴィチの結婚：1263 年秋】

さて，先に述べたミンダウガス殺害の年，ブリャンスクの公ロマン [G415]のもとで結婚式

があった。かれは，【862】オリガ (Олга)という名の自分の愛しい娘を，ウラジーミル公 [I1121]，

すなわち，ヴァシリコ [I112]の息子にしてガーリチの大いなる公ロマン [I11]の孫である〔公に〕

嫁がせようとしていた 419）。

その時，リトアニアの軍隊がロマン [G415]を討つべく到来した 420）。かれ〔ロマン〕は，か

れら〔リトアニア人〕と戦って，かれらに勝利した。かれ〔ロマン〕自身は負傷した。自らの

少なからぬ雄壮さを示したのである。そして，〔ロマンは〕勝利と大いなる名誉をもってブリャ

ンスクへ帰還した。喜びのため自分の身体の負傷を自覚することはなかった。

そして，〔ロマンは〕自分の娘を嫁がせたのである。かれには他に 3人の〔娘〕がおり，かの女〔オ

418）「オスタフィ・コンスタンチノヴィチ」については上注 363を参照。かれはミンダウガスに軍司令官
として勤務していたことから，父親ミンダウガスを嫌っていたヴァイシュヴィルカスによって，父親の
重臣として殺されたのだろう。

419）1259年後半には，ヴァシリコの娘オリガが，チェルニゴフのアンドレイ・フセヴォロドヴィチ公
[C412211]と結婚しており（上注 323参照），ヴァシリコ一族はチェルニゴフ諸公とは婚姻を通じてと
りわけ緊密な利害関係を持っていた。

420）リトアニア人部隊のブリャンスク遠征は 1263年秋頃と推定される。ミンダウガスはこのとき自分の
部隊の大部分を派遣してしまい，手薄になったところをダウマンタス等によって襲われ，殺害された（上
注 413を参照）。
　　なお，ミンダウガスにとって，タタール人の攻略によって公の支配力が低下したチェルニゴフ地方は，
格好の掠奪の対象地だった。過去にもミンダウガスの部隊がチェルニゴフの地へ遠征を行ったことにつ
いては，かれの軍司令官フヴァル (Хвал)が行った「大殺戮」についての記事がある（上注 258）。この
遠征もそのような掠奪遠征の一つと考えられる。
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リガ〕は 4番目で，これがかれにとって最も愛しい〔娘〕だった。〔ロマンは〕かの女に伴わせて，

自分の最年長の息子ミハイル [G4151]と多くの貴族たちを派遣した。

【ヴァイシュヴィルカスのリトアニア支配の始まり：1263 ～ 1264 年】

われらは先のことに戻ろう。

ヴァイシュヴィルカスがリトアニアを公支配をすると，シヴァルン公 [S5]とヴァシリコ

[I112]がかれ〔ヴァイシュヴィルカス〕を助けるようになった。〔ヴァイシュヴィルカスは〕ヴァ

シリコ [I112]を自分の父であり主人と呼ぶようになったからである。

【ダニール公の死とかれの事蹟についての讃詞：1264 年】

他方，その時，〔ダニール [I111]〕王は大病を患い，それによって自らの生涯を終えた。その〔遺

骸は〕，かれ自身が建設した〔城市〕ホルムの聖なる聖母教会 421）に安置された。

このダニール王 [I111]は，善良で勇敢で賢明な公だった。多くの城市を建設し，〔多くの〕

教会を建て，これを様々な美しいもので飾った。自分の弟ヴァシリコ [I112]に対する兄弟愛に

よって敬われていた。このダニールは第二のソロモンだった。

【ヴァイシュヴィルカスは帰服していないデルトヴァとナリシア地方の城砦を攻略する。シヴァ

ルンは援軍として遠征に参加する：1264 年】

その後，【863】シヴァルン [S5]はヴァイシュヴィルカスを助けるために出陣した。ヴァシ

リコ公 [I112]は，自分の軍隊をすべて自分のところからかれ〔ヴァイシュヴィルカス〕のため

に派遣した。ヴァイシュヴィルカスはヴァシリコ [I112]を自分の父であり主人と呼んでいたか

らである。

シヴァルン [S5]は援軍としてリトアニアのヴァイシュヴィルカスのところへやって来た。

ヴァイシュヴィルカスは，シヴァルン [S5]と自分の父であるヴァシリコ [I112]の援軍を見て，

大いに喜んだ。そしてかれは軍備を整えると，重装備の軍勢をもって進軍し，デルトヴァの

地 422）(Дявелътв)とナリシアの地 (Нальщаны)の城砦を占領し始めた。城砦を占領すると，自分

の敵どもを撃ち殺し，それから帰郷した。

421）このホルムの聖母教会については，6768(1260)年の項に詳しい記述がなされている（上注 292を参照）。
422）「デルトヴァの地」 (Дявелътв)については，6723(1215)年の記事で，ユデキ等 4人のリトアニア諸
侯の拠点地 Дяволт として言及されている（ [イパーチイ年代記 (10)：277頁 ]参照）。ほぼ，現在のリ
トアニアのアウクシュタティア地方の西側（東側は「ナリシアの地」）に相当する。ヴァイシュヴィル
カスがノヴォグルードクを中心とする黒ルーシ一帯を拠点としていたとすれば，かれは北へ向かって遠
征したことになる。
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